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序文

英語の発音にカタカナを使うのはご法度であるというのがこれまでの

常識であった。しかし、常識というものは過去の固定的観念に基づくこ

とも多く、見方を変えればある常識は間違っているかもしれない。

本書は、カタカナの活用をテーマとしているが、カタカナ英語を云々

することは、時代の逆行ではないかと言われるかもしれない。読者にお

願いしたいのは、ともかく「カタカナ英語はダメ」という色眼鏡を通さ

ず、ぜひ白紙にもどって、筆者と共に、改めて考えていただきたいとい

うことである。

10年ほど前は、私自身も音節文字のカタカナを英語学習に使うことな

どもってほかだと思っていた。しかし、カタカナも使いようで極めて有

効な手段であると考えるようになり、実際に教室で試みているうちに、

英語の簡易表記を正しく理解していない学習者には、音声理論に基づく

カタカナ表記を活用すれば、従来よりも、はるかに早く英語らしい発音

を身につけられると確信するに至った。

私はカタカナをそのまま英語に使うことを主張しているのではなく、

実際の英語の音にできるだけ近くなるように、カタカナを工夫して使う

ことを考えているのである。その方式も「近似カナ表記」と名付け、カ

タカナ英語と区別した。私はIPA(国際音標文字）の音声表記との関連を

検討してきたが、ようやく広く通用し得る解決法に到達した。

振り返れば、本研究の発端は、元東京教育大学文学部に付置されてい

た外国語教育研究所 (ModernLanguage Institute)において、ユネスコ

事業参加計画として実施した「入門期における発音指導の実験授業」

（於：同大学付属小学校）である。実験授業の準備・実施期間中、発音

指導の基礎研究とその実施方法について、恩師の東京教育大学教授太田

朗先生のご指導を直接受けることができた。その後、太田朗先生には、

大学院の授業を長年にわたって聴講させていただき、実に多くの学問的

内容を学ばせていただいたことを、たいへんありがたく思っている。ま

た、恩師の東京教育大学教授福田陸太郎先生は、語学研究所長の時、私

を同研究所の研究員としてカリフォルニア大学ロスアンゼルス分校に、



客員研究員の資格で、研修する便宜をはかっていただいたばかりか、そ

の後私が提唱した「近似カナ表記」を、もっと広く普及させるようにと

励ましていただくなど、公私にわたってたいへんお世話になった。さら

に、当時、東京教育大学にご出講されていた立教大学教授の伊藤健三先

生には、太田朗先生監修『英語学と英語教育』を共同執筆中、ほとんど

毎週のように研究室に立ち寄ってくださり、個人的にご指導いただいた

ことに感謝申し上げたい。

本書は、ここに書き記した方々のご支援ご鞭撻のほか、各方面の方々

からの温かいお言葉や励ましがなければ、こうして日の目をみることは

なかったと思う。この機会に改めて深く感謝の気持ちを捧げたい。

平成 5年 4月8日

島岡丘
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序章

0. 方法論一共通の枠組み

言語記述には、 Chomskyが述べたように、観察的妥当性(observation-

al adequacy)、記述的妥当性(descriptionaladequacy)、説明的妥当性

(explanatory adequacy)が具備されているべきである。しかし、日本語

使用者が英語を目標言語 (targetlanguage、以下TG) として修得しよう

とするときのモデルを考察する際には、さらに実用的・応用的妥当性

(feasible and applicational adequacy) をもった修得過程に関する考

え方を明確にしなければならない。日本語の音声体系から英語の音声体

系の習得に至る過程には、少なくとも、次の 3条件が必要である。

l. 共通の枠組みを設定する。

2. 既知から未知への形成的過程、つまり、 IL1 iを明確にする。

3. 言語習得の成果を実証する。

まず、 l. 共通の枠組みとして、 DF、つまり示差的特徴、または弁別的特

性（後述）に基づいた日英両語の音声体系を含む共通の音体系を確立す

ることである。 2.の既知から未知へ向かう際にはその発達段階としてプ

ロセス、つまり、 ILの存在を明確にすることが必要である。である。以

下において、 ILの言語観から検討する。

0. 1中間言語の言語観

日本語も英語もそれ自体で独立した音体系をもつが、母語と異なる言

語をTGとして習得しようとするとき、母語の音体系が促進 (facilita-

tion) ないしは干渉 (interference) の働きをする。日本語と英語とは

音声構造が質的に異なるので、 EFL学習者に対しては促進よりはむしろ干

渉の働きが強く働くことが容易に想像される。

英語の音声体系を、母語から離れて学習した場合、一時的に英語とし

て自然な音形が出力できても、上記の干渉作用により、定着することは

なかなかむずかしい。そこで、本書では、日本語の音声体系を既知情報

として言語共通の枠組みで確認し、その枠組みの中でTGとしての英語の

音声体系の形成を考察する立場をとる。
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その形成過程を明確にとらえるために、 ILの段階を設定したい。つま

り、干渉作用をできるだけ排除し、理想的な形成的定着をはかるために

は、次の課題を設定しなければならない。

1. 日本語の母音から英語の母音に至る過程をどうするか。

2. 日本語の子音から英語の子音に至る過程をどうするか。

3. 日本語の開音節構造から英語の閉音節構造、子音連結に至る

過程をどうするか。

4. 日本語から英語らしさを習得する過程をどうするか。

5. 日本語の音節拍のリズム (syllable-timedrhythm)から英

語の強勢拍のリズム (stress-timedrhythm)への移行をど

うするか。

6. 日本語の高低アクセントの音調から英語の強勢を伴う音調ヘ

どのように移行するか。 • 
以上の問題を解決する有力な手がかりは、 IPA(International Pho-

netic Alphabet)の音声表記であるが、それを活用するには次のような

問題点がある。

1. IPAを使いこなすには音声学2)の知識が必要である。

2. 現在広く EFLの分野で用いられている簡易表記はあまりにも

簡易過ぎ、誤解を与えやすい。

3. 音声表記は辞書あるいは教材の見出し語にのみつけられ、情

報伝達活動における文の表記がふつうの正書法 (ortho-

graphy) によっている。

以上の問題を解決するには、日本語母語話者が熟知し、しかも、日常

使い慣れているカタカナの活用が当然考えられる。従来は、音節文字で

あるカタカナを閉音節や子音連結の多い英語には使えないとされてきた

が、カタカナにいくつかの変更や新たな解釈を加えることによって、 IL

の役割を与えることができるのではないかという仮説を立ててみたい。

そして、 DFを基にして、 IPAに至る途中の段階として、 「近似カナ表記、ン

ステム」を確立し、その妥当性を検討する。以下において、 「近似カナ

表記システム」確立の背景、規約、さらにその実証（第 5章）について
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述べる。

0. 2近似カナ表記の背景

英語と日本語とは音声体系が異なり、カタカナは日本語を記述するに

は適しているが、英語の音声体系にはカタカナは不向きであるのは当然

である。しかし、一定の理論に基づいて、カナ表記を活用することは検

討に値しよう。ここで提案しようとしている「近似カナ表記」とはいわ

ゆるカタカナ英語とは質的に異なっている。 「近似カナ表記」を用いる

理由は次の 2つである。

1. 英語の音声表記を正しく解釈し、それを駆使できるよう暫定的に補

助的手段として使う。 ＇ 

2. 英語の談話における音声変化を「近似カナ表記」で示し、より自然

な英語にEFL学習者を近づける:

これまでも、カタカナを用いて英語らしい音を表記しよういう試みが

なされてきた。乾 (1992) にも明かにされているように、主な試みとし

て歴史的に注目すべきなのは、馬場佐十郎 (1822頃）、中浜万次郎 (18

59)、清水卯三郎 (1860)、平川唯一 (1981)であろう。本書で提案す

る近似カナ表記は、音声学の研究に基づいて提案するわけで、従前の表

記法と基本的に異なっている。

音声体系を異にする英語の音声体系にカタカナを用いることに対して

は、多くの批判がある。しかしながら、英語を学習してきたはずの大学

生が発音記号を駆使できるようになっているものは極く希であり、また、

発音記号は辞書の見出し語についている程度で、実際の談話に用いられ

ることは殆どない。

近似カナ表記を用いることで、見逃せないことは、心理的な面である。

これまでは、カタカナは発音習得には害になると考え、排除する傾向が

強かったため、学習者の一部には、自己流でカナをつけて何とか音読し

ようと試みていた。しかし、近似カナ表記を工夫して、太字と細字、大

字と小字の組合せなどで、 ILとしての英語の音声体系への橋渡しの役割

を果たせるのではないかと考えられる。また、英語と日本語とは基本的

に異なるという心理的傾向から、母語の音声体系の表記を新たに解釈す

ることによって、例えば、 Clintonを「クリ 'J・ン」のように、鼻腔破裂音
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(nasal plosion)を「・ン」のように表記することで、英語らしさが獲

得できることが明らかになれば、 IPAの精密表記の代行ができるだけでな

く、英語らしい発音はむずかしいという心理的な抵抗感も取り除くこと

ができる。

0. 3 言語の音声体系

0. 3. 1言語比較の基盤

言語比較の基盤として、次の命題を前提とする。

1. あらゆる言語はそれぞれの音声体系を持つ。

2. 音声体系は分節音素と複数の分節に関わるプロソディあるい

は超分節音素 (suprasegmentalphoneme) とに分かれる。

3. 分節音素は母音体系と子音体系とに分かれる。

4. プロソディはリズム、音調、強勢、高低アクセントなどに分

かれる。

5. 各音素はDFを同時的にもつ集合 (aset of concurrent dis 

tinctive features)である。

6. 母音及び子音は言語比較においては共通の枠組みを用い、

3 3四角形をその共通の枠組みとして用いる。

7. 音声習得は文法習得とは独立している面がある (Selinker

(1992, p. 34)。
以上の前提に立って、以下の各論で、 ILの音声学を基にした、 「近似

カナ表記」の問題を論じる。

第 1の問題は出発点についてである。つまり、母語を出発点とするか

それとも言語の普遍的立場に立ち、共通の枠組みを用いるかである。箪

者は、言語の普遍的立場として、 DFを基本とした言語共通の枠組みを用

い、なおかつ母語を出発点とした。これを具体化したのが 33四角形で

ある。 33四角形は、はじめ、 Sweet(1908) に見られ、その後、 Lado-

Fries (1954) に見られるが、そ•れに対して、 IPA(l951, 1979, 1989) ほ

ヵ>、 Jones(1956)、Gimson(1980)、Kenyon-Knott(1944)、Roach

(1992) などは音声的正確さを優先し、逆梯形の母音図を用いている。

筆者は中間言語としてDFを基に音声の体系的な把握を押し進めるために、

Sweetが用いた枠組みをDFを用いて支持する立場をとる。すなわち、 DFを
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用いて、上下の関係では、[+high, -low]、[-high, -low]、

[-high, + low]の3段階を設け、前後関係では、[+ back, -central]、

[ + back. + central]、[-back, -central]の3段階を設けることにす

る。

0. 3. 2日本語の母音、英語の母音

英語の音声習得には、英語の音声体系内で行うやり方と、学習者に内

在化 (internalized) している日本語の音声体系から、形成的に英語の

音声体系に接近する方法が考えられる。ここでは、中間言語の枠組みで、

日本語から英語にどのように進めるのが、言語的にもまた心理的にも理

想的な結果が生まれるかを試みる。 日本語の母音には「ア、イ、ウ、

ェ、オ」の5種類があり、それぞれ長く言うと、 「アー、イー、ウー、エ

ー、オー」となり、母音の数は倍の10種類になる。図1-1はそれを示して

いる（括弧内は長音を示すものとする）

前方 後方

イ(-) ウ(-) 高位

エ(-) オ（一） 中位

ア(-) 低位

図0-1. 「ア、イ、ウ、エ、オ」の舌の位置
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一方、英語の音声体系は、短母音と長母音とでは、舌の高さや位置が

上下及び前後に変わることになり、それが音質の変化をもたらす。これ

を音声記号を用いず、 「近似カナ表記」を用い、 33四角形によって示

すとすると、図0-2になる。

前方 後方

イー りウー

高位

イ ウ

エイ 工～了 オり

中位

エ 了 ア

オー

エア 低位

アイ アり ア（一）

図0-2. 「アイウエオ」から英語の母音ヘ

カタカナでは、図0-2で明らかなように、音質の違いを十分に表すこと

ができないので、これらの記号はあくまでも正式な音声表記に至る中間

的な表記手段である。しかしながら、正式なIPAの音声表記を用いても、

依然として母語の発音から脱皮し得ないEFL学習者にとっては（その数は

相当に多い）、むしろ、近似カナ表記を用いて、音質の差を上記の図で

確認し、少しずつ目標言語の発音に近づける方がかえってよいのではな

いだろうか。音標文字を自由に駆使できるようになるのが理想ではある

が、いきなり完成品を見て歯が立たず、母語の発音に戻るよりは、近似

カナ表記を活用して、英語に近くなるほうが望ましい。

最終的には、図0-3にあるような発音記号を覚え、それらを自由に読ん

で使えるよう努力することが必要である。
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前方 後方

i: u: 

高位

I u 

eI 8:r oU 

中位

e 8 (¥ 

J: 

氾 低位

al au a (:) 

図0-3. 英語の母音システム。発音記号

で示した英語の母音

図0-3に含めなかった音素は、 /JI, オイ／、 /I8r, イ7/、/e8r,

工 7/、/jU8r, 1ウ了／の 4種である。その理由は、例えば、 toyの2重

母音はdeei de, sou thなどの 2重母音に較べて、ほかの母音音素との関係

（つまり、 deei de-dee is ion, sou th-southernのように母音短縮化現象が

ある）が薄いこと、また、 ear,air, yourの母音はGAでは V+rと解釈し、

2重母音として扱わなくてよいので、母音体系が 1つの表で表すこどが

でき、全体的に簡潔になるからである。具体的な例は次のようなものが

あげられる。

toy[tJI, トオイ］、 boy, oi 1, soi 1, oyster 

ear [ I 8r], near. fear. deer, peer, beer 

air[e8r, エア], pair, dear, fair, chair 

your[jU8r,1ウ7].Europe, tour. poor 

Gimson (1980) では、現代英語の分節音素は20種あるとされているが、

中向き 2重母音の 3種を共通枠からはずし、関連性の薄い/JI/を枠外と

することによって、 EFL学習者は図0-3にある 15種の母音を日本語の母音
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の部分的変化によって、比較的簡単に覚えることができる。

0. 3. 3日本語の子音、英語の子音

EFL学習者は学習過程でカタカナだけに慣れているとカタナカの特徴

である CVが当り前のようにになってしまうといけないのである。そこ

で、後述するように近似カナ表記にいくつかの規定をしなければならな

い。少なくても誤解を避けるために、発音記号とカナ表記を併用するこ

とが望ましい。では次に子音を取り上げよう。

子音の種類を分けると、唇を使う子音（マ、パ、バにあたるもの）、

舌の先を使う子音（ナ、夕、ダにあたるもの）、舌の先以外を使う子音

（力、ガにあたるもの）

の3種になる。これを基に表を作ると次のようになる。

唇を使う音

マ

ノゞ

ノゞ

舌先を使う音

ナ

夕

ダ

前舌や奥舌を使う音
ンカ`．

ヵ

ガ

このうち、いちばん上の列に鼻音をおいたのは、イメージとしてよいと

いう点と、鼻音は鼻腔閉鎖音として、他の閉鎖音と隣接させるほうが、

同化現象などの説明が説得的に行えるという利点がある。

以上の子音は発音器官を接触させて発音しており、閉鎖音と言うのは

妥当である。発音器官を接触させないで出す摩擦音との区別が英語では

必要であるが、日本語では、 /s/以外は摩擦音として独立しているものが
なく、 EFL学習者を悩ますことになる。摩擦しないで、発音器官を近づけ

るだけで出す接近音 (approximant) は、 1i gh t -rightの 1とrがある。

これを特に区別するのに、近似カナ表記では、 「'Jライト」ー「りライト」

とするとよい。しかし、 1の前に「ン」を書くのは必ずしも必要とは思わ

れない。つまり、 rの発音が 1の発音と区別されることが第一義的であ

り、舌先が口蓋につかず、唇が丸まって発音できればよいとしたい。

一方母音のあとの 1とrは、 milk[mllk, メウク ].film [film, フェ

ウム],car[ka:r, カー7],park [pa:rk, パー7ク］のように表記したい。そ
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のほか、 yes[jes, イエス］の「イ」、 Y[wal, りワイ］の「り」がある。つまり、

英語の音は、閉じるか、こするか、近づくかの 3種である。

/w/の取扱いについては、 IPA(1989)では、 doublearticulationとし

て、 IPAChartからはずしているが、筆者は、音声的に際だつ特徴として

両唇音を第一義的に考えたい。音韻論的にはJackobsonet al. (1952)の

ように、母音の/u/の非音節化音であるので/u/の上に接近音の子音とし
て (w) と括弧内に示しておきたい。

ム ヌ ］グ

プ 夕 チl ク

ブ ダ ヂュ グ

フ ス ス シュ

ヴ ス.. ズ ン,,／.ュ

｝レ

り りル イ （り）

図0-4. 子音の種類

図0-4を発音記号に書き直すと、図0-5のようになる。
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m n り

p t tJ k 

b d d3 g 

f 8 s J 
V 6 z 3 

1 

w r j (w) 

図 0-5. 子音の発音記号のまとめと母音との関係

図0-4と固0-5を比較することによって、近似カナ表記でも英語の発音

をかなり実際に近く表せることが明らかになる。例えば、日本語にない

音素対立の一つ、 thの発音と zとの音素の対立（日本語では、 thとsの

音とは音素対立がないため、日本語母語話者にとっては異音関係である）

は、次のような工夫によって近似カナ表記で表すことができる。

th [6]の発音 that [ズエアット］

this [ズイス］

there [ズエ7]

they [ズゼイ］

それに対し、 zink, zebra, zoomは、それぞれ、 /z/のもつ強い粗擦性に

注目し、太字を用いて、 「ズィンク」、 「ズィーアラ」、 「ズウーム」の

ように表記し、両者を区別することができる。

一方、日本語では、継続性／非継続性([+ cont J / [ -cont])の区別
がはっきりとしていないため、 thが発話の始めにくると、 d+thーの音にな

りやすい。それを避けるために、近似カナ表記では、日本語の継続摩擦

音であるスに濁音を加える形をとるとわかりやすい。つまり、継続摩擦

音＋声帯振動ということで説明し、表記できることになる。
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0.4近似カナ表記の規約

近似カナ表記の規約は理論的な裏付けと同時に簡単で使いやすいもの

でなければならない。近似カナ表記は英語の音声習樽の手段であって、

英語の発音そのものを表しているわけではなく、精密表記が自由に駆使

できるまでの過渡的なものである。それ故、できるだけ簡単な表記とす

るが、言葉は基本的な音声パタンが繰り返されることが多いのでその特

徴をよく表し得るものを意図している。

近似カナ表記の規約は次の

太い文字 アクセントのあるところ

並の文字 特にアクセントがないところ

小さい文字 アクセントが無いとき、および子音

切れ目、息継ぎのところ

スラー（弧の表示） 声がつながるところ

以上のほか、イントネーションの表示（語尾を上げるところと語尾を

下げるところを矢印で示す）や息の切れ目の表示（プレスと称し、垂直

線で息がきれることを示す）も必要である。また、実際の文には、閉鎖

音の未解放破裂、音の脱落、音の同化、強勢の移動などさまざまな変化

が見られる。ただし、それらの談話の流れを音声表記したものに接する

機会が学習者にあたえられることがないため、学習者の多くは綴り字に

依存した音読を行っている。そのため、音声の実態と離れた音読を固定

化あるいは化石化 (fossilization) してしまうおそれがある。それを防

ぐためにも、また新しい言語習慣をすみやかに身につけさせるためにも

本章に示した近似カナ表記の活用が有効である。近似カナ表記を英語教

育に具体化した一例は、島岡一烏飼 (1993) の主として小学生向けの英

絵辞典である。この辞典は、本書に示した原則の基に、例文にはすべて

近似カナ表記を用いて、 EFL学習者が英語母語話者の発音に近づくように

工夫してある。
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第 1章 中間言語とその意義

1. 1 中間言語の設定理由

ILという概念はSelinkerの論文， "Interlanguage"(1972)、Corderの

論文集、 ErrorAnalysis and Interlanguage (1981)、Ioup-Weinber-

ger編集のInterlanguagePhonology (1987)などでよく知られるように

なったが、中間言語としての日本語から英語への理論的・実際的問題は

あまり取り上げられていない。例えば、日本語を母国語とする英語学習

者が英語を学習する場合、どのような困難点があるかという記述で留ま

っている（太田 (1965) l)など）。

日本の英語教育の現状はどうであろうか。学習者はまだ音声面の習熟

が不十分な段階でテキストを読む作業を行うことが多く、また、文字情

報、文法・文型に関する情報、意味内容などを次々と与えられるため、

目標言語の聞き取り• 発音の習得が不完全なまま上級に進むことになる。

その結果、いつまでも音声に自信がもてない学習者が生じることになる。

学習者の出発点は日本語である。日本語と英語との接触場面を考えて

みよう。現状と望ましい状況とをモデルで示すと次のようになろう。

現状のモデル： （教材段階） （素材）

日本語 → 文字情報 → 英語

＼↑  
音声情報

望ましいモデル： （教材段階） （素材）

日本語→ 文字情報 英語

＼↓  /1 
音声情報

つまり、現状のモデルではたとえ音声情報を十分与えても、それらが

文字情報のなかに消えてしまい、音声パタンが定着しないのである。望
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ましいモデルは文字情報がきっかけの役割を果たし、音声情報として英

語につながることが望ましい。

日本語と英語のように構造的に非常に異なる場合は、英一仏、英一独

などのような言語体系の比較的似ている言語学習とは自ずから異なるの

ではないだろうか。日本語からいきなり完成した英語を多面的に学習さ

せるのは、かなりの無理があるように思われる。学習者に目標言語の音

声習得をさせるには、その学習過程において、体系的なカリキュラム設

定が必要である。そこで本書では音声面について、中間言語モデルを提

供したい。

1. 2 中間言語の捉え方

中間言語は音声面については、記述上の出発点、到達度のモデル設定、

記述の枠組みを基にして検討する。

1. 2. 1 中間言語の出発点

中間言語を概念に入れる場合、学習者の現在もっている音声体系、す

なわち、ここでは日本語の音声体系を考慮に入れる。これまでの言語比

較の場合、その出発点はどうであっただろうか。従来はとかく、すでに

言語学者が行った対象言語の音声構造から出発し、母語との比較を行い、

2カ国語比較表 (bilingual comparison) を作成して学習者の困難点を

選び出すという作業を行っていた。しかし、このやり方が必ずしもうま

く行かず、予測よりもむしろ学習者の誤答分析 (erroranalysis) の方

向に傾いたことによっても明かである。

ILの立場から考えるなら、子供が母語を身につけていく発達過程と似

たモデルが考えられる。 20世紀後半は、言語習得モデルは、生成変形

文法の影響を受け、 Jakobsonらの音素習得モデルよりは、形態音素を加

えたモデルが有力である。つまり、学習者がまわりで話されている言葉

を聞くと、自らが立てた仮説によって、そのデータを解釈し、その解釈

に基づいて発話行為を行うのである。つまり、子供はその発達段階に応

じて、一律で一様な音素獲得を行なうという説明だけでは不十分である

と言わねばならない。子供は実際に、さまざまな種類の音声解釈と発音

をするので、子供自体に仮説を立てる能力、また仮説に基づく解釈を行

なう能力を認める、いわばダイナミックなモデルを考えるべきである。
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その意味では、 Kiparsky-Menn(1977) 2)は注目に値する。彼らは、母国

語習得の時のモデルとして、次の 3段階を設定している。

A underlying representations 

hypothesized by child 

I 
I ----------(A→ B)Learned rules 
↓ 

B phonetic representations 

perceived by child 

I 
I ----------(B→ C) Invented rules 
↓ 

C child' sown pronunciation 

このモデルをILに当てはめると、 Aの仮説の段階では日本語の枠で基

底形を考える。 Bの段階ではAの枠、つまり、日本語の枠で対象言語、

つまり現代英語の音声を聞くわけであるから、英語を聞いても日本語の

フィルターが掛けられていることになる。そこで、学習者自身が英語を

発しても、それは英語らしくならないのである。つまり、 Cの段階を取

り上げる前に日本語の音声体系による仮説の設定にメスをいれなければ

ならないことになる。

外国人が日本語を母語話者のように話せないのは、以上のようなモデ

ルを考えると一番説明しやすいことになろう。これまでも、以上のよう

なことは現象として記述されては来たが、それを克服するモデルとして

は、上記のモデルが最も妥当なものと言える。そこで、 IL研究の方向性

としては、学習者が母語の音声体系にどのように束縛されているのかを

調べ、その束縛をいかに解放し、徐々に目標言語の音声体系に近づかせ

ることを考えるのが妥当である。

1. 2. 2 到達度の 5段階設定

前項では、 ILの学習モデルは子供の母語習得過程と類似していること
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を述べたが、決して同じでないので、この項で、母語として英語を習得

する場合と外国語として学習する場合とでは、かなり異なることを述べ

なければならない。つまり、幼児が母語の音声体系を習得する順と必ず

しも同じ過程を通るとは限らない。もちろん、最も簡単な音声対立から

よりこみ入った音声現象の習得ということは言えるが、幼児の母語習得

(L 1) と外国語として目標言語の習得 (L2) とは根本的な違いがある。

その違いはまとめてみると次の 6点である。

(1) L 2ではすでに母語の音声体系をほぼ完全に習得している。

(2) L 1では習得する動機が高く、また周囲から励ましがあるのに対し、

L2は習得する動機があまり高くない。

(3) L 1では言語使用の機会が多くあるのに対し、 L2ではその機会に恵

まれていない。

(4) L 2では接触時間が限られ、効率的な学習が要求されるのに対し、

Llでは、接触時間が十分あり、偶然的な学習が多い。

(5) L 1学習では文字学習は音声習得の後になるのに対し、 L2学習では

音声習得以前から文字学習が入ることが多い。

(6) L 1学習では音声に接触する時間が文字に接触する時間よりはるか

に長いのに対し、 L2学習では、文字との接触時間が音声に接触す

る時間に比べてかなり長い。

以上のような違いから、 L1学習の発達過程とは若干異なる状況を心得

ておかなければならない。 L2のモデルとしては、基本的には、日本語の

音声体系を基底形として保ち、それをどのように変化させて、英語の音

声体系に近づけるかということになる。その学習順序としては、仮説を

立てやすいより基本的なものをはじめにおき、より周辺的なものを後に

もっていくことが妥当である。

音声面の習得において最も基本的なものとは何であろうか。筆者はや

はり音素の習得であろうと仮定する。例えば、アルファベットの P, B, 

V, T, D, C, G, Zはいずれも Eを共通項に持ち、語頭音でそれぞ

れ対立しているという概念が最初の到達段階である。また、語頭だけで

なく、 peace/peas, seat/seed, seats/seedsなどの語末でのそれぞれの

音素対立、—s/-z, -t/-d, -ts/-dz、を習得することも、基本的な到

達段階であると考えられる。
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しかしながら、これら基本的な音素対立が習得できにくい理由がある

ことを考慮しなければならない。それは文字との関係である。一般には

綴り字と発音と並列的に言うことが多いが、 L1の音声体系を習得した言

語使用者にとっては文字は音声を思い出させる手がかりとして有効であ

るが、音声体系を未だ習得していない L2学習者にとっては手がかりとな

らないばかりでなく、かえって音声習得を困難にするのである。その理

由は、英語の音素は母音 20種（内訳は後述）、子音 24種（内訳は後

述）、アクセント3種（第 1、第 2、第3強勢）、音調 3種（下降調、

上昇調、平坦調）、合計 50種あるのに対し、文字はわずか 26種と句

読点だけであり、学習者はその多様な読み方に当惑する。外国語習得の

ためには音読と作文が大切であるが、文字と音声との関係が学習者にま

だっかめていない状態はできるだけ早く卒業する必要がある。テキスト

には新語には必ず発音記号でその発音を示してあるので発音記号を正し

く解釈すれば発音は問題ないかに見える。しかし、引用形の発音と談話

の流れの発音との間には自ずと違いがあるわけで、ある程度、談話中の

発音が実際にどのような実現形をもつかについて理解をする必要がある。

音素が学習段階の基本であることを前提として、これから論を進める

が、音素対立のなかでも、日本語を母国語とする英語学習者にとって比

較的容易に習得できるものと、かなり困難なものとがあることを考慮し

なければならない。それらの困難さの程度については、もと東京教育大

学外国語研究所で実施したユネスコ事業参加計画、 「入門期における英

語発音指導の実験研究」 3) (伊藤ほか、 1990, p. 476-80)である程度明

らかにしている。

音素対立でもsees/seeds, bees/beadsなどは日本人にとって聞き取り

も発音も難しい。しかしながら、一般的には、同じ音素対立でも特定環

境のみで音素対立があると単独な音素対立よりも習得が困難である。こ

れを第 3段階の問題として取り上げたい。例えば日本語では「イー」の

前では/s/と/I/の対立はないが、英語では
sea/ she, seat/ sheet 

などの対立がある。

「特定の音声環境での音素対立」、言い換えれば、学習者の母語にお

いて 「異音化される目標言語の音素対立」というのを第 3段階とすると、
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英語の様々な音声変化およびその特徴を習得するのはその次の第 4段階

となる。例えば、 1/rの音素対立がある程度習得できていても、 fly/

fry, play/prayなどの子音連結内で起こる音声環境の変化のために識別

したり、発音したりすることが困難であれば、第4段階には到逹してい

ないということになる。

第4段階は言い換えれば同化現象の習得である。英語には日本語には

ない子音連結が豊富にある。子音連結は単に母音が途中に介入しないだ

けでなく、子音と子音との間で影響し合い、音声変化をすることが多い。

英語は予測的言語 (anticipatorylanguage)であるとLadefogedが名付

けたが (1982)、ABの連続において、 Aを発声するとき、 Bを予測し

てAをBに同化させることが少なくない。特に子音と子音間でこの現象

が多い。同化現象が習得できれば、英語を談話の流れに即して聞き取る

ことができ、また英語らしく発音できることになる。

第 5段階は音声学者の段階である。一般に言語使用者は自分の発音を

客観的に観察することが不得手なせいか、自分の発音を表記することは

できないのが普通である。しかしながら、音声学者は、自分の発音を客

観的に観察することができることはもちろん、目標言語のなかの様々な

種類を同定し、記述することができることを理想とする。音声習得の最

終段階、また音声習得のプログラム作成にはこの段階が必要である。

以上のことをまとめると次の 5段階になる。

第 1段階 母語音声体系段階

英語は文字を見て意味が分かるが、音声面では母国語の音声体

系に縛られており、音読しても、英語の音声体系が未習得で英

語らしい発音が出ない段階。

第 2段階音素習得段階

目標言語の音素を正しく聞き取り、また発音ができる段階で、

目標言語の強弱、高低の音素的対立ができる段階。

文字と音声との関係についての規則を知る。

第 3段階 特定環境における音素（＝異音化された音素）習得段階

特定母音の前に異音化される子音音素の対立を識別し、また発

音ができる。

第 4段階 同化現象が自然にできる段階
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音連続における同化現象を身につける段階。また子音連結つま

り特定の音節構造内での同化が円滑にできる。

第 5段階音声表記活用段階

音声を客観的に観察することができ、音声表記が自由にできる

段階。目標言語の様々な種類（方言差、個人差を含む）を聞き

取ることができ、母語の音声体系とは完全に独立して、目標言

語を音声表記を手がかりに自由に発音することができる。

以上の到達段階はさらにまとめてみると次のようになる。第 1段階は

音素的に未分化 (phonemicallynon-distinctive)である。第 2段階は

音素的 (phonemic)意識をもつ段階である。第 3段階は異音音素的 (al

lopho-phonemic) 、第 4段階は音声的、分布的 (phonetic& distribu-

tional) である。第 5段階は表記を問題とするので、メタ音声的 (meta

phonetic)である。

これらの 5段階は決してはっきりと分かれているのではなく、また分

けることもできない。しかし、ある程度重なりはあるにしても、中間言

語の音声習得のモデルとして目安に十分なり得るもと考える。

以上の 5段階には、リズムと音調が含まれていないのではなく、でき

るだけ早い機会に英語のリズムと音調を身につけるようにすることを意

図すべきであると考える。英語の強勢拍のリズムは近似カナ表記では太

字と細字で区別し、音調は音調曲線で入門期の初期の段階で導入するこ

とを考えるのが自然であろう。

1. 2. 3 記述の枠組みー音素と示差的特徴

中間言語という立場で議論をすすめる場合、音素という言語記述の単

位はなくてはならない。つまり、音素は音声の時間的配列における最小

単位である。 C a t という語は母語話者は/k//~//t/の 3 つの音素

から成立していることには異存はないのである。ただし、本書は音素と

DFとの関係を明確に捉ええようとしている。すなわち、音素の定義は

「示差的特徴 (distinctivefeatures、以下DFと省略）を同時的にもつ

束」 (a set of concurrent distinctive features) とする。
この定義に従って、継起的にみると/k/+ /~/ + /t/であり、垂直
的にみるとDFが現れることになる。それぞれのDFを略式に示すとおよそ
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次のようになる。

/k/ ／氾／ /t/ 

[ + cons] [ + voe] [+ cons] 

[-cont] [-high] [-cont] 

[ -cor] [ + 1 ow] [ + cor] 

[-ant] [ -back] [ + ant] 

[-voice] [-tense] [-voice] 

本書では、できるだけ言語普遍性を基本的な枠組みと考え、簡潔な記述

を試みる。音素は各言語特有であり、異言語間の音素比較は共通の地盤

をもっていない。一方、 DFについてはJackobsonら(1952)の提唱以来、

言語普遍性が確立している分野であり、本書での取扱いも、 DFを基とし

て比較を行う。

1. 3 第 1段階：日本語の音素と英語の音素

日本語の音素体系と英語の音声体系とはかなりの隔たりがある。まず

母音では英語の 14種の母音が日本語の 5種の短母音とそれぞれの長母

音 5種で表される。英語の 6種の 2重母音のうち、上向き 2重母音は母

音＋母音のようになり、中向き 2重母音は長母音と解釈され、次のよう

に日本語化されるのが普通である（参照：序章）。

央Tl 二＝n五口土日乙 日本語化

/i:/ 「イー」
/I/ 「イ」

/eI/ 「エー」
/e/ 「エ」

／氾／ 「ア」
/A/ 「ア」
/a/ 「ア」
/8/ 「ア」
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/a:/ 「アー」

/8:r/ 「アー」

/J:/ 「オー」

/a(:) I J/ 「ア(-) Iオ」

/u:/ 「ウー」

/U/ 「ウ」

/al/ 「アイ」

/aU/ 「アウ」

/:iI/ 「オイ」

/I cir/ 「イア、イール」

/ear/ 「エア」

/Uar/ 「ウア」

このように、英語としては当然ながら音素対立があるのに、日本語に

入ると日本語の音素体系内で解釈されてしまう。音質の差である/i:/と
/I/、及び、 /u:/と/U/の対立は、日本語では、 「イー、ウー」と「イ、
ゥ」の量的な差になってしまい、英語母語話者の耳には誤解を与えるこ

とが多い。つまり、 leave-live, heat-hitなど、文脈が与えられないと

両者の差が曖昧になる。

一方、子音については次のような解釈が行われている。閉鎖音のうち、

鼻閉鎖音 (/m//n/ /り／）では、日本語では/CJ/は音素としては存
在せず、 /g/の異音（語中の/g/は[IJ]になりやすい）のためfinger

(/-')g-/)とsinger(/-『／）との区別を表すことができない。

閉鎖音 (/p/,/b/, /t/ ;/d/. /tJ/, /d3/, /k/, /g/)は日

本語にもあるが、高位母音が/t/,/d/につくと、 /tJ/,/d3/とそ

れぞれ区別がつかなくなることが多い。例えば、 tease-cheese, deuce-

juiceなどの区別が日本人とくに保守的日本語タイプの人にはむずかしい。

摩擦音は英語には特に多く、日本語で表すことができないのがいくつ
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かある。歯唇音/f/、/v/はそれぞれ「ハ行音」「バ行音」が近くな
るが、 f/h、v/ bの区別が日本語話者にとってむずかしい。しかし

区別ができないかというと必ずしもそうではない。例えばfight/height

の区別はファとハで行っており、 fee/heの区別もフィー／ヒーで行って

いる。ハ行に対してファ行を想定して対照させてみると次のようになる。

／ー

ファイ丁： ファ フィ フ フェ フォ
ノー

ハ 打：ハヒフヘホ

ハ行音も想定したファ行音もゥの前ではどちらも「フ」になり区別がつ

かない。 RobinHoodの/h/とfoodの /f/とはどう区別するのだろ
うか。少なくとも表記上は区別がないので、やはり歯唇音としての練習

が必要ということになる。 v/bの区別については、日本語では継続性

／非継続性の区別があまりないので、たとえ、 /v/を歯唇音で発音し
ても非継続音で発音する傾向が強いので、 /b/と英語母語話者に受け
取られることが多い。そのほか、声帯振動があるという以外は f/hの

区別と同様なことが言える。

継続性／非継続性の DFが日本人にむずかしいのは次のような例であ

る。

bees/beads, sees/seeds, cars/cards 

歯間音 (interdental)の/8/、/6/は、それぞれ /s/、/z/

と同じように受け取られてしまう。また、ともすれば、 [d]を加えて、

(d) they, i (d) sのように発音する傾向もある。

歯茎音の/s//z/は日本語でも存在するが、 / i : /が後続する
と歯茎口蓋音の/J/、/d3/と区別がつかなくなる。例えば、 ABCの
Cとsheとの区別はむずかしい。また、 Gとzの区別もむずかしい。
接近音の/1/と/r/との区別も日本語にないのでその識別また発
音もむずかしい。日本人の英語未習者に対して聞き取りの区別の実験を

したところ、およそ 7割は識別できるが、あとの 3割は識別がむずかし

いようであった。

/w/と/j/は識別よりも発音がむずかしい。その理由は日本語で
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はワ行音はワイウエオとなっており、 wi、WU、we、WOの結合

は、現代日本語にはなくなってしまった。そこで、代理の音をもって言

うわけであるが、ウィ、ウり、ウェ、ウオとたとえ表したにしても、 worn-

an, wolfなどの発音はかなりの練習が必要になる。

/j/に類する日本語はヤ行音であるが、特に、 /j/+/i/は日
本語にはない結び付きで、 year/earyeast/eastの区別がむずかしい。

強勢については、日本語ではカタカナ表記になると日本語の高低アク

セントになってしまい、強弱の区別がつかなくなる。 notebookはノート

ブックとなってしまい、平坦になってしまう傾向がある。音調では、基

本的には下降調、上昇調、平坦調の区別が英語にはあるが、日本語では

下降調と平坦調との区別がつきにくい。その理由は日本語は SOVの構

造を持ち、文末の表現が決まることが多いため、音調にあまり注意を払

うことが少ないのではないかと思われる。

一方、綴り字の影響も見逃すわけにはいかない。 soccerもlockerもど

ちらも同じ英語の母音であるが、日本語では「サッカー」、 「ロッカー」

である。おそらく前者はアメリカ英語が耳から入ったので「ア」を用い、

後者は文字から入ったので「オ」を用いるようになったのではないかと

想像される。

これ以外にも「英語らしさ」と「日本語らしさ」とのずれがある。日

本語では俳句などに見られるように、音節数、正確にはモーラ数が重要

な役割を果たしている。一方英語では、音節の数よりも、強勢を伴う音

節がリズムを決める決定権をもっており、強勢のない音節数は第二義的

な存在でしかない。これらの問題は分布上に問題として取り上げなけれ

ばならない。

本章では、目標言語の音素が未獲得の場合、すなわち、第 1段階の問

題点を取り上げた。第 2段階ではこれらの音素がどのように体系づけら

れているのか、またどのような獲得法が有効なのかを検討する。

1. 4 近似カナ表記の新しい試み

「近似カナ表記」とカタカナ英語とは本質的に異なる。前者は、日本

語のカタカナを工夫して、できるだけ英語の発音に近づけようとする試

みであり、後者は日本語の音声体系に英語を組み込んだ結果である。
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近似カナ表記を用いる理論的な理由は、日本語を話す人が英語を学習

しようとする場合、日本語の音声体系を基底形にもっていることになる

ので、それをどのように変化させれば、英語の音声体系についての仮説

が立てやすく、また、英語を英語として聞きとりやすくなるかを研究し

てみようと思ったからである。以下において、近似カナ表記の特徴とそ

の有効性などについて論じる。

1. 4. 1 カタカナ英語の問題点

発音記号が読みこなせない学習者のためにカタカナで発音表記をする

ことが、特に入門期の教科書や辞書で使われている。最近の高校教科書

の一部にもカタカナが採用されている。それらを見ると、英語の全ての

音素は区別されておらず、例えば、 light/rightは［らイト／ライト］、

thank/sankは［さンク／サンク］などのようにひらがなとカタカナで違

いだけを示すだけであり、英語の音素識別はカタカナで示すことは十分

行れていなかった。

しかし、カタカナ表記で英語の音素識別が不可能かといえば、決して

そうではない。これまでは、英語音声指導はカタカナ式発音からできる

だけ離れ、英語らしい発音に至るように、というのが主流の考え方であ

った。しかし、発音表記を正しく解釈することをまだ習っていない入門

期の学習者や、音声表記が簡易表記であって、解釈に依存することが多

い表記法だと、カタカナ表記も見直しが必要である。

1. 4. 2 カタカナ英語と近似カナ表記

一般に行われているカナ表記に対して、英語の発音にできるだけ近く、

音素識別力を伴った表記を、 「近似カナ表記」と名付けたのは1991年12

月のことである。具体例をEricMorrisonとDeborahDe Snooの対談から

取り上げる（島岡 (1991:12:141)から掲げる Ll) [一部変更］）。

カナ表記 元の英語

1. タクシー taxi 

2. トレイン train 

3. ティーンエイ ‘‘‘ ソヤ teenager

近似カナ表記

テアクスイ

チュエイ 'J

ティーンネイヂュ 7
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4. ボックス box バ（一）ックス

5. ビデオ video ヴィディオり

6. スケートボード skateboard スケイ（卜）ボーアト｀・

7. ファッション fashion フェアシュン

8. ネオン neon ネィーアソ

9. ハイスクール high school ハーイスクーり

10. ガールフレンド girlfriend グー1ウフりエント．．

11. ライセンス license ンライサ‘ノス

12. バースディ birthday プー1スディ

13. ドリンク drink ヂュインり

14. ポリス police I¥゚ リース

15. ホッケー hockey ハーケィ

16. オレゴン Oregon アーりラがン

1 7. サドル saddle セアドゥ

18. パートナー partner パートナ

19. アウトドア outdoor アウトドー了

2 0. サイドウオーク sidewalk サイドウオーク

以上のうち、いくつか特徴を取り上げてみよう。 2のtrーと 13のdrーはい

わゆる子音連結 (consonantcluster) である 。途中に母音が介入するこ

とを避けるために、それぞれ、 「チュ」、 「ヂュ」を用いると英語に近

くなる。 Trickor treatという子供の決まり文句も「チュイックオア チ

ュイート」のように示すことによって、英語に近い音を示すことができる。

筆者は例えばJapanをカナ表記で表す場合、従来のカナ表記で、 「ジャパ

ン」としないで、 「ヂュ・ペアン」と示したいのである。

3, 6, 9. 10, 12. 19. 20はアクセントのある音節全体をカタカナのボ

ールドで表したが、これはカタカナの利点である。日本の学習辞典では

アクセントのある音節のうち、音節核音の母音の上に左下がりの短い線

で示すだけであり、学習者の中には、英語のアクセントは母音だけを強

く言えばよいと誤って判断するものもかなり大勢いる。

母音は聞こえ度 (sonority)が子音に比べて高く、特に強く言わなく

ても相手によく聞こえるわけで、大事なのはアクセントのある音節にあ
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る子音を強く言うことである。そのため、後述するようにアクセント記

号は母音の上でなく、アクセントのある音節の前につけるほうが英語の

音声特徴をよりよく出せると考える。

9,10,17はdark1が「ウ」に近いことを示した。 11のlicenseの出だし

の 1は「ンラ」で示し、 16のOregonのーreは「ーウラー」で示しているが、日

本語母語話者にとって不得手と言われる 1/rの区別は、近似カナ表記

を用いることで、ある程度可能であることを示した。

6, 19の語中の tでそのあとにほかの子音が来るとき、 tが聞こえない

ことが多い。そこで tを「ツ」と小さく示すか、小さい文字で「卜」とす

るかしてその特徴をとらえることができる。この段階では単に音素の対

立を示すだけでなく音声的差異も近似カナ表記で示すことになる。

発音記号の前にこのような近似カナ表記を学習過程で活用することは

十分工夫されてよいと思う。

l. 4. 3 近似カナ表記、ンステムとそのまとめ

英語にはGimson(1980), Wells (1990) らによると、母音 20種、子

音 24種の分節音素があり、かぶせ音素 (suprasegmentalphoneme) に

は、第 1強勢、第 2強勢、弱強勢の 3種のアクセント音素、下降調、上

昇調、平坦調の基本的音調の 3種があることになる。それぞれの音素が

具体音として現れる場合、音声変化を伴っている。それを近似カナ表記

でどこまで表せるかを検討する価値がある。

近似カナ表記の可能性のまとめとして、つぎのことが言える。

(1) 英語の分節音素44種をすべてカナ表記で区別できる。つまり、 s・

とthの区別は文字の大小で、 1とrは小文字の併用（「ンル」は/ 1/

を示し、 「りル」は/r/を示す）で、 farとfir, starとstirの区別は「

アー」と「エ,...,_,7」で行い、それぞれ、 「7アー7」/ 「7エ～了」、 「スタ

-7/ステ.......7」とする。また、 ear/yearの区別は 「イ 7」/ 「イイ 7」で

イ丁つ。

lightとrightの区別は「ンライト」／「ウライト」で、 bel1とbearとの区

別は「べり」／「べ了」とする。

(2) 閉鎖音の異音の区別はカナ表記でもある程度できる。未開放破裂は

小さい文字で、声門閉鎖は「ツ」で示す。例えば、 Takeitは「テイケッ」
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のようにする。また、 hot[ha:?t](精密表記）は「ハ(-)ット」のよう

にする。

(3)太字と細字で音節内の強弱を示し、例えば、 Helloは「ハロウ」のよ

うに示す。

(4) 円唇は「1」を子音文字の後につけて示す。

Eng 1 i sh, orange, pageはそれぞれ「イングリッシュ、オーりリンヂュ、

ペイヂュ」のように示すと発音しやすい。

(5) tr-, drーの子音連結のカナ表記ではtryが「トライ」、 driveが「ド

ライプ」のようになり、介入母音 (epentheticvowel)が加わる。母音

を介入しないようにするには、チュ、ヂュを用いて、 「チュアイ」 「ヂ

ュアイヴ」のように示す。また、 Trickor treatを「チュイッカ チュ

イート」 Drink'.ndriveを「ヂュイン・クン・ヂュアイが」のように示し、

子音連結の英語らしさをよりよく示すことができる。

近似カナ表記を目標言語の音素の習得にどう生かすかは第 2段階でさ

らに検討するが、ここでは、近似カナ表記で英語の音素体系における各

音素間の差を識別する可能性を示した。なお、文中における音声変化を

表わす近似カナ表記については、上述の島岡一烏飼 (1993) にある。
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1. 4. 4 近似カナ表記から英語音ヘ

日本語が英語に入った場合どのような変化を受けるかという点の考察

が中間言語として必要である。なぜならば、いきなり目標言語を学習す

ると、文法、意味、正書法、発音など多くの学習内容が一度に表れ、音

声の学習がおろそかになりがちであるからである。

そこで、日本語から英語に入った借入語 (loanwords)をデータに選

び、英語の音声的特徴を掴もうとしたわけである。正確なデータとして

Wells (1990) に掲載された単語リストから、主として日本語の固有名詞

の英語化された発音、商標 (trademark)の英語化された発音を選んだ

（参照：島岡(1990a)51)。

l. 4. 4. 1 固有名詞

LPD (1990) にはかなり多くの日本の地名の発音が表記されている。筆

者は同辞典に掲載された日本の地名を選び出して検討した。まず、地名

のTokyoの英語式発音は、日本語では「トーキョウ」または「トーキョー」

だが、英語化した発音では、 「卜りキオり」のようになる。これは、 LPDで

は『'toUki 1oU]のようになっているからでる。つまり、英語化すると、

強勢拍のため、強勢のある音節と強勢のない音節と分かれること、また、

語末の母音 0 は、二重母音化すること、 C+/j/+V#では、 C/i/+V 
になるためである。英語母語話者が、日本語の音声体系を習得勉強しな

い限り、英語特有の音声特徴を日本語の発音に持ち込んでしまう。その

いくつかの具体例をLPDから以下に示す。

l. は日本語アクセント

2. はローマ字表記十英語化されたアクセントと発音表記

3. は近似カナ表記

とする。

1. 北海道

2. 札幌

1. [ho「kka7 i doo] 

2. Hok'kaido[hoU'kald oU] 

3. 「ホりカイドり］

1. [sa「ppo o] 
2. Sap'poro[s8 -pJ:r oU] 
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3. 「サッポーロり」

3. 本州 1. [ho'l n y,u u] 

2.'Honshu l tho (:) n f u ! ] 
3. 「ハーンシュー」

4. 東京 1. [to「okjoo] 

2. Tヽokyo[ I toU k oU] 
‘ 3. 「卜りキオり」

5. 横浜 1. [ j o rk o ha rn a] 

2. Yoko'ham叫joUk8 lbo:m 8] 
3. 「ヨりカハーマ」

6. 名古屋 1. [n印goj a] 

2. Na'goya[n~ ・gJI a] 
3. 「ナゴーイ7」

7. 京都 1. [kjo7o to] 

2 . Ky "o to [ k i ¥ o U v t o U] 

3. 「キオウロり」

8. 大阪 L [o「osa ka] 
2. 0ヽsaka[oU ¥so: k 8] 

3. 「オりサーカ」

9. 神戸 1. [ko7o be] 

2.'Kobe[tkoUb el] 

3. [コりベイ］

10. 広島 1. [~i 「Co 9i ma] 
2., Hiro'shirna[1 hir oU l Ji :rn 8] 

3. 「ヒーロウシーマ」

11. 四国 1. [戸「ko7k ] 

2. Sヽhikoku[lJi~k oU ku:] 

3. 「シー］クウー」

注： [Ii 1 kouk u:]もありうるが、 LPD(1990)では上例のみで

ある。

12. 九州 1. [kj叩lU.9'IU ltL ] 

2. Kyヽushu[ki¥u:J u:] 
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3. 「キウーシュー］

13. 沖縄 1. [o「kina wa) 

2. Oki'nawa[,oUk e ¥naU 8] 
3. 「オりキナーワ」

1. 4. 4. 2商標

商標 (trademark) については地名と同じように日本の商標が英語で

はどのように発音されるのかを検討しよう。

1. トヨタ 1. [to1jo ta] 

z. 日産

3. 本田

4. 川崎

5. 日立

6. ソニー

7. リコー

3. フジカ

2 . To/'o t a (t :) I Jo U t a] 

3. 「トイオりラ」

1. [ni「ssaり］

2.'Nissan[! nls a:n] 

3. 「ネィッサーン」

1. [hoti da] 

2.、Honda[l hCI(りnd8] 
3. 「ベ一）ンダ」

1. [ka「wasa ki] 

2 . Kaw a "s a k i [ k a U 8 ¥ s a: k i ] 
I 
3. 「力りアサーキ」

1. [hi「ta1ci]

2. Hi'tachi[hl'tO!tJ i] 

3. 「tターチ」
1. [se1ni:] 

2. ¥Sony(t soUn i] 

3. 「ソりネイ」

1. [ri「i<o:J
2.、Rikoh[Iri :k oU] 
3. 「りリーコり」

1. [1tU1dzi ka] 

2. Fヽujika[l fu:d3 Ik e] 

3. 「フーヂカ」
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g. 富士通 1. [かふ叫叫
2. Fuヽjitsu[fu: ld~lts u:] 
3. 「フりヂィッり一」

1. 4. 4. 3 その他の日本語発音と英語発音

kimono (「着物」）など英語に入った日本語は英語の音声特徴を帯び、

次に例証するような発音になる。

1. 着物 1. [ki「inono] 

2. 大名

3. 柔道

4. 剣道

5. 空手

6. 漢字

7. 芸者

8. 腹切り

9. 薩摩

2. Ki'mono[kI lmoUn oU] 

3. 「キモりノり」

1. [da吐jo:]
2. ,ctaimyo[¥ctalm joU] 

3. 「ダイミオり」

1. [蒻心oo]
2.、jyudo[,d3u:doU] 
「3. ヂュードり」
1. ['ken1 doo] 

2.'-kendo[lkend oU] 

3. 「ケンドり」

1. [ka「iate] 

2. ka"rate[k8¥ro:t i] 

3. 「力りラーテイ」

1. [ka rn d7ti] 

2.'kanj i [f ka:nd3 i] 

3. 「カンヂ」

1. [gふ sja] 
2. gヽeisha[!geIJ 8] 

3. 「ゲイシャ」

1. [ha「rakiri] 

2. 1hara'kiri[1ha:r fl'kiri] 

3. 「ハりラキーりリ」

1. [salt以 ma]
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10. 寿司

11. 天ぷら

2 . s a't s um a [ s氾t1 s u :m 8] 

3. 「サツーマ」

1. [s頃「~i]

2. sヽushi[lsu:Ji:] 

3. 「スーシ」

1. [te'm p以£1]

2. ternヽpura[tem1pUr 8] 

3. 「テムプーウラ」

1. 4. 4. 4 データに基づく推論

前項 (1.4. 4.1--..,1. 4. 4. 3) のデータは日本語のアクセントから英語の

アクセントに移る場合の特徴を示すには不十分であるが、このデータか

ら一般論を導き、それによって新しい日本の地名、人名などの英語式ア

クセントをある程度予測することができると考えられる。

では、以上のデータから推論できることを以下にまとめてみよう。

1.4.4.4.1 英語の強勢概念について

日本語は高低を中心としているが、英語では強勢を中心とすることが

明らかである。学習者は自分の名前の日本語読みと英語読みを識別し、

発音上でも区別できれば、英語のリズムの基本をなしている強勢

(stress) について体感することになる。これは英語の学習上、きわめ

て役立つものである。

具体的には、英語教師が、英語学習者の出席を取るときに、英語化し

た読み方をして見るとよい。

浅羽 アサバ 8 sG:b 8 

井上 イノウエ 1in o'u.: el 

宇野 ウノ I u: n oU 

江原 エバラ e1 bo:r 8 
尾崎 オザキ o I za: k i 

山崎 ヤマザキ k
 

＞
 n} z
 

t
 
a) m
 

9

4

 

Q
 
Y
 

＇ 
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学習者は日本語のアクセントはたとえ明示しなくても内在化している規

則があるはずである。しかし、英語のアクセントの規則については、上

に示したような簡単なアクセント記号を用いるだけで、その特徴が明ら

かになる。

「広島」の言い方を例にして検討してみよう。上記データに示したよ

うに、アクセント位置は、終わりから 2番目の音節か、そうでなければ

終わりから 3番目の音節かのいずれかである。このうちどちらを選択す

るかは終わりから 2番目の音節にある音実質の問題である。英語と違っ

て日本語には子音連結は定義上存在しないので、母音が長音化しその音

節が重くなっているとき (i.e. [+ tense]) はそこに強勢がおかれ、リ

ズムの関係で、その二つ前の音節が第ニアクセントをもつことになる。

一方、終わりから 2番目の音節が短く軽い場合は、英語の音声体系の

性質から終わりから 3番目の音節にアクセントがおかれることになる。

これを、 Chomsky-Halle(1968) らが用いている定式で示すと次のように

なる。ただし、この 2つの規則は離接的な (disjunctive) なものとする。

R 1 V→ [ 1 stress] / X [ _______ ] C V (C) V # 

R 2 V→ [ 1 stress] / X [ _______ ] (C) V # 

R 1は「＇フージカ］だけであるが、 R2はそれ以外のデータのほとんど

すべての強勢位置を予測することができる（合成語などの強勢位置は除

く）。

1. 4. 4. 4. 2 英語の音節概念について

以上のデータから、日本語の音節概念と対立する英語の音節概念を確

立することができる。日本語では音節概念の他に「モーラ」の概念が必

要である。

例えば、 「日本」と言うとき、音節はnip-ponの2つであるが、モーラ

はni, p, o, nの4つのモーラである。日本語ではどのモーラも同じ強さ、

同じ長さで発音する傾向があるが、英語では強勢アクセントのある音節

は極めて長くなり、強勢アクセントの伴わない音節は極めて短くなる。

一般的にアクセントのある音節はアクセントのない音節よりもほぼ数倍
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の長さを持っている。それに反して、日本語はどのモーラもほぼ同じ長

さで発音される。そこで日本語から英語に至る中間言語の段階で、英語

の音節で、アクセントのある音節を長めに、アクセントのない音節を短

めに言う練習が必要である。

また、日本語と英語の音節概念が異なる事実を「トヨタ」と「川崎」

に見ることができる。すなわち、日本語では、 CV、CV... の連鎖と見

るのに対し、英語では、アクセントを考慮し、アクセントのある音節は

子音と母音の結合が強くなり、 'CV,CVではなく、 ・eve.vのようになる。
また、母音と半母音が連続すると 2重母音とする碩向が強い。日本語の

音節概念と英語の音節概念とを具体的に対比すると次のようになる。

J トヨタ
-, 
to-yo-ta 

E toy-'ou t-a 

カワサキ

ka-wa-sa-ki 

l 
kaw-a-、sa:k-i

v 
近似カナ表記：トイオウラ カり了サーキ

注： LPD (1990)では、このほかにも、 「名古屋」をna-、goy-a
のように分け、 yは前母音のコーダ (coda) にしている。

実際に、英語母語者のなかには、 「トヨタ」は「Otaと言う toy」のよ

うに聞こえるのでオモチャの感じがするという人もいた。また、川崎は

「川」ではなく「cow」という概念が先に来るようだ。他方、 「京都」や

「九州」などの音節の解釈においても日本語と英語との差がある。つま

り日本語では、

キョート キューシュウ

とするのに対し、英語では、 Wells(1990) によれば、それぞれ

ki-、out-ou ki-1u:sh-u: 
v' 

とする。近似カナ表記では、それぞれ、

キオり口り キウーシュー

のように表記できる。

もちろん英語にも、 cute,cucumber, queueなどのに見られるように、／

kju: ー／のつながりがあるが、 LPD(1990)では、 /1kju: I u:/を第 2選
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択としている。

1. 5日本語の音声体系の問題点

ここでは、日本語の音声体系で「継続性／非継続性」という対立があ

いまいであるという問題点を取り上げる。

1. 5. 1 ザ行音とダ行音ー特に「ヂ」と「ジ」、 「ヅ」と「ズ」の言語意

識

サ行音とダ行音を並べると次のようになる6)。

ダ行音：ダヂヅデド

ザ行音：ザジズゼゾ

注：小出詞子.1988. 『日本語』 （アルク）

では「ヂ」と「ヅ」を（）内に入れている。

（）内に入れたのは、現代かな使いで定められている方式、つ

まり、 「旧かなづかいのし、乏は、今後、じ、ずと書く」と定

められていることを基にしたのであろう。

現代日本語では、 「ヂ」と「ジ」および「ヅ」と「ズ」との関係は、

形態音素的な (morphophonemic)区別だけで、音声的にはほとんど区別

がなくなってしまっている。英語の子音体系を日本語から形成的に習得

させるモデルを作る場合には、これらの区別があったほうが望ましいが、

現代日本語ではその区別がすでに失われており、復活することは無理で

あろう。しかし、英語では、日本語にもともと存在していた区別がある

ということをEFL学習者に与えたい。日本語を基盤にして、中間言語とし

て目標言語にちかづけるというモデルを立てているわけであるが、日本

語に「ヂ」と「ジ」、 「ヅ」と「ズ」の区別がないと、英語の音声習得

がスムーズにいかないことは明らかである。そこで、日本語使用者が英

語学習の出発点として、両者の基本的なDFの違いを意識させることを試

みるために、 「ヂ」がまだ保たれている一地名を手がかりにして、 「ヂ」

と「ジ」の区別を明確にしていきたい。

東京の半蔵門線とつながっている田園都市線に、 「三軒茶屋」という

駅がある。駅名のかな文字は「さんげんぢゃや」と書かれている。 「さ
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んげんじゃや」と「じ」ではなく「ち‘」である。音韻的には「茶」の語

頭音が連濁音となるわけであるから、 「ち」に点々が正しい句読点であ

る。しかしながら、現代日本語では、ヂとジとの区別をしなくなったの

で、 「さんげんじゃや」と言っても差し支えなく、日本語使用者は両者

の違いについてほとんど意識しない。文字に両者の区別があるというこ

とは、かっては日本語にも区別が存在したということだ。 LPDでは、 /n/
のあとの/dz/は/d/が失われないことを認めている（忍者[niNdza])。英

語をEFLとして学習する機会に日本語自体の理解を深めることも考えたい。

1. 5. 2 「ヂ」と「ジ」の発音上の違い

現代日本語ではこの違いが日本語使用者の意識から消えつつあるので、

まず、両者の違いを確認することから書き始めよう。わかりやすくする

ために、英語のアルファベットの Gとzとの区別を取り上げよう。
Gとzを区別する DFは何であろうか。第一義的には、 Gは非継続音
(i.e. [-continuant])、Zは継続音 (i.e. [+ continuant])である。

つまり両者の違いは、一時声道に閉鎖があるか、それとも摩擦が継続す

るかが、両者を区別する決め手になる。

より具体的に言うと、 Gの発声には舌先と歯茎口蓋で閉鎖されるので

［一継続性〕 （［一 continuant]) という DFを伴い、 zの発声には舌先
と口蓋との間が狭められるので、摩擦を生じる［＋継続性］という DF

伴う 。

発音記号ではG[d3i:]/Z[zi :]と区別するが、カナ表記ではどのように

すればよいだろうか。 「ヂ」を [-継続性］をもった「チ」の濁音、．

「ジ」は［＋継続性］をもった「シ」の濁音とすると、 「ヂー」 ／ 「ジ

ー」と区別できるのであるが、現代日本語では「ヂ」という文字そのも

のが使われなくなっているか、または「ヂ」と「ジ」の区別があいまい

になっている。

若い世代では「ヂ」を見ると古めかしい日本語という印象をもつ人も

いるらしい。清音と濁音の違いを ［＋／ー有声性］ （［＋／一 voice]) とし、

両者の対立をはっきりさせようとすると、次の表ができる。
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[+継続性］ ［一継続性］

[+有声性］

［一有声性］

ジ

シ

ヂ

チ

日本語母語者が「ジャーナル」と言うとき、出だしの「ジ」の DFは

果して［＋ 継続性］を用いているのだろうか、それとも[- 継続性］

を用いているのだろうか。 一般に、語頭の場合は、多くの日本語使用

者は[- 継続性］の DFを用いていると思う。筆者の発音では、 「逗

子」、 「人体」、 「人口知能」なども、 [dz-]を用いる。一方、語中では、

「伊豆」、 「静岡」 「火の用心」などに含まれる「ジ」は［＋ 継続性］

のDFを持っている。このような音声現象はちょうどガ行音に似ている。

つまり、 「学校」、 「学会」、 「剛直」などの語頭には、 [ g Jを用い、
「小学校」、 「音楽」、 「考え」などでは[!)]を用いるのと同じような

條向ではないかと考えられる。定式で表すと次のようになる。

ガ行音の語中子音

/g/→［り]/V____ V 
注：ただし、この規則は必ずしも守られているわけではなく、

/kagi/を[kaIJi]を用いる世代は高い年齢層に、 [kagi]は低い年

齢層に偏り、全国的には [kagi]の方が多い（小松(1981,p. 137) C 

ザ行音の語頭子音で特に「ジ」の場合

/dz/→ [z]/V ____ V 

このような音素対立と異音実現の関係は外国語学習にも役に立つ。 Chi-

cago, archipelago (列島）、 biggerなどの/g/は[g]を用いて発音し、

［り］は用いない。また、 Gとzの区別が現代日本語にないことから、英語
のアルファベットの区別に非常に苦労する、ということになる。

「ヂ」と「ジ」が今一つはっきりとしないのは、 c+vの音節のまと
まりにかな文字を一字だけ当てている日本語の書記法にもその原因があ

る。ローマ字で表すとそれぞれ、 diとjiになるが、ヘボン式だとどちら

もjiとなってしまう。 WellsのLPD(1990) によっても、どちらも [dzi]と

なり、区別することができない。そこで、 [dz]の[d]を任意要素ではなく、
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「ヂ」と「ジ」を区別するための必須要素とするとこの問題は解決する。

つまり、次のようにすると区別がはっきりするのである。

「ヂ」→ [dが］

「ジ」→ ［みi]

しかるに実際の日本語使用者はこの定式で示したような規則は内在化

していない。一般に、語頸では文字如何にかかわらず、 「ヂ」になり、

語中では「ジ」になるのが多くの日本語使用者の特徴であろう。この規

則は英語を話すときも適用され、 zoo, zoology, the, they, thenなどの

語頭音にも [d]が介入し、 [dz]になる傾向がある。

1. 5. 3 「ズ」と「ヅ」の区別について

もともと「ツ」が濁ったら「ヅ」、 「ス」が濁ったら「ズ」となって

いたが、現代日本語では、阻害音 (obstruent) のうち、舌頂音 (coro-

nal)では、 ［＋／一 継続性］がはっきりしなくなった。

現代日本語では「血」が「鼻血」になると、たとえ、 「ハナヂ」とふ

りがなをつけても、 「ハナジ」と発音され、 「橋爪」という名前も「ハ

シヅメ」とかなをふっても「はしずめ」と発音される。同様に、 「ヂ」

の音もだんだん意識が薄れてきたようだ。語頭では、 [- 継続性］の D

Fがあるから、例えば、 「ジャイアンツ」ではなく、歴史的にも、また

音声的にも「ヂャイアンツ」のほうがより音実質に近い。

言葉は変化するのが原則であり、また言葉自体はわれわれが呼吸する

空気のような存在なので、無意識でその変化を受け入れ、無意識で使っ

ていることが多い。しかし、言葉は文化の担い手でもある。変化をその

まま受け入れていると、若い世代は古典を読みづらくなり、古い時代と

の断絶ということにもなりかねない。

現代かな使いの取り決めでは、前述のように、ぢ、づをそれぞれ、じ、

ずと書くとしているが、例外として、 「鼻血、はなぢ」、 「味噌漬け、

みそづけ」、 「縮む、ちぢむ」、 「続く、つづく」などの類については

「もとのままとする」とし例外的な扱いとなっている（小松(1981,p.

119))。ともすれば、人間は安易なほうに流れやすいので、音声体系に

関するような重要なことは専門家の意見を、判断する際の視野に入れる
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べきである。

現在は、現代かな使い派と歴史的かな使い派とに分けることができる。

前者は表音主義で言文一致を主張し、後者は文化遺産とのつながりを重

視し、表意主義を主張する。対立は次の語句に見られるとしている。

歴史的かな使い 現代かな使い

「つまづき」 「つまずき」

注：平成4年2月25日のNHK教育テレビで、この両者の違いを興味深

く取り上げていた。

表意主義から言えば、 「つまずき」と書くとすると、それは「妻好き」

となり、変な誤解を生むということになる。やはり、 「つまづき」と書

くべきであると主張する。表意主義と表音主義とどちらの方向に進むべ

きかについての議論はまだ十分行われていない。筆者は、少なくても、

「ツ」と「ズ」、 「ヂ」と「ジ」の関する限り、両者をそれぞれ区別す

るのが英語の学習にも役に立つと思う。例えば、次の区別は近似カナ表

記で示すことができる。

cars cards 

カーズ カーヅ

しかし、たとえ区別して表しても、同じ発音になってしまうことが予想

されるので、 EFL学習者にためには、 「ズ」は/z/、 「ヅ」は/ct z/ 
のように、 /ct/が先行する場合は「ヅ」であることを意識させたい。
英語をまともに学習した人には、この両者の区別は、明かであるが、 DF

の概念を入れるとさらに明らかになる。つまり、

zu [+ continuant] 

dzu [-continuant] 

外国語教育について、オーラル・コミュニケーションの重視というこ

とが文部省指導要領で進められているが、 G/Zの区別などの音声学習

とその定着がきっかけになって、日本語のカナ表記で残っている「ヂ」

と「ジ」の区別など意識できるようになってほしいものである。そのよ

うな意識は日本語とほかの言語とのつながりや違いを知る第一歩である

と言える。
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1. 5. 4 日本語使用者の言語意識の回復とその活用

「ヂ」と「ジ」と区別できる日本語使用者はどれだけいるのだろうか。

また、語頭は「ヂ」、語中は「ジ」と自信をもって同定できる日本語使

用者は果してどれだけいるだろうか。

中田 (1972、p.615) によると、日蓮 (1222-1282)の自筆消息には、

すでに「ズ」と「ヅ」の「通用事例」が見られるとし、京都方言にはす

でに、 14世紀後半にすでに「ジ」 「ヂ」の「統合化」が始まっていた

とし、 「ズ」 「ヅ」の統合化はこれよりやや遅れて始まったとと推測し

ている。小松 (1981)は、元禄 8年 (1695)の『仮名文字使雖涼鼓集』

に言及し、 「しじみ」、 「ちぢみ」、 「すずみ」、 「つづみ」の 4つの

仮名の表記は、音声上、 「完全に区別を失っていたこと、そして、少な

くとも一部の知識層では、それらの書き分けが依然として要求されてい

たことを意味する」 （同、 p. 12 7) としている。

注：以上は京都方言の事情であるが、関東方言ではもっと古い

時期に起こったとされる（同、同頁）。

それからほぼ30 0年後の明治38年に大規模な「ジ」と「ヂ」に関

して全国調査が行われた。その調査結果をまとめた「国語調査委員音韻

調査報告書」によると、 「ji. ジ」と「dji, ヂ」の区別は、地方のごく一
部でその区別が残っているだけで、ほとんどの地域ではその区別がない

ことが明らかにされている。 「東京府」や「神奈川県」ではまったくそ

の区別がなかった。調査に用いた語彙は次の通りである。 ジ：短い、

同じ、竪縞、身支度、実に、自分、十三尺 ヂ：味、伯叔父、藤、手近、・

鼻血、直、丈夫。

しかしながら、英語との接触で、現代日本語で失われているdz/zの音

韻対立の意識が生じることは考えられなくもない。つまり、英語学習過

程では摩擦音の[z]と閉鎖音の[dz]の区別が当然出てくるので、継続／非

継続の概念は必要である。そこで、筆者がLadefogedの子音の記述から得

たヒントをもとに発展させた、距離理論（調音器官同士の距離について

の理論）一閉鎖音は距離が〇、摩擦音は距離が 1、接近音は距離が 2、

母音は距離が3ーを意識させることは英語の音声指導には有効に働くの

ではないかと思われる。日本語にも、 「チ、ヂ」は距離が0、 「シ、ジ」
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が距離が 1のように教えることができれば英語の子音間の区別に役立つ

面が多くなる。表示すると次のようになる。

距離 0 : タチッテト ダヂヅデド d z -

距離 1 : サシスセソ ザジズゼゾ z-
このような表記にはしかしながら大きな問題がある。それは、これら

の音はすべて子音＋母音となっており、子音だけ取り出して検討するこ

とができにくいのである。そこで、もう少し細かな検討が必要になって

来る。母音に距離理論を適用すると、高母音は 3・1、中位母音は 3. 

2、低位母音は 3・3となる。上例を子音＋母音で表示すると次のよう

になる。

子音 ＋ 母音

距離

゜
＋ 3・1 チ ツ ヂ ッ． 

（非継続性）

゜
＋ 3・2 テ 卜 プ一ぐ ド

゜
＋ 3・3 夕 ダ

距離 1 ＋ 3・1 シ ス ン‘‘／‘ ズ

（継続性） 1 ＋ 3・2 セ ソ ゼ ゾ

1 ＋ 3・3 サ ザ

このような表に似た母語の音声体系が内在化していると、英語のGとZ
の区別も抵抗なく習得できると思う。また、このような意識で英語の学

習が進めば、近似カナ表記も中間言語の段階でその存在理由があること

になる。次の ような語にも入門期の英語学習者には役に立つと考えら

れる。

カタカナ英語→近似カナ表記

John ジョン→ヂュア (-)'J

juice ジュース→ ［ヂュース. d3u!s] 

deuce ジュース→ ［（米音）デりース. du! s II 
（英音）ヂュース， dju!s]

Zeus ゼウス→ ［（米音）ズりース， zu:s 11 

（英音）ズ1ース， zju!s]

Japan ジャパン→ ［ヂュ・ペア'J, d3a'p氾n]
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page ページ→ ［ペーイヂュ， peld3]

village ビレジ→ ［ヴィウ・レヂュ， ¥vI 11 d3] 

日本語では、もともと「ジ」と「ヂ」の区別があったが、現在では音

声にはその区別がなく、文字だけにその区別をとどめている。前述のよ

うに、 「三軒茶屋」は「さんげんちやや」とかな書きしてあっても、日

本語使用者の多くは「ぢゃや」ではなく、 「じゃや」と言っていること

が多い。

しかし英語では、最も基本的な音素識別の一つとして、アルファベッ

トの呼称でGとzとがある。 Gは「ヂー」に近く、 Zは「ジー」に近い
（ただし、口蓋化を避けるために「ズィー」としていることが多い）。

この区別はどうして無くなったのであろうか。筆者の想像では、日本

語の高母音の前の子音では、舌先を独立して余り使わず、常に前舌が共

に行動するために、舌先が歯茎口蓋に接触する「ヂィ」と舌先が口蓋に

接触しない「ズィ」との区別があいまいになったためではないかと思う。

そこで、日本語でも「ヂ」と「ジ」の区別があることを日本語を母語と

する英語学習者に理解させ、区別ができるようにさせた後、英語のG/
zの区別をその表記によって区別させたいものである。
箪者も日本語使用者であり、英語を話していて、つい日本の音声体系

に引きずられることがある。一度、 ドイツの音声学者と話をしている際、

phonologyゼphonolozyのようにうっかり言ってしまったことがある。ま
た、あるときはbasicallyの第 2音節の弱母音を無声化して発音し、相手

に注意されたことがある。筆者が言いたいのは、たとえ英語母語使用者

に近い発音ができるようになっても、絶えず母語の音声体系の影響下に

あるということである。母語の体系に引きずられないないようにするに

は、母語の音声体系と目標言語の音声体系との間に中間言語としての体

系を設けておくことがきわめて有意義のことであると思う。

中間言語の役割は、いわば両体系の橋渡しである。橋渡しは学習者の

馴染みのあるカタカナを活用することがよい。本研究で取り上げた「近

似カナ表記」がその役割を果たすことを期待している。
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1. 5. 5 日本語の音声体系から見た英語の音声体系

中間言語の立場では、目標言語を学ぶ前に母国語の特徴を掴ませてか

ら、徐々に日本語の体系から離れるようなプログラムを作ることになる。

そのためには日本語のカタカナを使用してみることもあって当然よいと

思われる。

近似カナ表記をしてみるとその思いがけない有効性およびその限界が

明らかになる。しかし、それよりも、英語と日本語の違いがはっきりす

ることをまず上げなければならない。

(1)日本語は大部分CVの開音節である。

ローマ字化してみるとカタカナはほとんどすべて CVの構造になって

いることがなお一層明らかになる。

(2)英語のような子音連結CCCV, VCCCCのような語頭、語末にお

ける子音と子音の結合）はない。

(3)日本語では 1/rの区別などはない。

これらの問題を以下で考えてみよう。

1. 5. 6. 開音節と閉音節

日本語の音声特徴を掴むには、カタカナをローマ字化するのがよい。

5 0音図をローマ字で示すと、日本語のカタカナ・ひらがなはすべて開

音節からできていることが明らかになる。それに対して英語は閉音節(

特に CVC)がかなり多いことが明らかになる。近似カナ表記では、子

音を小さく音節核音の母音を太字で示すことによって、従来は不可能と

されていた音節文字による閉音節の表記が可能となってくる。 strike,

textsなど、日本語では考えられないような子音連結もカナ表記で示すこ

とができる。すなわち、 「スチュアイり」、 「テークスツ」のように示すの

である。

1. 5. 7 日本語にない英語特有の音素配列の意識

日本語をローマ字化すると、英語には音素として存在するのに、日本

語にはない音素が明らかになる。例えば、 /1/と/r/はどちらも、
<r>でしか表されないように、いくつかの音素上の問題が明らかにな
る。
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1. 5. 8 近似カナ表記と音素表記との対照

筆者の近似カナ表記に関する考えを表にまとめると次のようになる。

なお、関連する情報は注で示すこととした。

(1)母音

音素表記 近似カナ表記

1. /i:/ 「イー」

2. /1/ 「イ」

注： 1. 2の音質差については近似カナ表記では表していないので、

母音図に舌の高まる位置の差を示すことによって両者の差をイ

メージさせることになる。

3. /el/ 「エーイ」

4. /e/ 「エ」

注： Jones, Gimson, Wellsはいづれも3は2重母音の枠に入れて

いるが、日本語の音体系が「エー」 ／ 「エ」の対立が長短の差

のみになっており、両方を組み合わせるほうが概念的に把握し

やすい。そこでこの両者を組み合わせることにした。ただし、

両者の質的差異は母音図によって舌の高まる位置を示すことで

イメージさせる。

アメリカ英語を対象として発音辞典を編集したKenyon-Knottの音声体

系も、 3と4をセットにしているが、両者の質的差異を示すために、 /e/
を英音の/el/の代わりに、 /E/を/e/の代わりに用いている。

5. /氾／ 「エア」

注：音素表記の 1記号を 2文字で表さざるを得ないのは、日本

語に5番に相当する音がないからである。しかし、実際の英語を

聞いていると、 5の音素は 2重母音化して表れることが少なくな

い。例えばbad, planなど音節の出だしが両唇閉鎖音で始まる

場合、 5の音に至る途中の段階で「エ」の調音位置を経過するの

で、 「Iア」のように示す理由も存在する。

6. /c1:/ 「アー」

7. /Cl/ BE:[J] 「ア」 BE:「オ」
注： Wells (1990)では、 lot, hotなどの表記では、それぞれ、
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［国：t]、[hiJ:t]のようになっている。しかし、必ずしも米音で

は長音化するとは限らないので、長音符号を（ ）内に入れる

のがよいと思う。

Wellsの方式ではBEの[:)]を示すのに I]の逆字を用いているが、筆者は、

その表し方については反対でその理由は8番目の母音の表記を/o:/とし、

7番目の英音を/Cl/(open・o・) とする方が簡易表記との関係でより分か
りやすいからである。

8. /:)!/ BE:/o:/ 「オー」
注：この母音については、米音と英音とも区別をしていないの

がほとんどである。近似カナ表記でもBEとGAとも同じ表記で示

すこととし、なるだけ早い機会に精密表記を活用するようにす

る段階にもって行くこととしたい。

9. /oU/ BE: [au] 「オり」 BE: 「エ了り」

注：近似カナ表記で9の米音と英音の差を示すにはBEを上記のよ

うにし、中寄り非低位母音であることを規約として定めておか

なければならない。

10. /A/ 「ア」

注：音声的には米音は非低位の中位母音であり英音は前舌音で

低母音である。しかしここでは、音声体系として把握すること

を中間言語で第 1の狙いとしており、体系的枠組みに 「穴」 （ 

gap)を作らないこととしたため、 9の母音とセットにし、 el/

eとoU/,'¥のように対照させることとした（参照：太田朗(1949))。

11. /u:/ 「りウー」

注：近似カナ表記では円唇を示すことができない。 wood, worn-

anなどは「りウッド」、 「りウマン」のように示すと実際の英語音

に近づく。

12. /U/ 「ウ」

注： 11の母音とは長さだけの違いでないことを示すには記号だ

けでは十分でない。母音図によって舌の高くなる位置が異なる

ことを同時に示す。

13 . / 8 ! r /BE : [ 8 :] 「エ-1」BE:「エー7」

注：日本語では、舌の位置が低位になるが、米音・英音とも中
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位であり、 6番の母音と対立させることになる。そのため、 「～」

(swung dash)をつけ、これは舌の位置が中位になることを規

約として定めておく必要がある。母音13に関しては、近似カナ

表記で米音と英音の違いを示すことは困難であり、現在の段階

では、横線の違いによって表すしかない。

14. /8/ 「7」
注：弱音で英語において、もっともよく用いられる音であり、

これを近似表記で示すには、 1段階小さい「ア」を用いて「7」

と示す。

(2)/eI/、/oU/を除く 2重母音

(3)子音

15. /al/ 「アイ」

16. /aU/ 「アり」

17. /JI/ 「オイ」

注：英語の 2重母音は第一要素が第二要素よりもずっと長くま

た強く発音されるので、近似カナ表記ではその差を示すために

文字の大小を示す。

18. /l8r/,BE:/I8/ 「イ 7」
19. /e8r/,BE:/e8/ 「エ7」
20. /Uer/,BE:/Ua/ 「ウ7」
注：米音ではこれらを 2重母音とはせず、

V+r 

と解釈する。また音実質も Vがr帯色 Cr-coloring)を受ける。

近似表記ではこれを表すことはできないので、 r音は/8/の非
音節核音という解釈で「7」を用いることにする。

英語の子音は音節内において語頭子音連結、末尾子音連結、音節末

の結び子音 (coda)にあたる子音があるため、日本語の CV構造におけ

る子音とかなりその働きが異なる。英語の音節末に生じる子音を表すに

はどうすればよいだろうか。

日本語の子音では大部分CVとなるため、 Vがもっとも弱い「ウ」を

つけることで近似カナ表記を示すことになる。 「ウ」の列では次のよう

になる。
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ウ、ク、ス、ツ、ヌ、フ、ム、ユ、ル

これらは音韻論的には CV構造であるが、音声的には、 Cだけにことも

ある。筆者の発音では、例えば、 /su/はほとんど[s Jである。近
似カナ子音リストは、この点に注目して作成した。また、英語の強弱は

文字の大小によって示した。

(3. 1)閉鎖音

音素表記 近似カナ表記

1. /m/ 「ム、ム」

注： some, come, hamなど最後の/mlのあとに介入母音 (epen-

thetic vowel)が入らないようにするため、小さい方の「A」を

用いた。

2. /n/ 「ン、ヌ、ネイ」

注：「ネイ」と表記し、 「二」としなかったのは口蓋化 (pala-

talization)を防ぐためである。 tennisは「テニス」とするよ

り「テーネイス」のようにしたほうが英語音に近くなる。

3. /•J/ 「ン、 ンゲ」

注： hanger/hangarの区別をする英語使用者がいるが、近似カナ

表記ではその区別が表記できない。日本語では次のような規則

があるので、この規則は近似カナ表記にも適用される。

/g/ → [1J] / V ____ V 
4. /p/ 「プ、 7゚」

5. /b/ 「プ、 7'」

6. /t/ 「夕、ク、卜、ラ、リ」

7. /d/ 「ダ、ダ、ド、ラ、リ」

8. /tJ/ 「チ、チュ」

9. /d3/ 「ヂ、ヂュ」

10. /k/ 「ク、ゲ」

11. /g/ 「グ、 クナ」

注 1: 気音 (aspiration)を伴う無声閉鎖音、つまり、 /p, t, 

tf. k/は強調文字で示すことができる。
例： pen[phen] 「ペン」

cf. spend[spend] 「スペンド」
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注： penを「 7゚ エツ」のように表記することもできる。ただし、

EFL学習者が近似カナ表記の規約である、小文字は子音を表し、

音節を表すのでないということを覚えることが前提になる。

気音を伴って無声閉鎖音を発するには、発音器官の接触、息の貯めと

保持、解放の 3つの段階が必要である。

(3. 2)摩擦音 (fricative)

音素表記 近似カナ表記

12. /f/ 「フ」

13. /v/ 「ヴ」

注：カナ表記で、 /v/に相当する文字として、 「ヴ」の使用
が公教育で認められるようになって久しい。これを近似カナ表

記で積極的に取り入れたい。

14. /0/ 「J..」
15. /0/ 「ズ」

注：日本語には、 thに相当する音がないので、従来はひらがな

で thの音を示し、 S、zと区別していた。ひらがなとカタカ

ナを混用するのは音声指導の見地から言って望ましいことでは

ない。そこで、サウンドスペクトログラムの分析やDFの記述

([+/-strident])から、 /s、z/のほうが圧倒的に摩擦性

が強いということに注目し、 thのほうは小さく書き、 16の音

は普通の大きさで書くということにした。

16. /s/ . 「ス」
17. /z/ 「ズ」

18. III 「シュ」

19~131 「ジュ」

注： 18, 19はふつう円唇が伴う。それを近似カナ表記で表すには

「l」をつけるのがよいと思う。

20. lhl 「ハ、ヒ、フ、へ、ホ」

注：英語のlhlについては、 Ladefoged(1982) は次のように述
べている。

"[h] acts like a consonant, but from an articulatory 
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point of view, it is simply the voiceless counterpart of 

the following vowel. It does not have a specific place 

of articulation, and its manner of articulation is the 

same as that of vowel, only the state of glottis is dif-

ferent." (pp. 33-4) 

声門の状態が異なると述べているのは、 /h/が無声音なので、声帯は開
いたままになるということで、後続母音（母音は声帯振動を伴うので声

門の開きは狭い）と声門の状態が異なるという意味である。声門の状態

以外は/h/と母音が共通ということになると、近似カナ表記では「ハ
行音」の母音が上記のようにすべて生じることになる。

(3. 3)接近音 (approximant)

音素表記 近似カナ表記

21. /1/ 「＇ノル、 ウ」
注：母音の前にくる light1と母音の後にくるdark1とでは音

質が異なる。米音ではどちらもdark1で発音する人も多いが、

1から母音に移行するときと 1が音節末になる場合とではわた

りの性質が異なるので、やはり両者は区別されるべきである。

light 1について、日本語使用者が留意すべきことは日本語の rに比べ

て 1の発話時間が長いということである。つまり rは非側音であるが、
1は側音であり、まず舌先が歯茎についた後、声が舌の側面から出るの

であり、出た後で舌先と歯茎の接触が外れるということになる。

日本語使用者が 1を発音しようとするとき、舌の側面から声が出る前

にどうしても舌先が歯茎から外れてしまう傾向があり、それをなくする

にはどうすればよいかが課題であった。筆者が日本語の「ン」とか、う

なずきの「ウン」を言うとき、声はすべて鼻から出るのではなく、口か

らも声が出るのである。その際、舌先を歯茎につけて「ン」を言うと舌

先が歯茎についたまま静止することに気づいたのである。 特に「ンゼン

エン」 （ン千円）と言うときは、 ［りd9 e !) e Q] のようになり、出だし
の[d Jのところで舌先が上歯茎につくのである。
中間言語として英語発音を考えるとき、このような手がかりを最大限

活用することはきわめて有意義なことである。そこで、 lightのカナ表記

を「yライト」としてrightの「りライト」と区別したわけである。
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一方、音節末の 1は「ウ」を用い、 milkを「メウク」， bi11を「ペウ」

とする (1の前の母音には軟口蓋化 (velarization)の現象が働くため、

ミウク、ビウよりもメウク、ベウのほうが音実質に近くなる［後述］）。

22. /r/ 「りル」

注： /r/を発音する場合、出だしが円唇になることに注目して、
小さい「ウ」を用いる。 「り」を用いるとさらによいことには、

舌の先が口蓋につきにくいという点である。近似カナ表記では

できるだけ英語音に近づけるというのがねらいであるから、

rightを「りライト」と示すのは、その目的が部分的にせよ達せ

られたと言えると思う。

23. /j/ 「イ」

注： yeast-east, -year-earの区別を近似カナ表記で表すことが

できるであろうか。その答えは可能である。 Jakobsonet al. 

(1852)では/j/を/i/の非音節母音として取り扱っているが、
近似カナ表記もそれと同じやり方で、次のように対立を示すこ

とができる。

yeast「イイースト」一east「イースト」

year「イイ 7」-ear「イ了」

高頻出語のyesの発音も、その発音記号 [jes]を見ても「イエス」のよう

になる学習者には、近似カナ表記「イエス」と示すことも役に立つと思う。

24. /w/ 「りウ」

注： Jakobson et al. (1952) では/w/を/u/の非音節核音とした

がこれを近似カナ表記では「ウ」の小文字「り」を用いて表す。

する。これによって、日本語使用者には苦手な音も自信をもっ

て発音できるようになることが期待される。

wood「りウッド」

woman「りウマン」

以上で母音音素 20種、子音音素 24種のリストを掲げたが、これに

よって、発音記号が読み取れない場合、また簡易表記に表れない、音実

質がかなりの程度まで、近似カナ表記で示され得ることを明らかにした

つもりである。また、簡易表記では不十分にしか表れない音声表記も近

似カナ表記のほうがかえって分かりやすい点もあることも明らかにした。
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本書では、前述の通り、言語の共通の枠組みの中で、学習者の母語の

日本語を基盤とし、その段階別発展として英語の習得をめざすことを基

本としている。そのため、英語の正書法と簡易表記に至る前に、近似力

ナ表記と精密表記の段階を設けるのがよいと提唱した。日本語の音声体

系から英語の音声体系に至る円滑な習得過程で近似カナ表記が生かされ

る段階が必要である。本項の最後に繰り返しておきたいのは、近似カナ

表記はカタカナ英語と性質も目的も異なっているということである。

日本語使用者のうち、多くの英語学習者は、英語の発音はむずかしい

ものと決め込んでおり、たとえ発音を練習しても英語の母語話者のよう

にはなれないと頭から思い込んでいる者が多い。しかし、日本語英語共

通の枠組みと理解しやすいモデルを使い、さらに踏台としての近似カナ

表記を用いれば、英語らしいモデルの発音は、たとえ海外生活を長く送

らなくても十分に身につけることができるのである。
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第 2章 目標言語の音素習得段階

どの言語の音声体系にも、母音と子音とがある。 Jakobsonet al. l) 

(1952) は母音と子音とを共通の言語普遍性をもつDFの枠組みでマトリ

ックスを作ったが、母音と子音とはその音実質が異なるため、別々な分

類をしたほうがよいことも多い (cf.Halle-Clements(1983))。本書では、

便宜上、目標言語の母音については日本語の「アイウエオ」を出発点と

し、中間言語を経由することとする。

一方、子音は、 Llの種類が非常に少なく、 L2の種類が多いため L1の

それぞれの子音から L2の子音へ対応ざせて行くのは、必ずしもうまくい

くとは限らない。そのうえ子音は調音位置や発音法が明確なので、まず、

声帯振動の有無、鼻腔／口腔の区別、調音点、調音法の 4つの角度から

検討した。言い換えれば、子音は人間の調音器官に基づいて記述を行う

ほうが全体的な把握が容易であると考えられる。

以上の立場は、従来の英語音声学の伝統とは異なるのである。すなわ

ち、母音に関しては、レントゲン写真など用いて人工的に作成した基本

母音図 (CardinalVowel Quadrilateral) 2iを基にして、各言語の母音

が占める調音位置を相対的に示したのであるが、音素対立の観点から言

えば、物理的正確さよりも認知的な明確さが優先される。以下、従来の

分類方式について検討する。

2. 1 Jonesの基本母音図の問題点

Jonesの基本母音図（以下、基本母音図）は英語音声学で母音の調音点

の記述にはなくてはならぬものとされている。しかし中間言語の観点か

らあらためて見直すと、次のような問題点がある。

(1)低母音の問題点

基本母音図は諸言語に共通した発音モデルであるが、発音の正確さが

目標とされ、レントゲン撮影などを行って母音の舌の位置を確認した。

しかしながら、母音図では、音素間の対立や識別という考え方は特に低

母音についてはあまりはっきりと示されていない。つまり、基本図は上

辺が広く、下辺が狭くなっており、低母音間の違いが理解しにくい。
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(2)共通の枠組みの問題点

特定の言語から英語に至る中間言語という発想はなく、 8個の人工的

な基本音との関連で捉えようとする。つまり、学習者の母語から英語の

音声を習得するという考え方とは異なっている。

(3)言語別の音素対立の問題点

基本母音図を用いて、発音する舌の位置をできるだけ正確に記述しよ

うとしているが、物理的正確さを追求しており、外国語としての英語学

習者はよく活用できない。音声の段階的獲得には第一段階、つまり、音

素対立の習得という目標にはやや詳しすぎる。

(4) 2重母音との関係

基本母音図は長母音と短母音だけを対象としており、 2重母音につい

ては上向き 2重母音と下向き 2重母音とそれぞれ別の口形図が用意され

ており、母音と 2重母音との関係が直接取り上げられていない。

以上のような理由のため、日本語の 5つの母音から目標言語の母音を

獲得するための新しいモデルを考える必要がある。この問題は次節で取

り上げる。

2. 2言語共通の枠組み：母音の DF

2言語を比較する際、本書では、以下に述べる共通の枠組みを使う。

音声面ではJakobsonet al. (1952)で、どの言語にも音声体系があり、

その音声体系は 12個の DFによってすべて記述可能であるという大胆

な提唱3)がなされた。それ以来、 DFの研究が盛んに進められてきてい

るが、日英語の音声体系を比較する際の DFについては、次のような原

則ですすめることとした。

(1)前舌か奥舌か、高母音か低母音かを分ける。

発声する位置に関するDFとして、発音器官の前後を考える。つまり、

発声器官の場所の前後によって[+/-back]、さらに[+/-central]に、
舌の高さによって[+/-high]、さらに[+/-low]に分けることができる c
音素に ABCDの4種がある場合、二項対立 (binaryopposition)で

あるDFを用いると、次の表にあるように、それぞれ二つのDFがあれば、

中寄り母音 (centralvowel) と中位母音 (midvowel)を決めることが

できる。
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back 

＋ 

+ A B 
central low 

high 

＋ 

+ A B 

- C D - C D 

しかし、自然言語では、定義上、[-back]と[+central]、[+high]と

[ + 1 ow]のDFを共有することはできないので、これを除外する必要があ

る。まとめると次のようになる。

A [+ back, -central] 

*B [-back. + central] 
C [+ back, -central] 

D [-back, -central] 

* A [ + hi gh, + 1 ow] 
B [-high, + low] 
C [+ high, - low] 

D [-high, - low] 

(2)母音の長／短及び舌の筋肉状態で、張り／ゆるみの対立を考慮す

る。母音の長短によって[+/-long]、または舌の筋肉の張りゆるみに

よって[+/-tense]に分けることができる。日本語の母音は長／短の対
立があるが、音実質には影響しない。しかし英語の母音は長短よりは、

舌の筋肉状態の、張り／ゆるみがむしろ関係する。学習者は当然長短

の対立から出発し、張りゆるみの対立を体得することになるのである

が、その方法はどのようにすべきであろうか。

張り母音は周辺的 (peripheral) になり、ゆるみ母音が中寄り (cen-

tralized) になることに注目し、長母音を周辺的に位置づけ、短母音を

中央よりに位置づけることでDFの図を作成することで習得の手がかりが

掴めるであろう。

以上のことを考慮にいれて、 DFの枠組みを作成すると次のような図に

なる。

-53-



[ -back] [ -back] [ + back] 

[-cent] [-cent] [-cent] 

[+ high] 

[ -1 ow] 

(-high] 

[ -1 ow] 

[ -high] 

[ + 1 ow] 

図2-1. DFを基にした母音の比較図

図2-1の枠組みを用いて日本語の母音音素、英語の母音音素を入れるとど

うなるであろうか。この問題は次節で取り上げる。

2. 3 日本語の母音体系

日本語の母音は 5つの音素から成り立っている。ただし、日本語の母

音には長短の対立があるので、 5X 2で10種の母音音素があるとも言

える。日本語の母音の長短の差は音質の差でないので、音の長短つまり、

[ +/-long]で表すことができる。

上記の中間言語の枠組みに日本語の母音音素を入れると次のようにな

る（図0-1を再掲載）。
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[-back] [-back] [+ back] 

[ -cent] [+ cent] [-cent] 

[+ high] 

[ -1 ow] イ(-) ウ(-)

[-high] 

[ -1 ow] エ(-) オ(-)

[-high] 

[ + 1 ow] ア(-)

図2-2. 日本語の母音

図2の日本語の母音がすべて(-)のように示すことができるのは、そ

れぞれの母音について、長短によって音質は変化しないからである。っ

まり、長さの有無は音質に関係がないということになる。

次に対象言語としての英語を中間言語の立場から検討してみよう。

2. 4 中間言語としての目標言語の記述

中間言語は、母語と目標言語を結ぶ大切な役割を果たす。日本語から

英語の学習にいきなり行くのではなく、中間言語として、まず母語がど

のように変化するのかを確認することから始まるのである。

英語音を表すのに、カタカナを用いることは決して望ましいことでは

ないが、対象言語の音素間の対立と体系が明示できること、さらに音質

が異なることを明示することができるという利点は認められる。また、

英語学習者のために、中間的な補助手段としての有効性も認められると

思う（図0-2を再掲載）。
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[-back] [+ back] [+ back] 

[-cent] [ + cent] [-cent] 

[+ high] イー ウー

[ -low] イ ウ

[-high] エイ 工～了 オり

[ -1 ow] 工 了 ア

[-high] 

[ + 1 ow] エア ア（一） オ(-)

図2-3. 中間言語としての簡易母音図

図2-2、図2-3、図2-4を比べると、少なくとも次のようなことを学習者

に意識させることができる。

(1) 日本語と英語とは DFの大枠では同じである。

(2)英語では長い音は周辺的な舌の位置を占め、短い音は中央に近い

舌の位置をしめる。

(3) 日本語も英語も低母音を除いてそれぞれ 2音ずつの組が存在する。

(4) 日本語の低母音である「ア（一）」に相当する英語の母音は「1ア、

ア（一）、ア、エ,.._,7、7」の 5通りの発音がある。

(5)英語には、特に弱く発音する音ー小さい「7」で示すーがある。

(6) カタカナでも従来言われているようなカタカナ英語ではなく、英

語の発音に限りなく近いいわば「近似カナ表記」が可能である。

(7) 日本語の母音を部分的に軌道修正すればある程度英語の発音を身

につけることが可能である。

(8) 「近似カナ表記」を手がかりとして英語的英語発音に到る道が開

かれる。

カタカナを使う危険性は、発音の化石化 (fossilization)である。子
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音についてはその危険性が強いが、母音についてはその心配は少ない。

なぜなら、英語の母音の発声は舌の高さ、舌の高くなる位置、舌の緊張、

唇の丸めによるのであり、日本語から英語の母音を習得する場合は化石

化よりもむしろ日本語には顕著に用いない、円唇 (DFは[+round])や、

舌の筋肉の張りとゆるみ (DFは[+/-tense]) などをまず習得するべきで

ある。カタカナによらず、発音記号を用いても、これらの DFが習得さ

れなければ英語らしさは身につかないであろう。

カタカナを用いた簡易母音図で非低位母音は長短で調音位置が異なる

ことをまず意識されることは英語の音声習得の第一歩があるのではない

だろうか。

以上のことが学習者に理解されたら、普通広く用いられている発音記

号のうち、やや精密化した表記（例えば、学習辞典のうち、 『プロシー

ド英和辞典』、 『ライトハウス英和辞典』で用いている発音表記）を用

い、図2-3と同じ枠組みで発音位置を示したい。図2-4はその試みである
（図0-3を再掲載）。

[-back] [ + back] [ + back] 

[-cent] [+ cent] [-cent] 

[+ high] i : U! 

[ -1 ow] I u 

[-high] el 8:r oU 

[ -1 ow] e 8 I¥ 

[-high] J (:) 

[ + 1 ow] 氾 al au Q (:) 

図2-4. 英語の簡易母音図

英語の簡易母音図については、次のような問題が当然ある。その主な
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ものはおよそ次の通りである。

(1) bus, cut, sonなどの母音は奥母音でなく、中寄り低音であるので、

奥母音として取り扱うのは問題である。

(2) father, palm, carなどの母音は奥母音であるのにかかわらず、中

母音とするのは音声事実に反するという問題がある。

(3) /0(:)/の表記は長短が随意的 (optional)であるという印象を

与える。音実質の問題としてこれは随意的ではない。長いほうは、

law,・broughtなどの米音の母音であり、イギリス英語では中位母

音 (midvowel) になる。一方、短いほうはイギリス英語のlot,

hotなどの母音であり、アメリカ英語ではfather, palmなどの母音

になる。 LPD(1990)ではJonesやGimsonの音声表記を踏襲せず、

米音のlot、hotなどは/Ic1:t/,/hO!t/のように表記している。

これらの疑問点に対する解答は次の通りである。 (1) については、

日本語の「コップ」と「カップ」を考えてみるとよく分かる。日本語で

は「コップの中の嵐」 「優勝カップ」と使い分けているが、元は英語の

cupである。つまり、音実質という点では異なっていても、日本人の音声

感覚では「コップ」と「カップ」とは極めて近い存在なのである。また、

体系的な立場からcupの母音は奥母音に入れても体系が乱れることはなく、

[-front]という DFで共通点が表せるのである。すでに太田 (1949)で

も、 busなどの母音を[+ back]に位置づけ、体系的記述を行っている。

前舌 中舌 奥舌
吉
向 u 

中 e ,-¥ 

低 氾 a 

この図に関して、太田（同、 p.10 2) では、次のように述べている。

「/,'¥/は通例中舌寄りの奥舌中母音である、その異音は中舌中母音にも

及んでいる。」 （原文は/,'¥/の代わりに/8/を用いている）。
(2) については、体系的簡潔さを第一義にとらえるか、音実質的正

確さを第一義としてとらえるかの差である。後者の場合では、日本語と

の隔たりが大きくなり過ぎること、及び奥母音の/J(:)/との区別がは

っきりと体系的にとらえにくいという問題があり、中間言語設定に対し

ては前者を選択することとしたい。
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一方、日本語の「ア(-)」自体はどうであろうか。日本語の「アー」

と「ア」は音質的には前母音に近いが、 「葵」とか「顔」という言う場

合は奥母音に近い中母音である。ここでは中間言語として、日本語から

の橋渡しという意味もあり、敢えて中母音として取扱い、 /G(!)/の習

得は第 4段階の「英語らしさ」を習得するという到達目標まで延ばすこ

とが可能である。

(3) については、米音と英音とを総合し、現代英語 (Present-day

English) として統一的に取り扱うため、随意的要素として長さを加える。

つまり、英音のlotなどの母音の音実質は、米音のlotよりは、むしろ、

lawやbroughtの母音に近い。一方、英音のlawやbroughtは中位母音で発

音されるので、表記上は、 LPD(1990) の表記法を修正し、それぞれ、

law/lo:/, brought/bro:t/とすることを提唱する。

2.5 従来の母音体系との比較。検討

2.5.0 新しい母音の枠紐みと従来の母音の枠組み
ここでは、新しい母音の枠糾みと従来の母音の枠組みとの比較検討を

試みる。つまり、 JonesやGimsonらの母音図をそのままEFL学習者の発音

訓練などのために用いることについての検討を行う。

世界的に広く確立されている英語の母音体系はこれまで多くの音声学

者によってその記述が試みられた。ロンドン大学を中心として発達して

きたイギリス音声学はJones(l958)からGimson(1977)に継承された。ま

たアメリカ英語の音声記述には、 Kenyon-Knott(1944)のアメリカ英語

発音辞典が中心的な役割を果たした。また、英音と米音の、両方を含む

という立場では、 Lewis(1972)やLadefoged(1982、1993)が中心的な

存在である。それらの伝統は価値があるものの、英語学習者が、母語の

母音体系を離れて学習するのは、少なくても入門期ではやはり問題があ

るので、本書では、どの言語にも共通する OFを基にし、母語の母音体

系から発展させることとした。

2. 5. 1 JonesとGimson

Jonesは、まず基本母音図を設定している。そして、各言語の母音が、

基本母音図の中のどの位置に調音点があるかを示そうとした。これは、

記述するのがむずかしい母音の舌の位置を説明し、視覚的に把握させる
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のに有力な手段の一つである。

基本母音図作成にあたっては、人間の口腔内で、前舌が最も前に置か

れ、なおかつ最も高い位置におかれた点を人工的に[i : ]とし、その反対

に奥舌が最も奥になり、最も低い位置を[a.:]としたのである。さらに舌

の位置が最も高く最も奥まるときの舌の位置を[u:]とし、その対角線上

に、つまり、最も前で最も低い舌の位置を [a:]とした。

イギリス英語の母音記述は基本母音図がこれまで基本となってきた。

それは図2-1に示した通りである。もともとは、Sweetが考案した 3X 3の
四角形だったが、音声を機械によって、物理的に測定することが可能に

なったため、調音の位置がより正確に定められることになった。それに

よると、高母音の間の広がりは低母音の広がりよりも広いことが明らか

になり、逆梯形となったと思われる。

No.l i: ・ ・No.8μ: 

.No.7.oこ•

No.6ぷ

No.5 a: 

図2-5.基本母音図
1./i:/ 2./e:/ 3書/£:/4. /a:/ 
5./Clr/ 6./J:/ 7./o:/ 8./u:/ 

厳密に言えば、同一の人間でも 1回目の発話と 2回目の発話とでは必

ずしも同じ発音ではないし、またどんな人をとってみても同じように発

話するような人はいない。 Jones(1963) も、冒頭で同じような趣旨を次

のような言葉で言っている。

"No two people speak exactly alike .... (p. 1) 
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このように発話は不安定なものだから、発音する位置を定める一つの

方法として、人工的な絶対音を仮定し、それらとの関係で、各言語の母

音がその母音図のどの位置に調音点があるかを図示しようとした。記述

するのがむずかしい母音の舌の位置を、視覚的に把握させるのにも有力

な手段である。

基本母音図の作成に当たっては、前述のように人間の口腔内で前舌が

一番高く、一番前にもってきた舌の位置をNo.1の母音[i : Jとし、その反
対に奥舌が最も奥になり、最も低い位置をNo.5の母音[o:Jとした。さら
に、舌の位置が最も高く最も奥まる時の舌の位置をNo.8の[u:Jとし、そ
の対角線上に、つまり、前舌が最も前で最も低い舌の位置を、 No.4の人
工母音[a:]とした。

以上の過程で出来上がった逆梯形を水平に 3等分し、 8つの人工的な

調音点を設定した。これら 8つの母音を発声する練習は母音の正確な発

音の前段の準備として、また耳の識別訓練としても有効である。例えば、

/i:/の母音を記述するにはどうなるであろうか。試みに筆者は次のよ
うに記述してみた (1961)。

"The front of the tongue is raised towards the hard palate 

to a position a little lower than that required for Cardinal 

No. 1 .... 

しかし、はじめの段階から基本母音図を前提にするのはやはり問題があ

る。箪者は出発点として、母語の日本語との関係はどうなのかというこ

とをまずはっきりさせた方がよいと考える。それで概括的なことを把握

してから、より正確な調音位置を決めるのがよい。本書はその意味で第

一段階は日本語との関係をつかみ、より高度な段階では基本母音図を使

うという立場である。

中間言語として問題になるのはそれらの調音位置をどこまで正確に示

すべきかということである。目標言語の第一段階としては、母国語の枠

をどれまで活用できどの点を修正すればDFが保たれ、音素的に対立し合

うかということである。 JonesやGimsonらを中心にして考えられた音声学

はかなり上位のレベルで最終的な磨きをかけること (finishingtouch-

es) に生かされるべきで、外国語学習の初期では母語を含むモデルが考

えられるべきである。
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2. 5. 2 Kenyon-Knottの母音図

Kenyon-Knott (KKと省略）が対象としたのはアメリカの標準英語で、

母音記述の方法論は、基本的にJonesの基本母音図の考え方と同じである。

KKはアメリカ三大方言区分ーGeneralAmerican(GA), Eastern Stan-

dard(ES)Southern Standard (SS) ーを行っている。

Kenyon-Knottの用いた基本母音図はJonesやGimsonの用いたものと本質

的には同じである。

厨¥[

L引
H茄醗

加

rl加

図2-6. Kenyon-Knott (1951) 

2. 5. 3 Ladefoged 

H=high 

M=mid 

L=low 

f =front 

c=ccntral 

b=back 

c:>=ccncn! 

advanced 

r=round 

ll'.= I !ighcr 

L'.=Lowcr 

アメリカの音声学研究で、 1980年代に強い影響を及ぼしたのはLade-

foged (1980) である。 Ladefogedはもともとエディンバラ大学でAber-

crombie教授のもとで音声学研究を行ってきたことがあり、ヨーロッパの

音声学とのつながりも認められる。

まず、母音の調音位置については、それ以前の伝統的なものとは異な

り、 Ladefoged自身がサウンド・スペクトログラフを利用して調音位置を

音響音声学の見地から確かめている。
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(FZ-FI) high 
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．， 
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300 

如
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図2-7. Ladefoged (1982)が用いた母音図

この図を基に簡略化した母音図は次の通りである。

high 

mid-high 

mid 

mid・low 

low 

ヽ I U 

¥ ¥ 
¥ I 、 I o 

¥ I 

-------~---------+------
C ¥ I 0 

¥ ;i ¥ 

＼：  

it 

ヽ
c 、 l ;:) -------―, __ --_ T ____ _ 

ヽ
ヽ A I 

＼ 
I 

＼ . I 
ヽ
ヽ
i 。

ヽa I a 

図2-8.図2-7を簡略化した母音図
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Ladefogedのねらいとしたのはやはり、 DFの対立ではなく、より正確な

舌の高まる位置を示すところにあると思われる。彼の著書はすぐれた音

声学の内容であるが、題名の示すごとく、 ACourse in Phoneticsであ

って、学習者の母語に関する配慮は、当然ながら、ここでは得られない。

やはり、中間言語の配慮は母語と目標言語の両方について検討すべき問

題である。

2. 5. 4 Wells 

Wells著のLPD(l990)は画期的な発音辞典である。その主な特徴は次の

ようにまとめることができる。

1. RP, GAの代表的な発音を青字で記述し、第2、第3の選択を黒字で

示した。

2. RP, GAのほかに現地の発音 (localaccent)を加えた。この辞典の

タイトルにEnglishがないのはそのためか。

3. 判断しかねる発音については、 RPを話す予め選ばれた275人のモニ

ター (panel)に問い合わせその結果を百分率で示しており、低向

が明らかになるようにしている。

4. 強勢移動 (stressshift)する語は記している。

5. 望ましくない発音は、そのように記している。

6. 強勢を中心とする音節理論のもとに音節の切れ目を 2音節以上の語

について、すべて示した。 Wellsはアクセントの働きを重視する。

つまり、母音にアクセントがあれば、その前後の子音は結合が可能

な限り結合するという考えである。

7. 外国語の発音は原音および英語化された (anglicized)発音を示し

た。

8. 従来と異なる発音表記を試みている。

9. わたりの音も記載している (pence[pens], sense[sen s])。

10. /1/の前の母音変化 (gold[gc1Uld]→ [goUld]) も示している。

11. 関連情報を記載している。その例は、綴り字と発音、同音異義語、

発音の注記、発音に関する囲み記事などがあり、引く辞典よりは読

む辞典の性格を帯びている。
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2. 5、5 Trager-Smithの母音記述の枠組み

本書で用いた枠組みはTrager-Smith(1951)がもっとも近い。 Trager

-Smithは図2-1のように、 Sweet(1908) と同じような 3X 3のボックス
のそれぞれにi. e, 氾， a, J, o, u, 1¥, iの9種の音を基本音として入
れたあと、—y,-w.-h をつけ、長母音、 2 重母音になるとした。 Trager-

Smithはアメリカ英語を対象にこの枠組みを用いたが、イギリス英語では

JonesやGimsonの基本母音図が一般に広がったため、 Trager-Smithの枠組

みはSweetの枠組みと関連があったことが忘れられていた。筆者はこの分

類を 33四角形と呼び、中間言語の立場に活用できる可能性を探ったわ

けである。

2. 6本書の母音記述の枠組み

2.6.1 33四角形の有効性

図2-1-2-4に筆者の考えがまとめられている。この母音図は日本語

母語話者がこれまで慣れ親しんできた 5つの日本語の母音の枠と同じ枠

で英語が記述されていることに注目されたい。前項で見た音声学的な正

確さ (phoneticaccuracy)の点で欠けるという面があるが、日本語と英

語との橋渡し的な性格をもっているという観点では十分その価値はある

と考えられる。学習者に指導する場合、次の点で有効性が実証された。

1. 日本語の母音と英語の母音は枠組みは共通であり、学習者は違和感

を持たずに親近感をもって学習できる。

2. 日本語の母音は長短で区別があるのに、英語では長短の代わりに音

質が違う対立があることが即座に明らかになる。

3. [ : Jの印を長さだけでなく音質も示すものと理解すると、 ［：］が
ないものは舌の位置が内側に、また低い位置になる。

4. [ + back]のDFをもつ母音のうち、円唇 (i.e. [ + round])のDFをも
つ母音が第 3列目に並ぶので指導しやすい。それ以外で円唇をもつ

母音は高母音のbookなどの/U/である。

5. 英語の母音に日本語と類似した音韻体系があることが明らかにされ
ると共に、違っている部分がはっきりとわかる。

英語では[+/-tense]のDFが必要である。日本語の母音体系に用いた
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DFは英語についても活用することができる。ただし、基本母音図（図

2-5)と比較して明らがな通り、日本語の長さに関する DFの代わりに、

舌の筋肉が緊張する周辺的な母音が /i:, el, oU, u:, J!/の5つがあ

る。これらには DFとして[+tense]を与える。それ以外の母音は、舌の

緊張を伴わないので、[-tense]とする。

図2-1--2-4によって、言語的には DFの共通性的な基盤示されてお

り、習得目標を明確にした学習が可能になる。具体的には次のようにな

ろう。 1. [+ tense]と[-tense]との区別を練習

eat-it, deed-did, heat-hit, seat-sit 

late-let, gate-get, saint-sent, bait-bet 

poo 1-pu 11, L uke-1 ook, f oo 1-f u 11 

2 . [ + low]のDFをもつ母音で、[+back]と[-back]との区別を練習
cat-cut, rat-rot, hat-hot 

3 . [ + low]と[-low]の区別
1 aw-1 ow, saw-so, paw-Poe 

これらはほんの一例にしか過ぎない。このような練習は従来、構造言

語学を背景にしたものにも最小対立 (minimalpair contrast) という練

習は行われていたが、本書のように中間言語という明確な枠組みによっ

て行われるところに新たな意義がある。

2. 6. 2 D Fの活用

図2-.1-2--4に関し、母音のDFの種類は次の項目から成り立ってい

ることが明かである。

(1)位置に関するもの： [high], [low], [back] ([central]) 

(2) 円唇に関するもの： [round] 

Halle-Clements (1983) は[1abial]を用いているが、ここでは

日本語と英語との対比が主なので、 [round]を用いることにする c

(3)音実質に関するもの： [long], [tense] 

日本語から英語に移る際は、日本語の[1 ong]のDFを英語の

[tense]に移行させる。
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2. 7 2重母音の記述

伝統的なイギリス音声学では、長母音、短母音、 2重母音と区別して

記述する。これらのうち 2重母音には、上昇 2重母音 (risingdiph-

thong) として、 /el, oU, al. :)J/の 5種類、中向き 2重母音 (cen-

tring diphthong) として、 /18, e8, U8/の3種の合計8種類である。

アメリカ英語の 2重母音は中向き 2重母音は母音+/r/と解釈される
ので、 2重母音の枠から外すことができる。

中間言語という概念を入れた日英語の母音体系では、 /el/と/oU/

関して長母音の枠の中に組込むことになる。何故か。その理由は次の通

りである。

(l) 日本語には「エイ」と「エー」また「オり」と「オー」との対立が

ない。

(2) 日本語には「エイ、エー」と「エ」、 「オり、オー」と「オ」との

対立がある。

以上の理由から、中間言語の段階では/el/,/oU/を2重母音として

取り扱うよりも、それぞれ、 「エー」、 「オー」の部分的変更として捉

えた方が橋渡しとしての役割をよく果たすことができると思われる。

/el/と/oU/を除いた上向き 2重母音は/al/,/aU/, /JI/の3

種である。上記の枠組みを使って明確な形で示すことができる。

これら 3種の 2重母音のうち、特殊なのは/JI/である。その理由は

ほかの 2つの 2重母音に比べて、生産性 (productivity)が低く、また

ほかの音素との関わりがあまりなく、孤立的な存在である。音素レベル

ではこのようなことは言えないが、形態音素 (morpho-phoneme)の概念

を導入すると、この点がはっきりする。つまり、語幹に接尾辞がつくと、

その語幹の 2重母音、 /el/、/oU/、/al/、/aU/、また長母音、

/i:/ /u:/にも母音短縮化が起こるのであるが、 /JI/には生じない。
以下にいくつか例を掲げる。

/eI/ : /氾/ grave gravity 

/oU/ : /o/ tone tonic 
/aI/ : /I/ divine divinity 

/ aU/ : /,,,/ south southern 

/i:/ :/e/ extreme extremity 

/u:/ : /,,,/ reduce reduction 
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本書の中間言語を考慮するとき、 Kiparsky-Mennのモデルを参考とした

が、その見地から言えば、音素レベルと形態素レベルの区別を明確に設

けるのではなく、形態素が音素の形で表示されるものと解釈し、 /al/と

/aU/を音素表に入れることは、言語全体の立場からはむしろ望ましいと
考えられる。また、音声的な見地から、上記の 2つの 2重母音の出だし

の母音は日本語の音素の/a/と似ており、中寄り奥舌音として取り上げる
ことは音声的類似という点でも望ましいのではないだろうか。

[-back] [-back] [+ back] 

[-cent] [+ cent] [ -cent] 

[+ high] 

[ -1 ow] 

[-high] 

[ -1 ow] 

[-high] JI 

[ + 1 ow] al au 

図2-9. 英語の上向き 2重母音 3種
(/el/と/oU/を除く）
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図2-9では、 2重母音の舌の位置を発音記号を用いて示してあるが、屈

2-10のような近似カナ表記による表示は発音記号を理解する手がかりを

える意味で役に立つと考えらる。

[-back] [ + back] [+ back] 

[-cent] [ + cent] [-cent] 

[+ high] 

[ -1 ow] 

[-high] 

[ -1 ow] 

[-high] オイ

[ + 1 ow] アイ アり

図2-10. カタカナ表記で示した上向き 2重母音

図2-10のように示すと、英語の 2重母音性が明らかになる。つまり、

二つの母音の結合ではじめの母音に力点をおいて長く強く発音し、後の

母音を軽く短く発音するという特徴がカタカナでも示すことができる。

一方、中向き 2重母音 (centringdiphthong) はイギリス音声学では

3種類あるが、これをカタカナで示すと図2-11のようになる。
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[-back] [+ back] [+back]¥ 

[-cent] [+ cent] [-cent] 

[+ high] 

[ -1 ow] イ了 ウ了

[-high] 

[ -1 ow] エア

[-high] 

[ + 1 ow] 

図2-11. 近似カナ表記で表示した中向き 2重母音

図2-10を正式の音声表記によって示すと図2-11になる。 store, core. 

soreなどの母音は、 Jonesの音声学では 2重母音として、取り扱われたが、

Gimson以来、 /J8/は長母音の/J:/の異音として取り扱われるように
なったので、本研究もこの方式に従った。この利点はもちろん音素の数

がひとつ減るので全体的に簡潔になるというところにある。
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[ -back] [ + back] [ + back] 1 I 
[-cent] [ + cent] [-cent] 

[+ high] 

[ -1 ow] I 8 U8 

[-high] 

[ -1 ow] e 8 

[-high] 

[ + 1 ow] 

図2-12. 英語の中向き 2重母音

中向き 2重母音を表記すると上のようになるが、既に数力所で触れた

ように、アメリカ英語では中向き 2重母音を、母音+/r/、と解釈す
るので、アメリカ英語の 2重母音は上向き 2重母音のみで、イギリス英

語より 2重母音の数が少なくなる。英音と米音との違いについては第 5

章で取り扱う。ただし、ここで取り上げるべきは、 rをもたない 2重母

音、例えば、 idea、realなどの取扱いである。イギリス英語では、それ

ぞれ、 2重母音として取り扱うが、アメリカ英語では、

[al1di: a](LPD,p. 354), [ri c1l](LPD, p. 585) 

のように別な音節として取り扱う。つまり、音節数がアメリカ英語のほ

うが一つ多くなる。

2. 8 子音の記述

2. 8. 1 子音の分類について

英語の子音音素は 24種類ある。日本語の子音音素と比べて、その種

類がはるかに多く、また日本語に似ている子音が少ない。そこで子音の

中間言語の設定については母音の取扱いとは異なる方法を取ることにす

る。
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いずれにしても、英語音声学のテキストによくあるような子音表では、

子音の全体像が見えてこない。また、入門期の英語学習者にとっては、

その体系が習得が困難であり、また非常にむずかしいという印象を与え

てしまう。そこで中間言語として、はっきりと概念化できるモデルを設

定することを提唱する。

英語の子音はその DFによ って、次の 3つに大別することができる 。

1 . 閉じる音（閉鎖音）

2. 擦る音（摩擦音）

3 . 近づく音（接近音）

この分類法は、これまでで最も単純化したものである。単純化に踏み切

ることができたのはLadefoged(1982) に負うところが多い。その内容は

次の通りである。

(1) Jones、Gimsonらの子音分類表では、鼻音 (nasal) を口音 (oral)

から独立させていたが、 Ladefogedは鼻音を鼻閉鎖音 (nasal

stop) とし、ほかの閉鎖音と同じ分類とした。

(2)破擦音はそのメンバーが 2つのみに限られており、そのDFの性質

も破裂音と同じく非継続性([-continuant]) をもっているので、

これを独立した範疇とせず、破裂音と同じく閉鎖音の仲間に入れ

た。

(3) Ladef ogedの提唱した接近音 (approximant) という範疇がIPA

(1979, 1989)でも採用されて子音の分類に使われている。そのた

め、 /1,r,j,w/を同じく接近音のグループに入ることになった。

以上のような理由で調音法の単純化ができ上がったわけであるが、一

方、調音点の単純化はどうであろうか。筆者はこれも DFおよび音実質

を考えてみれば、単純化が可能である。単純化によって正確さが失われ

たりすることがなければ、全体像の概念的把握を容易にするためにも、

単純化は進められるべきものである。筆者の取った立場は次のような 3

分割方式である。

1 . 唇が主として関与する場合

2. 舌先が主として関与する場合

3. その他
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3のその他というのは、前舌、奥舌、軟口蓋などである。以上の分類に

従って英語の 24種ある子音音素を表にまとめると次のようになる。

1 . 唇 2 . 舌先 3 . その他

m n り

p t tf k 

b d d3 g 

図2-13. 閉鎖音の子音音素

1 . 唇 2 . 舌先 3. その他

f s I 

V z 3 

(h) 

図2-14. 摩擦音の子音音素

1 辰. = 2 . 舌先 3 . その他

1 r 

w j (w) 

h 

図2-15. 接近音の子音音素
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hは摩擦音域内ではなく、母音域に入れる Li)。すなわち、母音域で母

音の無声化音で非音節音が hになるという立場を取る。また、 (w) は

wと較べて、第 2義的な発音位置という意味である 5)。音声的には、 W

の円唇を第一義的と解釈する。

2. 8. 2 新子音体系の意義一伝統的子音体系モデルと比較して

本書で採用した新しいモデルはいくつかの点で従来のモデルとは異な

る利点と特徴がある。それらを検討してみよう。

(1) 母音と子音との関係

従来のモデルでは母音のための基本母音図と子音表とは別の枠で捉え

られ、専門的な発音チャート以外は同じ面では捉えられていなかった。

母音を発声するために使われる調音器官は声帯振動および奥母音のた

めの円唇運動以外は、前舌から奥舌を使うが、子音は両唇、鼻音のため

の軟口蓋背面開放、舌先、奥舌をよく使う。

母音のうち、最も前で発音するのは/i :/、最も奥で発音するのは

/u:/であるが、その範囲は子音では次のようになる。
母音 / i :/ / u :/ 

子音 / j / /w/ 
母音域を/j /,,......,/w/の直下に設定し、両者のの関係がはっきりする。
(2)子音間の位置関係

/j/よりも前方で発音するものは非常に多い。英語の場合は/j/
の前方では、舌先と歯茎□菟 (palato-alveolar, 伝統的な名称はpost-
alveolar)で出す/t I/、/d3/、/I/、/3/、舌先と歯茎で出す
/n, t, d, s, z/、舌先と歯間で出す/8、6/、上の歯と下唇で
出す/f, v/、両唇で出す/m, p, b/の5つの区域がある。
(3)歯間音と歯茎音

日本語は歯間音、唇歯音を持っていない。従来は歯間音と歯茎音とを

はっきり調音点で区別していたが、 Chomsky-Halle(1968) やLadefog叫

(1982) らに見られるように、両者の違いは、第一義的には音質であっ

て、調音点の差ではない。すなわち、歯間音は歯茎音に比べて圧倒的に

摩擦性が弱いのである。そこで調音点については舌先音の中に含み、

[+/-strident]のDFで区別するものとしたい。
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(4)普遍言語の立場から

子音は調音位置が同定しやすいので、特定言語の制約にこだわらずに

普遍言語(universal language, UG)という立場から取り扱うことが可能

である。本書では、学習者の母国語と目標言語との間には中間言語が存

在すると仮定しているが、 UGの枠から導かれる言語の普遍的特徴をもつ

DFから捉える立場をとる。

(5)新しい子音体系として

日本語と英語の子音を比較すると、英語のほうが音素の数が多いこと

は明らかであるが、従来のように調音点と調音法をかんがえると、詳しくは

なるが、全体像が見えにくく、一般化が困難になる。そこで、新しい子

音体系の枠組みとして調音点（唇、舌先、その他）と調音法（閉鎖、摩

擦、接近）のそれぞれ 3分割を提唱する。

1 . 閉鎖音（一時声道を遮断する）
1 辰．ロ. /m ; p, b / 
2 . 舌先： / n ; t , d ; t J, d 3/ 

3. その他： /k' g/ 
2 . 摩擦音（声道を狭め、摩擦を生じさせる）

1 . 唇： /f, v/ 
2 . 舌先： / 8, o ; s , z ; J, 3/ 
その他、 /h/は摩擦音域からはずす。

3 . 接近音（摩擦を生じない程度に接近させる）

1 . 唇： /w/ 
2 . 舌先： /I, r / 

3 . その他： / j' (w) / 

(6) 日本語の子音体系と英語の子音体系

日本語の摩擦音では/s/は問題ないが、 /z//の取り扱いには注意
が必要である。日本語の/z/は箪者の場合は、語頭と語中では次のよ
うに異なっている。

/z/→ [ d ぅっ］／＃＿— V 例：逗子
→ [7t] /V  __  V 例：伊豆、静岡
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つまり、切れ目 (i.e. #)の後では摩擦音ではなく、閉鎖音であり、

母音に挟まれると摩擦音になる。これは英語にはない。近似カナ表記の

ところで述べたように、日本語使用者にとって、 zoo, zoology, positi 

on, luxuriousなど語頭または音節の出だしに/z/があると、摩擦音で
はなく、歯擦音の/dz/を用いる傾向がある。
また日本語の/h/は後続母音によってその表れ方が異なる。箪者の
発音では、 /o/の前では、 [ h Jになり、 /i/の前では、口蓋摩擦
音になり、 /u/の前では、両唇摩擦音になり、 /a/の前では、例え
ば、 「母」と言う場合は、二番目の 「は」は箪者の発音では、 [ X a] 

のようになる。

筆者が英語の/h/を母音域として取り扱う理由は、後続母音と同じ
調音位置を/h/が占めるようにするためである。日本語の/h/の実
現を定式で示すと次のようになる 。

/h/→ [ h] / __  / o/ 
→ [c] / / i 
ン―-

→ ［を J/ __ /u/ 
→ [ h J /その他の音声環境

英語ではこのような異音実現はできず、 /h/は後続母音の無声化音
として、子音の特殊なケースとして扱う 。子音全体に関しては、箪者が

母音を 33四角形で記述したと同じように 33四角形を用いて記述が可

能であることをこの項の結びとしたい。このことが可能になったのは、

/w/の調音位置が第一義的に軟口蓋接近音として、 /u:/ と隣接さ
せたこと、 /j/を/ i: / と隣接させたこと、そして、 /h/を母音
の無声化音として取り上げたからである。次項ではこれまでの伝統的な

分類はどのようであったかを取り上げてみたい。

2. 8. 2. 1これまでの子音分類

2. 8. 2. 1. 1 Jones, Gimsonほか

伝統的なイギリス音声学の子音の分類は次の基準によって分類されて

いる。

1. 調音位置 (placeof articulation) 

2. 調音法 (mannerof articulation) 
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3. 声帯振動の有無 (vibrationof vocal cords) 

これらのうち、最も子音的な閉鎖音を表の一番上にのせ、次に摩擦音、

さらに破擦音、鼻音、側音、半母音のようにまとめている。学習者はこ

の表を見てもなかなかその実体が掴めず、ただそれを頭の中にたたき込

む以外は方法がなかったようだった。この解決には、ガテーニョが重視

する内的基準 (innercriteria) を学習者に与えることであるが、筆者

が提唱する 33四角形はその一つの候補になり得るかもしれない。土屋

(1992) は発音の内的基準について次のように述べる。

「ネイティブ・スピーカーとおなじようにふるまうためには、学習者

はネイティブ・スピーカーの中に自動的に作動している内的基準を自分

の中に作り出すことが必要である。自分の中に言語の音声についての内

的基準をもつということは、自分の発する音声に責任を持つということ

であり、他人の顔色をうかがうことなく自律的にふるまうことである。

ネイティブ・スピーカーがそれぞれの個人に特有の言語の用い方をする

のは、この内的基準がその内部に確立しているからである。」 (p. 292) 

この意味では、日本語及び英語の母音・子音を共通に含み得る 33四

角形が学習者に自信を持って英語を識別し、発音する手がかりになる有

力な候補であると筆者は考える。

A. 

B. 

Plosive 
Affricate 
Fricative 
Nasal 
Lateral 
Approximanl 

表2-4.
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2. 8. 2. 1. 2 Ladefoged 

Ladefoged (1982) は音響音声学の立場を考慮しながら、新しい分類法

を提供した。まず， /m.n. り／と/p. b ; t. d ; k. g/ との間には関連
性が深いので、前者を鼻腔閉鎖音 (nasal stop) 、後者を口腔閉鎖音

(oral stop) としてまとめ、 / h/はその後続母音の無声化したもの

(voiceless counterpart of its following vowel) として表から除外

し、 / t S/と/d3/も破裂音と摩擦音の結合したものとして表から除
外した。そのため、表自体はすっきりしたが、音素としては別扱いする

という点で問題を残している。

Ladefogedは接近音 (approxirnants) という音韻単位を設けた。接近音

に含まれるのは/1.r. w, jh//であり、 /h/を除いては広く言語学界
の認めることになった。Ladefoged(1982) の子音表は次の通りである。

denli・ 

la.bl.al alveo比 palat叫 vcl旺

+n叫 m .n り

...,.sibilant 

-n叫 pb td ks stop 

一,_--,_ - ~--- ... ---
とJ

+sibilant 

Zヽ !3 

•••一・9一.. - ""■ -鴫-_,, .. 嶋.... ・--・・-- fricative 

f.v 11 b 

―sibilant 

-lateral w J j 

approx血ant

+lateral I 

-coronal -coronal 

+anterior I -anterior 

表2-5. Ladefoged (1982, p. 40) の子音表6)0 
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Ladefogedのこの表は/h, tL d3/を省くことによって簡潔なわかり
やすいものとなっている。ク）

2. 9 強勢アクセントの音素対立と音調の音素対立

細かな区別は後述するとして、ここでは強勢アクセント及び音調の音

素対立を取り上げる。

2. 9. 1 強勢アクセントの音素対立

基本的には日本語では高低アクセントに対して、英語では強弱アクセ

ントである。つまり、日本語では高低アクセントの音素対立があるが、

英語では強勢アクセントの音素対立がある。次の具体例をみてみよう。

(2-1) (a) 箸（旧し）対橋（は「い

(b) pres-ent 対 pre-sent

日本語は高低対低高の対立があるので、それを線を用いて示すことがで

きるが、英語では強弱対弱強の対立なので、線だけでは十分でない。な

ぜなら、強くなるところは、強く発音されるだけでなく、その部分が長

くなり、高低変化の幅も広くなるということになる。その感じを具体的

に表すには (2) のような形を用いるのも一つの工夫である。

(2-2) '-p r e s -ent 対 pre一ヽ se n t 

以上は強対弱の 2項対立であったが、 3項対立を知っておく必要があ

る。それは次のような 3音節語である。

(2-3) (a) "-tel-e-1phone 

(b)'--g r a t - i -, t u ct e 

これらの語は第一アクセントと弱音/8/または/I/の他に、第ニアク
セントがある。英語の基本的強勢は少なくとも、これら 3段階のアクセ

ントがあることには異議がないであろう。
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2. 9. 2 音調の音素対立

音調の音素対立についてはどうであろうか。日本語は、甚本的な語順

はSOVなので、 「です、だよ」などの動詞語尾、 「か、の」の付加に

よる疑問文によって、つまり、語彙項目によって平叙文／疑問文の区別

があり、音調にはあまり気をつけない。もちろん、日常会話では、音調

だけで平叙文／疑問文の区別をすることもあるが、音調に依存すること

は英語ほどはない。英語では、 Halliday(1970) によると、基本的な音

素対立は、下降調／上昇調／平坦調の 3項対立、及び、下降上昇調／上

昇下降調の 2項対立、合計 5種の対立である。例えば、比較的よく使わ

れる文の例を掲げると次のようになる。

(2-4) (a) You are new here. ('¥i) 
(b) You are new here? (__j') 

(c) You are new here. (----'l') so I・11 show you around. 

(d) I didn't go because of the rain. (v) 

(e) You are (へ） John, aren・t you? 

また、同一の文で音調によって意味が異なることを、 Hallidayの方式

で例示すると次のようになる。

(2-5) (a)T 1ヽ IIYoucoulddoll (ふつうの場合）

(b) T 2ノ¥IIYou could do II (疑問の場合）

(c) T 3 _,.,jj You could do II (できると思うが大した問題で
iまfよしヽ。 "I think he could do, but it's of no irn-

portance. 

(d) T 4 VII You could do II (しかし、やらないでしょう。
"But he won・t. It won't help you." 

(e) T 5 0t II You could do 11 (だからできないと考えてはい
けない。 Sodon't you imagine he couldn't.) 

以上の他にも、音調の種類があるが、第 1段階としてはまずこの 5項
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対立をまず把握することであろう。 Halliday(1970) はさらに Tl+T

3、T5+T3を考えているが、これらは複合音調とし、音調の基本的

対立は以上の 5種としたい。
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第 3章 部分異音より目標言語の音声体系へ

3. 1 異音の一般的定義

異音 (allophone) は、一般に、 1言語内で、ある音素が特定の音声環

境の影響で、様々な形に実現されて音形をさす。音声環境をIA/ ____ _ 
/Blとすると、その環境内の音素 Xは定式で表すと次のようになる。

(3.1)/ x/→ [ x 1 ,..._,, n] //A/ _____ / B / 

この定式の意味は、音素/x/が具体的な音形として現われるとき、
I A /1 "'-v n _____ / B /1,..._,, nの音声環境で、異音 [xl],.__, [xn] のいずれ
かの表れ方をすることを示す。またそれらの異音は音形は様々でも、音

素/x/に属していることを意味する。試みに、音素/t/の異音を考
えてみよう。具体的な異音の現われ方は、その音声環境によって支配さ

れている。定式で示すと次のようになる。

(3.2)(a) /t/→ [ tり /#___ v 
(b) [『]//s/ ___ V 
(c) [↓ ] /V ___ V 
(d) [ t0] /X ___ # 

(e) [ c ] / X ___ r V 

(f) [ t N] / X ___ / n/ 
(g) [?] /X ___ [-continuant] 
以上のうち， (a)は気音 (aspiration)の異音で次のような例がある。

t~ake, t店nnis, cont"ain 
(b)は無気音 (unaspirated) の異音で次のような例がある。

sfore, sfay, stone 

(c)は弾音 (flap)の異音で次のような例がある。

wa~er, bu↓ t er, 1 e↓ ter 
(d)は未開放破裂 (unreleased) の異音で次のような例がある。

what? get: mat゚

ただし、語末ですべて未解放になるかと言えば必ずしもそうではない。

ゆっくりした談話、あるいは特に強調して言う場合は語末でも (a)のよう
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に気音を伴うことがある。こういう場合は任意の規則 (optionalrule) 

として取り扱う。

(e)は/r/の前の異音で次のような例がある。

try, true, trend 

[c] は/r/の調音点に影響されて、歯茎口蓋の (post-alveolar)

/t/であることを示す。
(f)は鼻腔破裂 (nasalplosion)の異音で次のような例がある。

Britain, certain, cotton, button 

(g)は声門破裂 (glottalplosion) の異音で/t/のみでなく、

/p/や/k/にも用いられる。声門閉鎖音は次のような場合に
じる。

notebook, at best, What did you say? 

1言語内については、以上のような異音とその定義が成り立つが、 2

言語に及ぶ場合は別の定義付けが必要であり、これは次節で取り上げる。

3. 2 目標言語と日本語の異音

目標言語では音素的な対立があるが、母語ではその対立が特定の音声

環境では失われる場合がある。これを 1言語内の異音と区別するため、

部分異音と名付けたい（定義は後述）。実際に、英語と日本語を比べて

見ると、日本語母語話者にとって英語の音素対立が特定環境で失われる

ことが明らかになる。そこでまず、日本語の母音と子音の音素表をまと

めてみよう。

u m n 

u p t [ c ] k 

e 

゜
b d g 

e 

゜
s h 

a z 

a r 

j w 
日本語の母音音素 日本語の子音音素

([ C]は異音扱い）
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日本語の音素と英語の音素を比較すると、英語のどの音素が英語のど

の音素の異音となっているかが明らかになる。まず、母音では、日本語

のDF[+/-long]を英語のDF[+/-tense]に発展させなければならない。な

ぜならば、英語では長さよりはむしろ音質の違いが有意だからである。

日本語使用者の音声体系では[+/-tense]のDFは[+/-long]の異音的存在
となっている。同様に英語の/el/と/oU/がもつ 2重母音性も日本語

では[+/-long]の異音的存在である。

/al/, /aU/の広 2重母音の場合はどうか。日本語の「ハイ」と英語

のhigh[hal]と音実質を比べると、日本語は 2つの母音の結合であるのに

対し、英語では第 1要素が強くまた長くなり、第 2要素が短く弱くなる

傾向がある。一方、子音は日本語の音素の数が少ないため、英語の子音

音素のうちの多くはそれに近い日本語の子音音素の異音である。

(1)閉鎖音について

鼻音では日本語の軟口蓋音はそれ自体存在せず、語中で、 /g/の異
音として現われる。定式で表すと次のようになる。

(3.3) /g/→ ［り]/V  ____ V 
この例には、 「小学校」、 「音楽」などがある。しかし、 Mccawley

(1975, p. 87) などが指摘するように、 [g]. [り]I [g,,.._,, り］のいずれかは、

和語、漢語、方言差などによってまちまちなので、以上の定式は随意な

ものとなる。しかし、日本語の標準語のうち、大部分はこの定式に当て

はまる。日本語から英語の音体系を習得する過程を定式で示すと、次の

ようになる。

(3. 4) / g [り］／→/g/:/り／
この定式は、日本語では／り／は/g/の条件的異音として存在するが、

英語では、両者間にはringing/riggingなどに見られる音素対立が存在す

る。

歯擦音は、日本語では、音素的には/tj/, /dj/のように考えられ

る。音声的実現では、それぞれ、

(3. 5)/tja, tju, tjo/→ [tJa] [tfu] [tfo] 

/dja, dju, djo/→ [d3a] [d3a] [d30] 

(2)摩擦音について
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摩擦音は音素的には、無声音では/s/と/h/があり、有声音では
/z/がある。英語に比べると日本語の摩擦音の種類が極めて少なく、
それに対して英語の摩擦音は極めて多い。日本語にとって新しい音声が

外国語より入ると、それにもっとも近いと感じる音素の異音と解釈され

る。摩擦音に関しては次のようになる。

(3. 6) / h [f]/→ /f/:/h/  

/ b [v]/→ /v/:/b/ 
/ s [0]/→ /8/ : / s / 

/ z [6]/→ /o/ : /z/ 
/ s j [f]/→ /f/:/s/ 

左辺は日本語の音声体系を表したものであり、最初の定式は、 /h/
と/f/とは音素対立がなく、 [f]は/h/の異音的な存在であることを
示している。右辺は、英語の音声体系を示しており、 /f/と/h/は
音素的に対立して存在していることを示している。

(3)接近音

英語には/1/と/r/の対立があるが、日本語にはその対立がない。
言い換えれば、日本語では/I/は/r/の異音的存在となっている。
そこで、英語の音声習得の過程で、 /1/の異音的存在を/r/との音
素対立的な存在にもっていかなければならない。定式で示すと次のよう

になる。

(3. 7) / r [l]/→ /r/:/1/  

具体的にどのようにすればこの課題を達成できるかについては、第6章で

取り上げる。

3. 3 日英語の音声体系における部分異音の定義

一言語内では、異音は音素の具体的な音声実現形と定義することがで

きるが、 2言語間における中間言語の場合、上記の異音の定義を若干変

更し、部分異音 (partialallophone) とする必要がある。部分異音とは

次のように定義する。

「対象言語の音素対立が、学習者の母語では一定の音声環境で対立が

失われ、ほかの環境では対立が存在する。これを 1言語内の異音と

区別するために、 「部分異音」と呼ぶ。」
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例えば、 /s/と／］／は日本語では、 /i:/の前ではその対立がなく
なる。対象言語の英語ではその音声環境でも音素対立がある。

注：太田 (1956) は日英語音声体系の比較で「音素的」、 「異

音的」、 「分布的」、 「音声的」の 4つに区別したが、本書で

は、時間的要素を考慮に入れ、学習発達段階の難易度を音素、

部分異音、音声変化の順として取り上げている点が異なってい

る。また、分布に関しては音節の枠内で考え、リズムとの関わ

りで捉えようとした。

部分異音を具体的に示すと、次のようになる。

(3. 8) (a) / s [J] 11 / before /i :/ or / I/ 

(b) / z [ ct 3] /before /i :/ or /I/ 

注： ／ ／は音素を示し、 ［ ］は異音を示す。

この部分異音は、日本人英語学習者には、単なる音素習得よりも面倒

なはずである。なぜなら、この対立は特定環境の前だけに起こるので、

全面的に新しい音素ではなく、部分的相違だからターゲットを絞りにく

い。すなわち、日本語母語者は、 Sam/sham, sign/ shineなどの区別は

できるが、次の区別は不得手である。

(3.9) (a) see/she、 seat/sheet 
(b) Z/G、zip/gyp

部分異音とその具体例をまとめると次のようになる。

(3. 10) 

日本語 音声環境 部分異音 例

<sh> /i :, I/の前 [s] [J] sheet-seat 

she-sea 

<z> / i :, ］／の前 [d3] [z] gyp-zip 

<d. j> /u:, U/の前 [d] [j] deuce-juice 

< t > / i !, I/の前 [t] [ t J] teak-cheek 

tease-cheese 

<y> / i :, I/の前 [jl] [I] year-ear 

[ji ][i:] yeast-east 

< ct z u >切れ目の前 [dz] [z] cards-cars 
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beads-bees 

以上の部分異音について考えてみると、そこに共通するものがある。そ

れはいずれも高母音 (i.e. [+ high]) の前であるという点である。

では、高母音の前でどのようにすると、これらの部分異音が区別でき

るかを検討してみよう。まず日本人学習者にとって、部分異音の発音は

特にむずかしいので逐次取り上げて検討してみよう。

sheet-seat, she-seaについて

shーのときは唇を突き出して、丸めるように発音するとよい。 seatや

seaの出だしの/ s/は唇をむしろ左右に開いて、舌のまん中をくぽめる

ようにして発音するとよい。近似カナ表記ではsheを、ン1イー、 seaをスイ

ーのように区別する。

gyp-zipについて

sheet-seatなどの区別と同じ注意がこの対の区別についても言える。

円唇の有無のほかにもう一つ注意することは/z/のとき上歯茎と舌先
の間で摩擦継続音 (continuousfricative sound)を出すのであって、

gypの出だしの音のように (i.e. / d 3/)一時声の通路を遮断すること

はしない。

近似カナ表記では、ヂィップ／ ズィップと区別する。ここでも、日本

語の「ヂ」と「ズィ」の区別が活用される。 この両者の基本的な違いは、

「ヂ」は非継続性のDFを持っており、 「ズィ」は継続性のDFを持ってい

るということである。

deuce-juiceについて

発音記号で示すと、 [dju:s]-[d3u:s]のようになるが、日本人の英語で

はこの区別があいまいである。カタカナ英語ではどちらも「ジュース」

となってしまって区別がつかない。そこで近似カナ表記を用いることに

なるが、それによれば、 「ディユース」一「ヂュース」のように区別す

ることになるがこれはあくまでも近似発音である。明確に区別する方法、

そしてやりやすい方法は、舌先と唇の動きに求められる。すなわち、

deuceの出だし音は舌先を歯茎につけて、唇をやや左右に開き、舌をそら

-87-



せる。 juiceのほうはそれとは逆に、舌先は歯茎と口蓋の間に置き、唇を

丸めて出す。 （ただし、 deuceのほうは米音では [du:s]のほうが多い）。

deuce-juiceの差は次のような対語にも認められる。

teak-cheek 

tease-cheese 

yeast-east, year-ear 

日本語ではヤ行音はya, yu, yo以外はVだけなので、 yi, yeは発音が

むずかしいとされている。しかし、英語ではyear, yeast, yen, yield, 

yellowなどがあり、 i. eの前に起こる最小対立語同士の区別が必要にな

る。

yearの出だしの[j]は[i]よりもさらに前舌を口蓋に近づけて発音する。

これがむずかしい場合には、[3]から始めるとよい。[3]は摩擦音である

から、摩擦が生じないように前舌の高さをやや下げること、また、唇の

まるめを止め、後続母音の唇の開きにすることを心がけるとよい。

cards-cars, beads-beesについて

現代の日本語では、ヅ／ズの区別はほとんどないが、カナ表記で区

別がある以上、もともとあったはずである。英語ではdz/zの区別が音体
系上必要であるので、次のような練習をする必要がある。

on the top of the cars/on the top of the cards 

一方は「車の屋根の上」になり、他方は「絵はがき（ラック）の上に」

ということになってしまう。このdz/zの区別をするには、その表記が示

すように /dz/のほうはまず/d/によって、歯茎と舌先が接触する
ことを知り、その次にすぐ続けて/z/を言うとよい。 一方、 /z/の
ほうは歯茎と舌先とは接触しないで、摩擦が生じることを確認しておく

必要がある。

このような非継続性と継続性の DFは極めて重要な識別するための特

徴である。すでに音素レベルでも述べたように、 B/V、G/Zでも、

識別上の重要な手がかりは、この[+/-continuant]のDFである。

日本語の摩擦性をもつ継続音は/s/であり、この音に[+voice]の

DFを加えて/z/を発音する方法もある。
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3. 4 まとめ

異音の定義をもう一度繰り返すと、母語において、対象言語の音素対

立が特定の音声環境で音素対立が失われることを意味する。

異音について 3章で述べたことをまとめると次のようになる。

l. 2言語間で異音を取り上げるときは、 1言語内とは自ずから異なる異

音の定義が必要である。

2. 2言語間で異音とするのは、 2言語ともに音素対立があるのに、特定

の音声環境になると一方の言語内で音素的対立が消えてしまう現象が

あるがこれを音素と区別して、 「部分異音」と名付けた。

3. 英語の音素が日本語で特定異音になるのは、高母音の前の子音である。

4. 日本語の子音では、継続性と非継続性の対立があまりないので、特に

G/Z, 8/ Vなどの練習を[+/-continuant]のDFを中心に行うこと

が必要である。

5. 一般に日本語では高母音の前の子音は口蓋化する傾向が強いので、

日本語使用者にとって、高母音の前では、口蓋音と非口蓋音との音素

的な区別をつけにくい。

6.EFL学習者は、音素対立よりも、異音のような部分対立を習得する方が

困難である。つまり、特定な音声環境のみにて音素対立があるので、

その区別を習得するのは全体的な対立よりもその習得が困難である。

発音の習慣を変えることは、かなりの練習が必要である。口蓋化／非

口蓋化の対立を出せるようにするには、後続母音が高母音で終わる音節

を意識して区別できる学習段階を経なければならない。部分異音を習得

するには、対象言語のうちから最小対立語を選び、その習得を練習する

とよい。部分異音を検討すると、その大部分は口蓋化音と非口蓋化音と

の対立である。日本語は後続母音が高母音のとき、口蓋化するイ項向が強

い。そこで、次のような近似カナ表記によって、前舌を非口蓋化させる

舌の動きを会得するように指導する。

口蓋化音 非口蓋化音

シ

ジ

二

スイ

ズィ

ネイ

例： C --sea 

vision --Z 

tennis, vanilla 
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チ ティ cheese --tease 

ヂ ナ—: イ G --D 

ツ トゥ twin, two, twinkle 
ッ‘‘ ドり do, deuce, dew 

-90-



第 4章 音声変化（同化現象）と近似カナ表記

前章までは、音素的な概念で記述してきたが、本章では音声変化（主

として同化）を扱う。すなわち、具体音として英語が具現化する際の音

形を近似カナ表記でどのように記述し、実際の音実質に迫ることができ

るかを検討する 。

実際の談話の流れにおいては、母音や子音の脱落現象、弱形への変化、

同化現象による音声変化などさまざまな音形が現われる。綴り字から予

測される発音とは実際は随分とかけ離れていることが多く、 EFL学習者を

悩ませるわけである。特に英語のように子音同士の接触が多く、また強

勢が中心となっている言語では、音節の山 (peak) は明らかでも音節と

音節との切れ目ははっきりとしない。

4. l. 日本語の音節構造

日本語の音節構造は CVで表すことができる開音節構造である。その

種類は次の通りであるが、閉音節および子音連結は音韻的には認められ

ていない。

CV, V, C/j/V, Q, N 

このような音節構造を持っている言語使用者が閉音節や子音連結を豊

かに持っている英語を習得する際、どのようなストラテジーを用いるで

あろうか。

子音連結については、英語の母語話者は単純化 (simplification)を

主に使うが、日本語使用者が英語の子音連結を習得するときは、大抵介

入母音 (epentheticvowel) を使うことが観察される。これを防ぐには

どうすればよいだろうか。 一つの有力な方法は子音連結のいくつかのパ

タンを高頻度語群から選び出して、その特徴を習熟させるのがよい。そ

こでまず英語の音節構造を検討してみよう 。

4. 2 英語の音節構造

英語の音節構造については、最大限、母音の前に子音が 3個（その場

合の始めの Cは/s/に限られる ）、母音の後に 4個がつく 。つまり次の形
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で示すことができる。

CCCV、 vcccc
前者には、 spring, strike, squirrelなど、後者には、 texts, attempt 

sなどの例がある。英語に多い閉音節をまとめて教えることは中間言語の

発達を円滑にすすめるのに有効であると思う。英語の語頭子音連結は次

のようになる。

C C C V 

s p r 

t 

k w 

j 

注： t 1ーは不可能な結び付きである。 Thesky is clear today. 

の文で、 clearの代わりに、*t 1 earを用いても、英語使用者は

clearと判断する。その理由は英語の音素配列においては母音

の前にtl-, dlーが来ないからである。

これらの子音連結よりなる英語の語彙を音節文字であるカタカナを用い

て表記するのは、そのままでは不可能であるが、しかし、小文字は子音

を表すと約束しておけば近似カナ表記でかなり英語の原音に近く表記す

ることができる。

4. 3強形と弱形

4. 3. 1強形と弱形の一般的な規則

現代英語の音声についての最大の特徴は、音節間で強弱の差が大きい

ことである。つまり、強く言う音節は弱く言う音節と較べて、かなり強

く長くまた音調変化の幅が大きい。強勢の伴わない音節の母音は、弱く、

あいまいに発音されたり、またその母音の後に、鼻音や流音が来ると、

母音が脱落し、それらの子音が音節を構成する。その子音のことを音節

子音または成節子音 (syllabicconsonant) と言う。

母音のあいまい音化を定式で示すと次のようになる。

V→ [8] / L口；［三］
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/8/の発生や脱落は一般に機能語 (functionwords) に多い。機能語
は強形 (strongform) と弱形 (weakform) とを持ち、文脈によって、

強形か弱形のいずれか一方になるという特徴を持っている。強形と弱形

の一般的な規則はおよそ次のようになる。

(1)一般に機能語は、強形と弱形を持ち、特別な場合を除いては、弱形

で発音される。

(2)実際の音形は、その語が現われる位置（文頭か文中か、それとも文尾

か）によって決まる。

(3)実際の音形は、その位置によって決まるだけでなく、その次に来る語

が母音で始まるか、それとも子音で始まるかによって、また発話の速

度によって決まる。

(4)上記の (2)(3)を具体的に説明すると次のようになる。

(i) 弱形は、ほとんど文頭か文尾で起こる。

(i i) 文中では、もっとも弱い形をとる。

(i i i)文尾（ときには文頭）でやや強勢が伴うので、強形が用いられ

る。

(i V) 1音節語の弱形の末尾が子音のとき、そのあとに続く語の語頭

音に影響を与える。その結果、後続語の語頭音が子音であれば、

その子音は脱落するか、あるいはその子音の特徴が一部脱落す

る。

(v) 弱形で発音する 1音節語の末尾が子音で、後続音節の出だしが

母音のとき、その子音は発音される。

近似カナ表記はこれらの変化する特徴をできるだけ原音に近く表記で

きなければならない。次項で実際に試みてみよう。

4. 3. 2統語上の制約

前項はPalmerの要約であるが、 Selkirk(1972)やZwicky(1969) など

の記述に見られるように統語上の制約を考慮する必要がある。次の各組

の文を比較すると、文の末尾やその他の切れ目の前、複文における従属

節の前では弱形は取らないこと、また、 itのようなふつう弱形で発音さ
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れる語の前は強形が用いられることがある。また、弱形は前後の音に結

びつきやすく、近似カナ表記でその結びつきを示すことができる。

1) isの弱形。強形

Here's a camera. ([z]) 「ヒア 州 ケアムりラ」

It・s a new one. ([ s]) 「イッツア ヌー りワン」

Is it made in Japan? ([Iz]) 「イズイ（卜） メイ デイン

ヂュ。ペア］」

Yes, it is. ([Iz]) 「イイエス、イリーズ」

2)haveの弱形・強形

I've never seen him. ([v]) 「アイりネヴァスイーツネイム」

You haven't? ([h氾v]) 「1 ヘアヴント」

But I often have. ([h氾v]) 「バライオーフン ヘアが」

Do you have to see him? ([h氾f]) 「ダ l ヘアがタ スイーイム」

3)節の前でおこる isの強形

The fact is that he failed the test. ([lz]) 「州フェアクト

イズセ`・アッ リフェイウ（ド） 附テースト」

cf. The fact's true. ([s]) 「州フェアクッ チュウー」

4) itの前で起こる isの強形

What time is it? ([Iz]) 「ホワッタイ ミズィ（卜）」

cf. What's the time? ([s]) 「ボワッツ州タイム」

5)willの弱形・強形

He'11 come soon. ([l]) 「ヒりカムスウーy」

He will, I'm sure, come soon. ([wll]) 

「ヒウィウ、アイムシュ1、カムスウー'J」

6)canの弱形・強形

No one can do it. ([k8n]) 「ノりりワソ加 ドウーイッ（卜）」

I can. ([k氾n]) 「アイ ケアン」

7)toの弱形・強形

Come with me, if you want to. ([tu:]) 「カムりイズ ミー、

イ7l りワ 'J トウー」

I want to go with you. ([t8]) 「アイりワンタゴりりイズユー」
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英語の弱形を聞き取ることは特に日本語使用者にとってむずかしい。

日本語はどの音節もほぼ同じような強さと長さで発音するため、英語の

弱音はとくに練習が必要である。第 5章でこの問題を取り上げる。

4. 3. 3強形と弱形のまとめ

強形・弱形をもつ機能語を分類すると、限定詞（冠詞を含む）、代名

詞、変化詞、法助動詞、接続詞、前置詞になる。普通は弱形が用いられ

るが、統語上の制約（文末、補文節の前、挿入句、挿入節の前後など）

で強形になることがある。

4. 4 語と語のつながり（連音）

文字学習に慣れていると、語間のスペースをポーズがあるものと誤解

しがちである。実際の談話においては、強勢や情報の軽重、音実質など

が左右し、語の切れ目は必ずしも息の切れ目を意味しないのである。語

と語のつながりについて基本的なことをまとめると次のようになる。

英語は閉音節が多いので、音節の最後が子音で終わることが当然多く

なる。一方、語の出だし音 (onset)が母音のときと子音の時とでは、音

のつながり方がことなるので、便宜上区別して記述する。

つながりの現象は、音節再構築 (resyllabification)である。 EVE

よりもevevのほうが発音が容易であることは広く認められているが、
英語でも#.•• VC#の次に#V... #の音節構造が来るとき、形態素の切れ目を
乗り越えて次のように変化することが少なくない。定式で表すと、およ

そ次のようになる。

# ... VC# + #V ... #→ # ... VtヽCV... # 
このような表記は分かりにくいので、自律音韻論のように音節階層と分

節階層とを分離すると記述がはっきりする。すなわち、上の定式は次の

ようになる。

分節階層： Take it. Can I? 

11 I 11 111 l 
CV 階層： eve vc 

翌¥j¥"f I 
音節階層： sヽ s S'S 
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最終端末： ［ヽtelklt] 「テイケッ」 [kai'naI]「ケアンナイ」
•--.J 

以上は子音と母音との結び付きであるが、つながりの全体としての可

能性をまとめてみよう。まず、 VとCとの結合をすべて示すと次のよう

になる。

1) -V V - : my'a pp 1 e, 1 h i g h'up the "end, 

May Iヽ, theyヽare, sヽayit 

2) -C ln V- : 1 turn'-on, 1 turn fヽf, ,given uヽp,

3) -C 1 V- : ヽkeepit,'break it, , right'-on 

4) -C 2 V- : "-laugh at, "love it,'teach us 

5) -C 3 Vー：ヽa11'i m.、tell'er, there'is, thereヽare
6) -C Cー：加teI taking,'stop, 1stop'pushing, big gヽate

Clは閉鎖音、 Clnは鼻（腔閉鎖）音、 C2は摩擦音、 C3は接近音とす

る。これらのうち、 6)の子音＋子音ではいわゆる同化現象 (assimila-

tion)が起こる。それ以外は、語間のスペースを無視して連続するほう

が普通である。

また、 6)では同化現象を起こすものと起こさずに単につながりだけの

ものがある。例えば、鼻音＋半母音は、 Cln + C 3と分類されるが、 Can
you, Do weなどは、同化現象を起こさないで鼻音が後続母音に連続する。

4. 5 音の弱化と脱落

4. 5. 1 音の弱化

英語では、強勢が伴わない音節では、その音節核の母音が弱音化し、

あいまい母音 (schwa) になる。あいまい母音は、ほとんど[8]であるが、

弱化する母音はその前後の音声環境によって、時には[i](happy, glor 

ious)、または [u](situation, usual) にもなる。

弱母音に[I]や [U]が使われないかと言えばそうではなく、 LPD(1990) 

は、もし、 [a]が使われなければ、[I]になり、 [8]が使わなければ[U]に

なるとしている。その例は次の通りである。

[I] i(ntend), (rabb)i(t) 

[ U J (s ti m) u (1 us) . (ed) u (cat e) 
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4. 5. 2 音の弱化と脱落

機能語では弱形になるとその母音が弱化するだけでなく、脱落するこ

とがある。しかし、脱落する場合でもその音節核母音の持っていた音節

性は失われずに、後続の鼻音 (Cln) または接近音 (C3) に移動し、そ

れぞれ音節子音になる。

これはちょうどアフリカのエサコ語の複数化の規則と似ている。つま

り、 「家」の複数はowa+owaだが、母音連続では始めの母音が脱落し、そ

の脱落した母音が持つ下降調の声認は、後続のowaのOーに付き、上昇調か

ら上昇下降調に変更する。

弱化する音節では、母音が脱落するばかりでなく子音も脱落する。そ

の結果、かなり多くの同音異義語 (homophone)が生じる。それらをまと

めると次のようになる。

a of (fの脱落）， are, ・er (hの脱落）， or

am ・em (t hの脱落）

an and (ctの脱落）

are or, our, a, of. her 

as ・as (hの脱落）

ct'you Jew 

has as, is 

have of (haveのhが落ちた場合）、

heal he'11 

heed he'd 

her a, are, or, of 

I・11 a is 1 e, is 1 e 

o・er or, oar, ore 

of a, have, are 

or・er, a, of 

the there, their 

their the, there 

there the, their 
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we'd weed 

we'11 wheel 

you・re your 

your you・re (英音） yore 

以上は同音異義語のリストではなく、弱化した結果、どのような語と

紛らわしくなるかのリストである。同音異義語のリストは最近の学習辞

典では比較的詳しく掲載されている。

体系的には、人称代名詞のhis, him. herのhの脱落、 be, have, doな

どの動詞の他、 can. may, mustなどの法助動詞などの音の脱落に注目す

る必要がある。その他、口語英語ではprobablyがprob'lyに、 perhapsが

prapsになるような省略形があり、これらは学習辞典に記載されるべき音

声変化である。実際にどの様な音声変化があるかの手がかりは直接観察

することがよいが、小説などの台詞の部分でよく使われている省略形が

ヒントになる。

a friend of mine→ a frenna mine (7 7エソナマイ'/)

I could have seen the show. → I could of seen the show. 

（アイクッタ＾がスイーン州ショり）

など、普通の英語教科書にはないものも、実際の対話やテレビ・ラジオ

などから、あるいは小説の中の対話の部分や劇作品などから脱落の例を

参考にする必要があろう。

Clark-Yallop (1990) は脱落の例として、次のような例をあげている

(p. 123)。
(a) / t /の脱落： fac(t)s (フェク（ツ）ス），

ches(t)s (チェス（ツ）ス）

(b) /d/の脱落： an(d) (アン（卜．．））

(c) /8/の脱落： fif(th)s (7イフ（ス）ス），

six(th)s (スイック（ス）ス）

(d)音節の脱落： Feb(rua)ry (フェプ（ウ 7)りリ），

lib(ra)ry (ライ 7•' (エ）りリ）

これらの脱落の理由は、 (a)では/s/に隣接する/t/は脱落しやすい
(first, next question, next season)、 (b)では、機能語は一般に弱

く発音するので、子音連結の最後の音は脱落しやすい (secondのdはand
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の dほど脱落しない）、 (c)ではthの音はそれ自体粗擦性 (stridency)

が弱く、粗擦性の強い/s/に食われる傾向がある、 (d)では発音のしやす
さから弱い音節を脱落させる、などが推論される。

4. 6 同化現象について

4. 6. 1一般的記述

前項では、日本語使用者が目標言語として英語を選んだ場合、日本語

から英語に至る中間段階で、閉音節の特徴を把握する必要があることを

例証し、ところどころ気を付けるべき発音上の留意点を述べたのである

が、ここでは、英語の談話の流れ (streamof speech)全体の中で、ど

のように変化をしていくかを同化現象として取り扱う。

注：「談話の流れ」はC.C.Fries(1945:3) が用いた

"stream of speech"にあたる訳（太田朗による）である。

談話の流れは、文字に示されたような音形では決して現われない。文

字依存の学習をするTEFL学習者は英語が読めても、聞き取れない、話せ

ないという現象になりやすい。そのようなことができるだけないように

するには、音声変化がどのように現われるのかをなるたけ規則適用の形

で把握しておくことが必要である。本書の立場は音声変化は規則適用に

よる言語行為 (rule-governedactivity) であり、このほうが全体的な

特徴を掴み、新たなデータを解釈する場合においても応用性が高いので

ある。 音声変化を見る場合、便宜上語のレベルと語と語の間と便宜上

分けて考えることができる。語レベルでは音節構造を子音と母音の分布

上の特徴として捉えることができる。しかしながら、文のレベルで起き

る音声変化現象は語レベルで起きる音声変化現象と共通している部分も

ある。つまり、音声変化の基本は語または語間のレベルで考えてよいと

思われる。

英語に共通する主な音声変化は

(1)つなぎの現象（語中、語間）

(2)同化現象

(3)弱化現象

(4)脱落現象

(5)長音化・短縮化現象
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(6) 円唇化

である。これらの現象は、すべて独立しているのではなく、いくつか里

複することがある。一例として、 Iam going to see him. を取り上げて

みよう。最終的には、 I'mgonna see'i m. のようになるが、途中どのよ

うな変化が起きたのであろうか。順を追って規則適応という形で記述し

てみよう。

(1)脱落現象： goingのーingが一in・ になる。

(2)同化現象：一in' がtoの出だしの/ t/に影響を与え、 /n/に同化さ

れてしまう。

(3)弱化・脱落現象： am, to, himはそれぞれ弱化されて次のようになる。

am→ m 

to→ ta[ta]→ na[na] 

him→ ・i m 

(4)短縮化現象： goin' の2重母音[JI]が短縮化し次のようになる。

goin'[gJI]→ [gJn] 

以上のような変化が伴って、最終的には、 1・mgonna see・im. (「ア

イム ガーナスイーイム」）のようになる。このような変化は、英語に

ついて共通面があるので、体系的に取り扱うことが可能なので、以下の

項で検討する。ただし、つなぎ、弱化、脱落現象は前項で取り上げたの

で、以下では同化現象に焦点を当てて検討する。

4. 6. 2同化現象の一般的特徴

音声Aと音声 Bとが連続した場合どのような変化をするであろうか。

音声変化の具体的な可能性は、 3通りである。つまり、 /A/が/B/
に影響を与え変化する場合と、 /B/が/A/に影響を与える場合、 ／
A/と/B/が相互に影響を与えて、別な音に実現する場合である。っ
いでながら、 Ladefoged(1982) によれば、ロマンス系の言語が前者が多

いのに対して、英語は後者が多いとし、それぞれ、持続的言語 (perse-

verative language)、予測的言語 (anticipatorylanguage) と名付け

た。その部分を引用すると次のようになる。

"In general, English may be said to ba an anticipatory lan-

guage--that is, one in which the articulations of the sounds 
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yet to come are anticipated to some extent. Some other lan-

guages, such as French or Italian, are perseverative in that 

the articulation of one sound tends to persevere, or contin-

ue, into the following sound.1)(1982, p. 53) 

予測的言語では当然逆行同化が多くなるが、具体的な用例を検討する

前に同化現象を規則化してみよう。

(1)音素Aがその後続音素 Bによって影響されるのを定式で表すと次

のようになる。

/A/→ [A']/ /B/ 
この規則に属する例は、 Ladefogedの指摘にある通り、きわめて英語に

多い。この現象は逆行同化 (regressiveassimilation) と言われている。

(2)音素 Bが先行音素Aに影響される場合を定式で表すと次のように

なる。

/B/→ [B'] //A/ __  _ 
この現蒙は進行同化 (progressiveassimilation) と言われている。

(3)音素Aと音素 Bとが相互に影響し合って、第 3の 音素 Cに属す

る音形になることがある。これを定式で示すことがむずかしいが、敢え

て示すと次のようになる。

/A/→ [ C]← /B/ 
この現象は相互同化 (reciprocalassimilation) と言われている。

(4) また、共起するDF相互の影響を規則化するには、 X, yのほかに

zを設けなければならない。つまり、次のように修正するほうが望まし
し＼

A→ B / X t------] Y 
z 

これらの具体例を実際の発話から取り上げてみよう。

4. 6. 3 逆行同化： /A/→ [ A'] / ___  / B / 

1. /n/→ [n] / ___ /8, o/ 
tenth「テンス」， anthem「エア］・サム」， Chrysanthmum 

n 
「クイセアりスマム」、 inthat「イ 'Jネアッ （卜）」，

on the wall (ア（一）ンナ・りウオーウ」，
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an'then「7ン・ネ')」
f1 

注： in that以下は調音点から見たならば逆行同化である

が、 DFの[+nasal]から見ると、 thーが鼻音性を帯びてい

るので進行同化である。ここでは一応伝統的に逆行同化

の中に加えた。

2. /n/→ [m] / ___ /b, m, p/ 
bed a_n・breakfast「ペッダ'/7, エッ（ク）ファスト」．

more an more「モーアム・モー7」

pen an'penci 1「ペンナム・ペンスウ」

3. /n/→ [!)] / ___ / g/ 
Go an'get it. 「ゴウ了ンゲーリッ」

4. /t/→ [ t ] / ___ / 8. 6 / 
e『ghth「エイ（卜）ス」. at that「ア（卜）ゼアッ（卜）」
n n .. 

cut the cake「カッ（卜）サケイク」

5. /d/→ [d] / ___ /8, 6/ 
11 

said the man「セッドザメア'J」, Did they? 「ディゼ
ィ」n'-'n'-'

6. /1/→ [ 1 ] / ___ / 8, 6 / 
n 
wealth「りウェウス」， health「ヘウス」

注：il/s, z/の後に歯間音が羹た場合、逆行同化はしない。
Gimson (1980:297) では、 wasthereのwasの/z/が歯間

音化するのは正しくない (incorrect) としている。

一般に、歯擦音 (sibilant) 自体のもっている音質

は歯間音に比べてはるかに強いので、影響されにくい

という理由が考えられる。

7./m, n/→ [ !:) ] / ___ / f, V / 

nymph「ニン7」, comfort「カムファト」，

infant「イムファント」

逆行同化は後続音の調音点が決め手になる。一般化すると、次のように

なる。

/A/→以 place]/ ___  [メplace]
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notebook「ノウ (7).・ブッ （ク）」， good0 pen「グッ（ぺ ）ペ'j」, good'' 

girl「グッ（ド）ゲ～アウ」， good゚man「グッ (I.)メアン」などはこの一般化

の定式に従えば、 nobebook, goop pen, goog g i r 1, goom manのようにな

る。

一方、この一般化の式は母音による影響も説明することができる。例

えば、 key/ki:/と car/ka:r/を比較してみよう。音素/k/は前者で
は高前母音の影響下にあり、後者は低奥母音の影響下にある。その結果、

次のような同化現象が生じる。

V 

/k/→ [~] / ---[一 back]

V 

→ [ k] / ___  [ + back] 
＋ 

4. 6. 4 進行同化

進行同化 (/B/→ [ B'] //A/ ___)で典型的な現象は、複
数規則変化({Z 1}とする）、 3人称単数現在の語尾変化({Z 2}とする）

、規則動詞変化({D}とする）である。それらを記述してみよう。 変

化を示す規則には順接規則 (conjunctiverule) を用いるのがよいのだ

ろうか、それとも離接規則 (disjunctiverule) を用いるとよいのだろ

うか。優れた規則はできるだけ小数の記号で最大の現象を述べる、いわ

ば文学の世界では俳句のようなものが優れたものと仮定すると、離接規

則のほうが簡潔で優れた規則になる。また、規則には適用順序 (applic

ation ordering) を設けると、最後の規則にelsewhereを用い、音声環境

を述べなくてすむことになる。それぞれの規則は次のようになる。

) Z 1 l /s, z/ 
→ [lz] / ____ (1) 

¥ Z 2) /(t)J. (d)召／

/p, t, k/ 
→ [s] / 

/f, 8/ 
→ [z] / elsewhere 

）

）

 

2

3

 

（

（

 

-103-



t D 1→ [Id] / /t, d/ ____ _ (4) 

→ [ t] / rp, k/ J----(5) 
/f, s, J. tJ/ 

→ [d] / elsewhere (6) 

それぞれの具体例は次の通りである。

(1) buses, buzzes, oranges, kisses, touches 

(2) stops, eats, cooks, roofs, cloths 

(3) goes, ends, maids, plays 

(4) waited, visited, ended 

(5) cooked. laughed, wished, passed, touched 

(6) opened, burned, stayed 

進行同化で多く生じるが、あまり気づかれていないものに、子音連結

内で起こる無声化現象である。つまり、 C2C1Vにおいて、 CZが無声子

音のとき、 C1は一部無声化 (partiallydevoiced)する。具体例は次の

通りである。

play, pray, t~y, clean, cream, fIY, f_}Y, s應a11. s臼
J;I 0 

なお無声化の現象は、ふっぅ逆行同化のなかで取り上げられているが、

ここでは進行同化の無声化の現象を取り上げた。

4. 6. 5 相互同化

相互同化のうちで、比較的多いのは次のような場合であるが、これは、

相互同化でなく、 /j/の前の口蓋化 (palatalization)であるという
考え方もある。

/t,d,s,z/+ /j/→ [ t J. d 3, I. 3] 
具体例は次の通りである。

aren・t you (アー了ンチュー） Aren't you happy? 
‘ーノ
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don't you (ドウンチュー）

won・tJOU (りウtウげュー）
didn'tyou (ディドンチュー）

wantyou (ウワンチュー）

letJOU (ンレッチュー）

did you (ディヂュー）
、一

CO U l d'--y OU (クヂュー）

should._you (シュヂュー）

would you (りウッヂュー）
ヽ

lend you ('Jレ］ヂュー）
ヽ

miss you (ミッシュー）
＼ 

Don・t you know'im? 

Won・t you have some? 

Didn't you 1 ike it? 

l want you to help me. 

I'11 let you go. 

Did you watch the pro-

gram? 

Could you call me again? 

Should your friend come, 

Would you open the win-

dow? 

Let me lend you the book 

I miss you very much. 

これらの相互同化を表す定式はどうすればよいだろうか。

一線上で表そうとすると次のようになる。

/A/→ [ C]← /B/ 
これを階層的に記述するともっと分かりやすい。

正書法： I miss you. 

音声表記： [ a I 'm I s j u J 
関連： [s] [j] 

＼／  

相互同化： [I] 

この現象を相互同化と捉えなければ、次のような定式が成り立つ。た

だし、その場合、 /j/を随意的に削除する定式が必要になる。
/s/→ [I]/_/ j / 

4. 6. 6その他の音声変化

前段では音声変化をその方向性という立場から検討したのであるが、

ここでは、出力として出てくる音実質という立場からその主なものを取

り上げる。

英語は予測的な変化が多いということは事実であるが、 EFL学習者はも
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ちろん、英語母語話者も気づかない同化現象があるので、ここで取り上

げる。

Clark-Yallop (1990) はsawあるいはsueの出だしのsは後続の円唇母音

の円唇性を予測して、円唇で発音されることを述べているが (p. 122)、

円唇の/s/を示す記号がないために、無視されてしまうイ項向がある。精密
表記にはどこまで精密に表記すべきか切りがないかもしれないが、表記

する態度としてはできるだけ精密に観察されたままを表記することが望

ましい。

一方、簡易表記の立場では、予測できる音声変化は表記の上からはで

きるだけ省いて、予測できないものだけに絞って簡潔に表記するという

態度である。 EFL学習者は入門期においては、その予測力が十分に備わっ

ていないので、本章に表記したような比較的精密な表記を活用し、予測

性を高めることが望ましい。以下において、上記以外で重要な同化現象

を取り上げる。

4. 6. 6. 1無声化1)

一般に無声音が後続するとその前の有声音は無声化する。 ofcourse 

のofの[-v Jはcourseの[k-]の影響で無声化する。
/vi→ [f]/ _____ /k/ 

これを広範囲に適用できる規則とするには、次のようにする。

[+ voice]→ [-voice]/ ____ [-voice] 

4. 6. 6. 2口蓋化と軟口蓋化

日本語では子音のあとに高母音がくるとその影響で子音が口菟化 (pa

latalization) を起こす。英語にこの習慣を持ち込んだ場合、音素的区

別には差し支えないが、より自然な英語をはなすためには、口蓋化しな

いように気を付けなければならない。口蓋化しやすい語は、近似カナ近

似カナ表記でが有効であることを例示すると次のようになる。

tennis「テネィス」， near「ネイ 7」, neat「ネィート」，

tea「ティー」， C「スイー」

口蓋化を避けるためには舌先の位罹と前舌の位置に注目するとよい。す

なわち、前舌が口蓋につかないようにするには、舌先をややまっすぐに
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立てるようにして、舌先だけが歯茎につくようにするとよい。例として、

she-sea. juice-Zeus, G-Zなどの区別ができるようになるとよい。

軟口蓋化 (velarization) はdark1の前の母音で起こる。 bill, tell 

milk, filmなどの前母音は、軟口蓋化の影響で奥舌が軟口蓋に近づくた

め、前舌の位置はより低い位置を占める。近似カナ表記では、 「ベウ、

テウ、メウク、フェウム」のように示したのはそのためである。

4. 6. 6. 3円唇化

日本語では「ワ」しか円唇として発音するものがないため、日本語使

用者は英語の発音で、唇を十分にまるめないことが多い。円唇を必要と

する英語の音素リストを予め用意するとよい。母音の中で円唇を必要と

するのは/u:, U, oU, o: (英音）， J:, J (英音）／であり、子音では、

/tJ, d3, I. 3. r, w/である。特に/w/の円唇にさらに円唇母音がつく
とむずかしいので、 woman, wood, wolfなどの語を練習するのがよいだろ

う。また、円唇音を発音する場合はすでに前より円唇の構えをしておく

ことも自然に英語を話すためには必要である。 Japanの語頭音は円唇であ

るが、発話前に円唇運動を始めているとよいし、また、 twine, twinkle 

などの発音も同様に、 W の前の tの発音時に円唇をしているとよい。

4. 6. 6. 4長音化

他の条件が同じであれば、切れ目の前、及び有声音の前の母音は、無

声音の前の母音より長くなる。定式で示すと次のようになる。

j # 1 
V→ [ + long]/ ____ [ + voiced] J 

この定式から、 safe-save, seat-seed, bet-bedなどが、たとえ語末の子

音が十分に聞こえなくても識別できることになる。この定式に関係して

留意すべきことは、子音自体の長さである。有声子音の前の母音は長く

なるが、有声子音はそれ自体無声子音と較べて短い。これを表記上に示

すとすれば次のようになる。つまり、 t自体の長さは dよりも 2倍長い

が、その前の母音を短くする作用もあり、全体の音節の長さはどちらも

ほぼ同じということが示される。

seat l[si?t:J 
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seed [ s i : : ct ] 

4. 6. 6. 5気息音と未開放音

無声閉鎖音はすでに述べたように、音声環境によって気息音が伴った

り、不完全破裂つまり未開放になったりする。体系的に取り上げると次

のようになる (/t/の異音については重複）。

1. /p, t, tS, k/→ [p凡 t凡 tJ凡い］／＃――---V 
2. /p, t. tJ, k/→ [ p) I t i , t I . . k i ] / # / s / -----V 
3. /p, t, tf. k/→ [ p ., , t O , t J , k "] / _____ C or # 

これらは閉鎖音として同じような音声変化をすることが明かであるの

で、一つの規則にまとめることもできる。

このうち、 3.は随意規則 (optional rule)で、適用するかしないかは、

その場の状況、発話速度、強詞度などによる。

閉鎖音が破裂に至るまでには、接触 (contact) 、(2) 保持 (hold) 、

開放 (release) の3段階となる。このうち、第 2段階で次の音に移れば

未開放破裂になる。実際には、後続音に閉鎖音が来ると、未開放破裂に

なることが多い。その例には次のようなのがある。

madness, kindness; thicken, bacもn; organ, wagもn

なお、母音が脱落するとその前の破裂音が未開放破裂になることがある。

Z w i cky ( 1 9 7 2 , p 2 8 7 ) は、i n t e s t゚江al 、L a f'和 i s t , mono t如Y, bo t如lYを
例にあげている。これらを近似カナ表記で表すときは、 （ ）に未解放

破裂子音を入れて表す。

4. 6. 6. 6鼻腔破裂と側面破裂

破裂音のあとに鼻音や側音が来た場合、未開放破裂音になることが多

い。破裂音と同じ調音点をもつ (homoorganic)鼻音が連続すると、その

破裂音の調音位置が、口蓋帆の上側と鼻腔壁との間に移り、破裂によっ

て生じる呼気は鼻から外へ出る。破裂音本来の口腔内の閉鎖はそのまま

維持される。これがいわゆる鼻腔破裂 (nasalplosion) である。これを

習得するには、口腔内の調音点をしっかり接触させたままで、軟口蓋が

咽頭壁から勢いよく離れることによって破裂を出すようにせねばならな

い。次の図はその理解を助けるのに役立つ。
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口腔

この図を頭に入れて次の語を練習するとよい。

/p/+/m/ top倫OSt I top0 mode 

/p/ + /n/ happren, op"en 

/b/+/n/ ribbvon, cab~in 

/t/+/n/ cott゚on, but eon 

側面破裂については、関係する音は/t,d/である。この後に/1/が
来ると、舌先を共に歯茎についたままにして、破裂する位置を舌の側面

にもっていく。これを側音破裂 (lateralplosion) と言う。舌先は調音

途中には口蓋から離れないようにすることが大切である。

側面破裂は、音節子音の時 (cattle, medal)だけでなく、後続語の音

節の出だしにも (at庁as, at0last, regardless, bad''light)起こる。し

かし、これも随意規則で、シアトル在住の人たち (Seattleite) はSea-

(tt) leとtを省略して、

「スイエアウ」

のように発音することがかなり多い。

4. 6. 6. 7声門破裂音

声門破裂音 (glottalstop) は声帯の間で起こるが、英語では、音素

的な価値を持たず、特に強調するときなど母音の前で生じることがある。

しかし、方言では、破裂音の代わりに用いることもあり、たとえ破裂音

が声門閉鎖音で代行されていても聞いて理解できることが望ましい。

標準的な方言でも、相互同化現象の代わりに声門閉鎖音が使われること

を筆者は観察した。たとえば、

I'm glad to meet you. 
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を言うのに、

I'm glad to rnee? you. 「アイムグレアッタ ミー・ユ」

また、 Aren'tyouを言うのに、

Aren? you「アー了ン・ユ」

という英語母語話者に接したこと少なくない。

また、無声舌先音の tが鼻腔破裂音（既出）となるときに鼻音の前に

声門破裂音が伴うことが多い。例えば新聞売りがカーディフのローカル

紙、 ECHOを言うとき、完全に『 ekoU]とは発音せず、より楽に発音できる

ように、 ['e?oU]のように、声門閉鎖音を/k/の代行に、さらには、 /e/,

/oU/の母音を全部鼻音化して [e?oU]のように言うこともある。

4.6.6.8 tの弾音化の規則

アメリカ英語の特徴の一つである、 tの弾音化をLPD(1990)は記載し
た。一般には語中で母音に挟まれた/tiは弾音化 (flapping) されるとさ

れるが、強勢が関与し、 'mili,taryとかMediterraneanなどアクセントが

「前弱、後強」のときは生じない。一方、 2語にわたるときは、 itis' 

right out, shut upなどでは弾音化が生じる。

また、 notat all の場合は、 atの tは気息音を伴って発音されたり

（英音に多い）、声門閉鎖音で発音されたり、弾音化が起こったりして

いる。

弾音化を説明するのに、例えば、 Kahn(1976)の考えによれば、 /t/が

両音節に跨がれば弾音化が見られるというのである。これを両音節性

(ambisyllabicity) と言う。

forty, shelterなどの/tiにも弾音化が見られるが、母音に挟まれてい

ないのでどうして弾音化が生じるのかの説明が必要である。この説明は

rと1の前の母音にそれぞれ、 r-coloring, 1-velarizationが影響し、

そのあと rと1はそれ自体脱落していると考えると、母音化の弾音化の

説明が有効になる。

弾音化した場合、例えば、 writerとrider, bitterとbidder. metalと

rn eda lなどの区別がどうなるかであるが、言語学者間で、意見が異なる。

まったく同じように発音するという人も、母音の長短で区別するという

人もいる [R.P. Stockwel 1談］ （この場合は長音化規則を弾音化規則の
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前に適用しなければ説明ができない） 。

4. 6. 6. 9その他

これまでは同化現象を個々に取り上げたが、そのほかにも、進行同化

と逆行同化とが同時に起こる場合もある。例えば、 tr yのような語頭

連結がよい例である。つまり、調音点からみれば、 /t/は後続音の
/ r/の影響で歯茎音から歯茎口蓋音 (i.e. [c]) に後退するので、逆

行同化であるが、調音法からみれば/t/のDFのひとつ無声性 (i.e. 
[-voice])が後続の/ r/を一部無声化するので、進行同化である。こ

れを近似カナ表記で、 「チュアーイ」のように示すと英語らしい発音が

得られる。

また、 isが [I z ]から [z Jまたは[s Jに同化するのは、どの
ように説明したらよいだろうか。説明の方法には、母音の脱落があって

それから無性化するという説明、もう一つは、強勢がなくなると同時に

母音が脱落するという同時的な説明である。ここでは後者の立場をとる。

それには、強勢が弱くな って母音脱落が起こるという上記 (4) に示

した同時同化 (simultaneousassimilation)を適用しなければならない。

つまり、弱くなると、母音脱落が起こることを示すわけである。以下は

その現象を明示する定式である。

[ I z〕→ [ z] or [ s ] / [―=-~~~~~~] 

以上の他、同化現象や音声変化はいろいろあるが、ここでは、これま

で筆者が直接観察したなかで、比較的多く反復される同化現象を取り扱

った。本章で明らかにしたのは、音声変化の具体的な特徴を捉えるには

精密表記が望ましいが、日本語を母語とするEFL学習者には近似カナ表記

がかなり有効な働きをするということである。
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4. 7音声変化の規則に関するまとめ

英語の談話の流れに生じる音声変化は決して偶然のものではなく、絶

え間なく反復するパタンに従って行われる場合がほとんどである。近似

カナ表記は個々の単語の特徴や 1回 1回の発話の手がかりには役立つが、

英語の音声体系の把握には不十分なところが少なくない。そこで、英語

の音声体系に共通する重要な多くの特徴を音声規則の形にまとめておく。

EFL学習者はなるべく早い機会に近似カナ表記から離れても、英語の一般

規則から、自信をもって英語が聞き取り発音できるようにならなければ

ならない。

音声特徴に関する規則はリズム、音調、強勢、母音、 2重母音、子音、

音節、同化、脱落、綴り字と音声、に分かれる。これらは最も頻度の高

い基本的なものである。

1) リズム (rhythm, Rhy) に関する規則

Rhy-1 (強弱に関する関する規則）

一般に、リズムグループは強勢のある音節から始まる。強勢がない音

節から始まる場合は、休止拍があると考えると、リズムがとりやすい。

例： a) ● • • ● • • ● • 

/Jack is as /busy as/usual. 

「ヂェアック イズ 了ズ ピズイ 了ズ 1ウージュアウ」

b)● . . . . •• 

I x I'm as /busy as/usua 1. 
「アイム 了ズ ビズイ アズ 1ウージュアウ」

Rhy-2 (強勢等間隔の規則）

強く発音される音節はほぽ等間隔に現われ、弱く発音される音節はリ

ズムの構成には直接関与しない。

例：し Janeis ¥ here.JI 

IIJane has been I託re.II 
II Jane'11 have been I h白re.Ii 

Rhy-3 (強勢移動の規則）

語末に強勢のある語のあとに出だしが強勢で始まる語が後続すると、

語末の強勢は前方に移動する。
I 

例： New YorkのあとにCityがくると、 NewYork Cityのように強勢は
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Newに移動する。

2)音調 (intonation, Int)に関する規則）

Int-1 (音調の種類の規則）

音調は原則的には陳述には下降調（ヽ）、疑問には上昇調(~、不
完全な文には平坦調（→)を用いる。

例： This isn't for sale.、
This isn't for sale? Y 

This isn't for sale. → (but you may take it.) 
Int-2 (文中の切れ目に関する規則）

文中の切れ目では、平坦調が用いられるが、実際はやや上昇する。下

降上昇調を用いることも少なくない。

例： Her apartment has, I'm sure, a wonderful location. 

Int-3 (米音と英音の音調の区別に関する規則）

米音は波型が用いられるが、英音では最初のアクセントのあるところ

が高く発音されるので、階段型ということができる。

例：米音： L止rn厄 tQ_hay_~_叶五打汀図い~-yo~
↑―，ー・、

英音： I'd 1 i ke to have a ta 1 k w「thy石u.
3)強勢 (stress, Str)に関する規則

Str-1強勢と品詞に関する規則

強勢をもつ語は品詞別では名詞、動詞、形容詞、副詞の 4つである。

強勢をもたない語は、代名詞、助動詞、前置詞、接続詞、冠詞である。

しかし、疑問代名詞、指示代名詞、否定詞などは強勢をもつ。

Str-2第 2アクセントに関する規則

多音節語では、米音は第 1アクセントのほかに第 2アクセントを用い

るが英音では第 1アクセントのみである。

例： second送ry(米音）、 s~condary (英音）
secretary (米音）、 s紐retary(英音）

Str-3音調核に関する規則

一つの文、または長い文ではその一句切りの中には最も際だつ部分が

あり、これを音調の中心、または音調核と言い、強勢がもっとも強くな

る。音調変化が伴わない強勢のある箇所は第2番目に強く、強勢が伴わ
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ず、あいまい母音でない箇所は第 3番目に強く、あいまい母音の箇所は

一番弱い。

例： Learn it by heart. 

2 4 3 1 

Str-4強勢のレベルに関する規則

一般に、形容詞十名詞で名詞句を構成する場合は名詞が形容詞よりも

強い。しかし、名詞または形容詞十名詞で、合成名詞 (blackboard)を

作る場合ははじめの名詞または形容詞のほうが、後の名詞よりも強い。

例：名詞句 名詞

bl釦kb6ard (黒い板） b 1~c kbさard(黒板）
sleeping b;fby sl(eping c沿

（眠っている赤ちゃん） （寝台車）

硲mand6ctor (女医） woman d合ctor(婦人科医）

Str-5 強勢連続の規則

A B Cと強勢が連続すると、強勢の段階はAが2番目、 Bが3番目、 Cが1番

目になる。 231 

例： This is BBC. London. の文では、 BBCになる。

Str-6品詞に関する規則

一般に名詞、動詞、形容詞、副詞は強形で発音するが、代名詞、助動

詞、冠詞、前置詞、接続詞は弱形で発音することが多い。

例： I bought a new pen at the store yesterday. 

弱強 弱強強弱弱強 強弱弱

Str-7強形と弱形の音声環境に関する規則

一般に文中の場合は弱形になり、文末や切れ目の前では強形になる。

しかし、文頭では強形に近い形になる。

例： Where're you from? (文末のfromは強形）

I・m from London. (文中のfromは弱形）

Str-8母音脱落と成節子音に関する規則

[m, n, 1J, I. r]の前のあいまい母音は脱落することが多い。例えば、
someはsmになることが多い。脱落する母音はあいまい母音であり、その
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後の子音は [m, n, n, 1. r]である。

例： ribbon, certain, wagon, classical, hospital, brother 

4)母音 (vowel, Vow) に関する規則

Vow-1 音質に関する規則

日本語は「イー」と「イ」 「ウー」と「ウ」は長さによる差であるが、

英語の/i:/と/I/、/u:/と/U/はむしろ音質による差である。 /I/と/U/は
それぞれ、 「エ」と「オ」に近く発音される。

例： seat-sit pool-pull 

feet-fit fool-full 

Vow-2 強弱に関する規則

弱く発音する母音は、いわゆるあいまい音となり、舌の位置は中央中

位の自然な位置になる。ただし、語末で綴り字がくy)の時、また、母音の

前では [i]に、綴り字がくu>の時には [u]になる

例： away「ア・りウェイ」， Takea look. 「テイカルック」

happy「ヘアッピ」， create「りイ・エイト」

influence「イッフル7ンス」

Vow-3前母音のうち低母音に関する規則

map, hat, catなどの母音は日本語では、 「メアップ」 「ヘアット」

「ケアット」などのように、近似カナ表記では、 「エア」で表すことがで

きる。

5) 2重母音 (diphthong, Diph)に関する規則

Diph-1 2重母音内の規則

母音が二つ連続すると前の母音が長く強くなり後の母音は弱く短くな

る。

例： late「レーイ（卜）」， note「ノーウ（卜）」， high「ハーイ」，

now「ナーり」

Diph-2 中向き 2重母音に関する規則

英音では母音にあいまい母音がついたものを中向き 2重母音とするが、

米音では母音+rと解釈し、 2重母音の中に加えてもよい。
例： India, air, tour 

6)子音 (consonant, Con)に関する規則

Con-1 n tに関する規則
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tについて：米音では/n/のあとの/t/は[n]のようになる。
例： international「インネ7ネアシュナウ」，

winter「りウィンナ」, gonna (< goin' to) 「ゴーナ」

Con-2 母音間の tに関する規則

米音では、母音に挟まれた tは日本語の「ラ行音」のようになる。
例： waterは「りワーう」のように、 pickit upはpickid upのように

なる。

Con-3 母音+1に関する規則

母音の後の 1は「ウ」に近くなる。また、 1はその前の母音に次のよ

うな変化を与える。

例： milkは「メウり」、 fi 1 mは「フェウム」などのように変化する。

Con-4 rに関する規則

rは唇を丸め、舌先を口蓋のどこにもつけないで発音する。円唇に注

目し、 right などでは「りライト」が英語音に近い。

Con-5 lとrに関する規則

1は舌先を歯茎につけたまま、声を舌の側面から出してから舌先を離

す。それに対して rは舌先をどこにもつけず、舌先を歯茎よりも後ろ

（歯茎型口蓋）に近づけるだけである。唇は丸まる。

例： long-wrong「'Jローンクーりローンゲ」，

light-right「'Jライトーウライト」，

clash-crash「クレアシュー9エアシュ」
Con-6 t hとsとの区別に関する規則

thは舌の先を両歯の間において摩擦音を出すのであるが、それが困難

なときは、 thが音質上弱く、 Sが音質上強いことに注目し、 thank/sank

の区別はカナ表記で tアンク／ス Iァンクのように近似音で表す。

例： thick (スイック）一sick(スイック）

7)音節 (syllable, Syl) に関する規則

Syl-1 子音連結tr-,drーに関する規則

tr-. drーはそれぞれ「チュ」、 「ヂュ」で表すと英語音に近くなる。

例： Trick or treatは「チュイッカチュイート」、

(Don・t)drink・n driveは「（ドウンヂュイ 'J。9ンヂュアイが」
のように示す。
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Syl-2 語末子音に関する規則

語末または音節末でその次が子音の時、閉鎖音の [p,t, k]などはそれぞ

れの調音点で閉鎖する。つまり、破裂する音は聞こえない。

例： topはto'、batはba'、cokeはco・ のようになる。

Syl-3 音節内の子音未開放のルール

閉鎖子音が連続すると、はじめの閉鎖子音は破裂されず、調音器官の

接触だけに終わる。

Syl-4 子音連結の l, r無声化の規則

p, t, kの後に l, rがあるとそれは無声化する。
例： play, pray, try, clean, cruel 

Syl-5 音節再構築の規則

前の語が子音で終わり、次の語が母音または半母音で始まるときは、

その子音と母音とが結合して子音＋母音の新しい音節を構成する。

例： Take it. → Ta-k (e) i -t. (テイ・ケッ）

8) 同化 (assimilation, Ass)関する規則

Ass-1 気音に関する規則

単語の出だしの [p,t, k]は強く息がでる([+h])。

例： p(h)en「7゚へy」, t(h)en「トエ 'J」， c(h)ake「クエイり」
Ass-2 相互同化に関する規則

歯茎で出す[t,d,s,z]のあとに口蓋で出す[j]がくると、その中間の歯

茎口蓋音[t f. d 3, f. 3]になることが多い。
例： meet.....,,you「ミーチュ」， don't_Jyou「ドウンチュ」；

did you「ディヂュ， coulもyou「クッヂュ」，
woulもYOU 「りウッヂュ」， didn'tyou「ディドウンチュ」
miss you「ミーシュ， isyour「イジュア」，

does your「ダジュア」などにその変化が見られる。

Ass-3 順行同化に関する規則

無声子音の[p,t, k, f, s]のあとの子音はその影響を受けて無声化する。

例： play「アレイ」. true「チュウー. class「りレアス」， fly「7ライ」

slow「スロウ」

これらの例に見られるように、近似カナ表記では、無声化の表記はで

きないので、表記をするのであれば、精密表記に依存しなければならな
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い。

Ass-4 逆行同化に関する規則

子音が二つ連続した場合、後の子音は前の子音に影響を与える。すな

わち、

a)無声音の前の有声音は無声化される。

例： of course, a cup of tea, a matter of fact 

b)歯間音の前の歯茎音は歯間音化される。

例： an them, chrysanthmum, wea 1th 

in that, on that, and then, at that 

c)また唇歯音の前の唇音は唇歯音化される。

例： infant, comfort, in fact 

d)歯茎鼻音は後続子音が、 /k/,/g/であると、軟口蓋音に なる。

例： ink, corning and going 

Ass-5 長音化・短音化に関する規則

無声子音の前の母音は短縮される。

Ass-6 鼻腔破裂に関する規則

t nまたは dnは舌先は歯茎についたままで、軟口蓋の背面と咽頭壁

との間で破裂音が生じることが多い。

例： certain, Britain, garden, sudden 

9)脱落する音 (drop, Drp)に関する規則

Drp-1 人称代名詞の hの脱落に関する規則

弱く発音するhis, him, herのhはふつう脱落する。また、 heのhは文

中では脱落することが多い。

例： in his hand、inher handは、それぞれ、 in・ishand、in・er

handのようになる。

Drp-2 i ngに関する規則

ingは in'に縮まる。 goingtoはgoin'toとなり、 goin'noになり、

さらに弱まってgonnaのようになる。

1 0)発音器官 (articulator, Art) に関するもの

Art-1 唇に関する規則

唇を丸める音は、英語では、母音の 5種 (u:, U, oU, J(:), JI)、子

音の 6種 (w, tJ, d3, I. 3. r) ある。
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Art-2 舌先に関する規則

英語の [t, d, n]は舌先だけが歯茎につくが、日本語は舌先と前舌も口

蓋につくので英語らしい歯切れが出にくい。 「タチッテト」でなく「タア、

テイ、トウ、テ工、トオ」のように子音と母音の区別をするとよい。

Art-3 口蓋音と非口蓋音とに関する規則

many, any, tennisは「メニ」 「エニ」 「テニス」よりはむしろ、 「メ

ネィ」、 「エネィ」、 「テネィス」のほうが英語に近い。

1 1)綴り字 (spelling, Spl) と音声に関する規則

Spl-1 つなぎに関する規則

子音で終わる語に母音・半母音で始まる語がつくと、両語はつなげて

発音することが多い。

例： Can you? Is it? 
ヽ J

TakeJ t.yasy (ティ・ケッ・リーズィ）のようになる。

Spl-2 語末の母音文字に関する規則

e, oが語末にあると、アルファベットの呼び名で発音する。

例： be, me, we, apostrophe, catastrophe: veto, video, radio, 

potatoなど。

ただし、語末の eは固有名詞では、 [el]のようになる（例： Pele, 

Kobe, Hakoneなど）。

Spl-3 語末の eに関する規則

語末の eが発音されないときはその前の母音字をアルファベットの呼

び名で発音する。

Spl-4 子音字で終わる語の母音に関する規則

子音字で終わるか、子音文字が連続すると、その前の母音は短母音で

発音される。

例： rate-rat, Sam-same, diner-dinner, 

super-supperなどに長母音一短母音の対立が見られる。

Spl-5 接尾辞からアクセントを予測する規則

(a)接尾辞の直前にアクセントがあるもの

-i ty: sincerity, curiosity 

-tion, -sion: relaxation, invasion 

-logy, -logist: biology, zoologist 
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-ious, -eous: mysterious, instantaneous 

-ial: immemorial, bicentennial 

-ian: vegetarian, phonetician 

-ual: usual, in tel lecutal, individual 

-tial, -cial: confidential, circumstancial 

-ics: mathematics, economics 

-scent,-scence: acquiescent(-ce),convalescent(-ce) 

-tis: bronchitis, appenticitis 

(b) 接尾辞の 2つ前にアクセントがあるもの

-ize: dramatize, televize, cinematize 

（例外： Americanize, systematize) 

-ate: estimate, educate, approximate 

(innate, translateなど 2音節語はateのほうにアクセン

トがあるのが普通）

-ite: dynamite, parasite, satelite 

(c)接尾辞自体にアクセントがあるもの

-ee: exam i nee, interviewee emp 1 oyee 

-ade: barricade,. crusade 

-aire: millionaire, doctrinaire 

-eer: fronteer, engineer, mountaineer 

-ese: Japanese, Chinese, motherese 

-esque: picturesque, arabesque, romanesque 

-ette: cassette, cigarette, 

-ier: chandelier, brigadier 

-eur: entrepreneur, chauffeur, connoisseur 

-eque: technique, unique 

-ever: however, whoever 

-mania: kleptomania 

-oo: kangaroo, bamboo, shampoo 

Spl-6 母音からアクセント位置の予測に関する規則

語の終わりから 2番目の音節の母音が長母音か 2重母音であると、そ

の箇所にアクセントがある。
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例： balalaika, proposal 

Spl-7 子音からアクセント位置の予測に関する規則

終わりから 2番目の音節に 2つ以上の子音が連続していれば、その前

の母音にアクセントがある。

例： agenda, romantic, statistics 

Spl-8 近似カナ表記に関する規則

本書の 2部では見出し語に簡易表記を／／内に、精密表記を［］内に入

れてあるが、発音の説明に新たに考案したカナ表記を用いた。カナ表記

は発音記号の補助手段であって、発音記号が読めれば、カナ表記は不要

になる。ただし、英和辞典や教科書などに用いられている発音記号は簡

易表記なので、正確な音形をその簡易表記から読みとるには予め音声学

の知識が必要である。読者の便のため、発音記号とカナ表記の一覧表を

掲げる。近似カナ表記は発音記号を読みこなす前段階として活用する。

a)太い文字はアクセントがあることを示す。

b)小さい文字は子音または弱母音を示す。

c)スラー (slur)は音がつながることを示す。

d)チ、ヂ、ツ、ヅは舌先と口蓋が接触することを表わす。

e)シ、ジ、ズは舌先と口蓋が接触せず、摩擦だけになるものとする。

f) ( )はその中の音が完全に発音されないことを示す。

Spl-9次の文字は黙字である。

<b> comb, doubt (ただし、 indubitableには bが復活する。）

bomb (ただし、 bombasticでは bが復活する。）

<c> indict[Indait]. victuals[vrt)lz] 

<d> handkerchief. handsome, Wednesday 

<e>語末の<e〉はSpl-2

<g> diaphragm, campaign, paradigm 

<h> honest, honor, rhythm, oh 

<k> know, knot, knee 

<l> palm, Lincoln, colonel, calf, almond, Holmes 

<n〉 autumn, hymn (t. こtごし、 hymnal)
<p> psychology, Ptolemy, pneumonia 

<s> island, aisle, demesne 
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<t> castle, Christmas, chestnut 

< w > w r on g, w r i t e. w r i t t en , Gr e en w i c.h 

Spl-10次の複合文字は同じように発音される。

<b>, <bb> 

<c>, <ck〉

<d>, <dd> 

<g>, (gg〉

<l>,<11> 

<rn>, <mm> 

<n>, <nn〉

<p>, <pp) 

cab, ebb 

arc, back, 

b 1 ood, b 1 adder 

bag, egg 

lily, silly 

theme, summer 

ruining, running 

perhaps, happen 

<q> <qu〉, <cqu〉 Iraqi, queen, acquisition 

<ss〉 <sh〉

<t〉,<th> 

<z>, <zz> 

Spl-11 alの発音の規則

mission, dish, 

Tom, Thames 

amazing, dazzling 

alの綴り字は[J: 1]と発音される。

例： also, almost, always, talk, tall 

Spl-12 aにrがつくときの規則

a+rの発音は[o:r]になる。

例： car, hard, park 

Spl-13 e, i, u, oにrがつく規則

e, i, U, 0にrがつくと、その発音は [8:r]になる。

例： hers, girl, turn, work 

ただし、 orはstorm[stJ:rm]のようになることもある。

これらの規則はごく基本的なもの、頻度の高いものである。綴り字と

音声との関係についての研究はすでに多くなされており、ここでは、筆

者が重要と思うものに限ってルールとしてまとめてみた。本格的な綴り

字と発音の関係を取り上げたものには、安井 (1955)がある。なお、こ

の規則集は一部修正されて、 『英語発音・聞き取り上達辞典』 （アルク

社）として、 1993年5月中旬に出版された。
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第 5章 3 3四角形モデルの実証と効果

5. 0 以上述べた新しい 33四角形モデルの効果があるかどうかを実証す

るのが本章の目的である。近似カナ表記の効果を使っていくつか授業で

試してみたが、発音指導に効果があったと思う。そのいくつかを例示し

よう。

5. 1発音是正のための近似カナ表記の活用

日本語と英語との音声体系が異なるため、いくつかの学習上の困難点

がある。それらの主なものを取り上げて発音矯正を試みた。

(1)目標：母音介入 (epenthesis)を避けるために

問題点：学習者は語と語の切れ目に母音を入れる傾向がある。例えば、

I 1 i ke it. の文が[al laiku Itto]のようになる。

対処：近似カナ表記で、［アイラーイケッ］のように表示し、母語の音

体系からの独立を考えた。同様に、 Takeit easy. が、 [telkuItta 

i : z i]のように母音が介入するので、 ［テーイケッ リーズイ］のように

示して練習させると、自然な英語が言えるようになった。

(2)目標：強弱の差をつける。

問題点：学習者は、どの音節も日本語のように同じ長さで同じ強さで発

音する傾向がある。例えば、 information、communicationなどは日本

語にもなっているせいか、 「インフォメーション、コミュニケーショ

ン」のようになるので、平板な感じがする。 「通じればよい」という

のが第一に必要だが、一つの言語はあるまとまった音声体系があり、

それを把握しないと、部分的なところでしか通じない英語になりかね

ない。

対処：「インファメーイシュン、カミューナケーイシュン」とアクセン

トのある音節を際だつようにして板書すると学習者に強弱のリズム感

が生まれた。

-123-



近似カナ表記のよい点は、アクセントのある音節を全部太く示すこと

ができるというところにある。現在、日本の学習辞典で示されているア

クセント表示はアクセントのある音節のうち、音節核音の母音の上に左

下がりの短い線をつけるだけであるが、学習者の中にはアクセント記号

のついた部分しか強くないと思いがちであり、音節全体が強くなること、

またアクセントを伴う音節が長くなることを知らせるには近似カナ表記

が役立つ。

(3) 目標：日本語にない音素対立を意識させる。

問題喜： Japanは日本人の英語学習者はたとえ正しい発音記号を見せても

「ソャパン」に近い。

対処：出だしの/d3/は英語では/z/と対立する。そのため、 「チ」の
濁音「ヂ」と「シ」の濁音「ジ」と区別することが必要である。そこ

で、 「ジャパン」と「ヂュ・ペアン」を対比してzとGの出だしの音
と比較させながら、 /d3/の音声的実感をもたせるようにした。

(4) 目標：語と語とのスムーズなつながりをもたせる。

問題点：学習者は語と語との切れ目を意識し、語の後に介入母音（無声

母音の「ウ」が多い）をつけて発音しがちである。

対処： I like it. を「アイライク イット」のようにせず、「アイ ラ

ーイ ケッ」と表す。日本語では CVの結び付きが強いので、近似カナ

表記でその連続を表すと、語と語とのつながりがスムーズになった。

5. 2近似カナ表記の反応

筆者の提唱した近似カナ表記 (1991b) を発音指導に使っている方から

反応が来ているので紹介しよう。

反応 1: 特にtry.driveなどの tr -, d rーに「チュ」 「ヂュ」を用

い、それぞれ、 「チュアイ」、 「ジュアイ」のように示したように、介入

母音がなくなり、円唇が伴って、母語話者の発音と区別がつかないよう

な発音ができるようになった。生徒はこれまでTrickor treat. を 「ト

リック オア トリート」のように発音していたが、 「チュイッカ

チュイート」のように示すと、学習者に急に元気が出て英語らしく発音で
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きた。

反応 2 : 英語発音が困難とされてきたが、この方式のカナ表記で障害

が取り除かれたようだ。文字革命とでも言えるのでは。特に tr yを

「チュアイ」としたのは卓見である。

反応 3 : 「近似カナ表記」にしたがって発音してみると、不思議なほ

どネイティブに近い発音ができることに驚く。

反応4 : A ET  (英語指導助手）にこれまで行っていた発音と「近似

カナ方式」による発音の両方を聞いてもらったところ、ネイティブも驚

くような違いがでた。

反応 5: 授業に取り入れたところ、特に 1年生は、自己流の発音がま

だできあがっていないこともあって、上達ぶりが早いように思う。

反応6: 中学3年生の比較的英語のできる子たちにとっては興味深い

練習でもある。

反応 7:Take it easy. を「ティケッリーズィ」のように板書して発音

させたところネイティブの発音と同じようにスムーズにできるようにな

った。

以上のように、基本的に是認する意見ばかりではない。この方式で問

題なのはjudgeなどの最後の音を「ヂュ」とするのならば、 drink(「ヂ

ュインク」の出だしの音）と同じになってしまうことである。 /d3/と/d

r/は異なるべきである。やはり、 driveは「ヅライヴ」とするのがよい、

という意見である。筆者は英語に至る途中の段階として、やはり「ヂュ

ァイヴ」としたい。その理由は次の 3つである。第 1は、 t/d+ /r/は体

系的に取り扱うべきで、 trが「チュ」であれば ctrも「ヂュ」とした

い。もし、 driveを「ヅライヴ」とするのであれば、 tryは「ツライ」と

しなければならず、明らかに母音介入を認めることになる。第 2の理由

は、 rの音質は母音的性質を持ち、舌先は母音と同様に口蒼に接触しな

い (Jakobsonet al. (1952)は/r/を/8/の非音節核母音と解釈している）。
第 4の理由は、音声上の類似性である。両者の違いは程度問題で完全

に識別する手がかりがない。わずかに、前者は舌先音がやや強く、後者

は円唇がやや程度が大きいくらいである。第 5は配列上からの理由から

である。 /drー／と/d3/との最少対立がないので後者の音を前者に置き変え

-125-



ても伝達上差し支えない。最後に他との関連である。 driveを「ヂュアイ

ヴ」と示すことによって、母音介入を避け、円唇を意識させ、 r音の特

徴も掴ませるという波及効果があるのである。つまり、英語音に至る踏

み台としてはこちらの方が役に立つ。

近似カナ表記の使用に対して反対論もある。例えば、いかにカタカナ

式英語から英語らしい英語に発音指導をしようかと努力していたのに、

音声を専門とする人間がカタカナを奨励するとはけしからんという意見

である。しかし、本論で繰り返し事例をあげて説明しているように、い

わゆるカタカナ英語でなく、発音記号を正しく解釈し、精密表記で表さ

れるべき音声変化を、学習者のための「近似カナ表記」であることを述

べれば、たいていは分かっていただけた。もう一度繰り返せば、近似力

ナ表記はむしろカタカナ英語を排除し、英語らしさにできるだけ迫る試

みなのである。しかし、もちろん直接英語に接してそのように発音でき

る学習者には不要であるが、日本語使用によるいわば日本語的なフィル

ターができあがっているのが普通で、それをまずそれを改めないとなか

なか英語音がそのまま耳に入らないのである。近似カナ表記は、日本語

学習者がが大変役に立つのである。

ただし、上記のような感情的な意見も出るのはやむを得ない事情があ

る。それは生徒が自分自分でカタカナを勝手に教科書につけてみたり、

英和辞書で単語毎についているカタカナ表記をそのまま文に用いたりし

ているからである。

本論で用いたように、目標言語の音素対立を一定の原則のもとに識別

しており、また、英語の特徴の一部一例えば、語末の tは聞こえないこ

とをカナで示す、強弱の差をカナの濃淡で表すーなどをカナ表記の可能

性をしめしたことで、中間言語にカナ表記がいわば仲間入りをさせたと

いうことは、段階別習得ということにつながるであろう。

Trick or treat 

精密表記： [lcrikむ cヽr・!?t]

近似カナ表記：「チュイッ・カ チュイート」

簡易表記： [trfk Jr trf:t] 

カタカナ英語：「トリック オア トリート」
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以上見てきたように、カナ表記でも、音素レベルよりもかなり上位の

段階まで表記できることが明らかになった。しかし、カタカナにはどう

しても扱えない部分がある。それらをまとめると次のようになる。

(1)英語では一字で表せるのに、近似カナ表記では 2文字、 3文字

で表さなければならない。

(2)音質の差を、 「イー」／「イ」のように長音を示す記号でしか

表せない。

(3) カナの種類はきわめて限られており、／氾， a, J, ,'¥, 8, 祝

8, 6, I. 3. り／など表記することはほとんど不可能である。

以上のような理由で無理があるが、現在のところ、学習者が目にする

簡易表記を正しく解釈して発音が行われていないことが多い。正しい解

釈を得られやすくするためにも近似カナ表記が役立つ面が十分あると思

う。 Japanを一例として、簡易表記の中に含まれる一般規則を明らかにし

てみよう。

[d⑰ "p氾n]の簡易表記には、

d3 は円唇 ([+round])

a は母音の弱化 (vowelreduction) 

p は気音化 (apiration)

氾 は鼻音化 (nasalization)

、p氾n は強勢付与 (stressassignment)が含まれるが、多くの学習者
はそれを読み取ることができないでいるのである。

そこで、筆者は簡易表記は正しい音解釈ができる学習者が利用できる

ものと位置づけ、その前段階で、近似カナ表記と精密表記を用いること

がよいと主張したい。このような主張はイギリス音声学者の間でも行わ

れている (Hallidayet al. (1963))。近似カナ表記はいわば英語の音に

至るための踏台である。踏台があるほうがないよりもよい。次項では、

筆者が近似カナ表記の効果をさらに調査するために、大学で試みた実験

とその結果である。
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5. 3 実験の目的と方法

5. 3. 1実験の目的

本研究で提唱した 33四辺形モデルが実際のEFL学習者の音声体系習得

に効果があるかどうかを実証することを目的とする。

5. 3. 2被験者と時期

実験は大学生を対象とする。その理由は大学生の大部分は、発音記号

を正しく解釈し英語らしい発音をするものがごく少数であり、発音矯正

を必要としているということ、および 33四辺形は音声習得の過程だけ

でなく、音声矯正にも効果を発揮することを実証したいからであった。

時期と被験者は次の通りである。

1)平成4年5月14日午前9時15分より 10時半まで東京女子大学生 2年「音

韻論入門」受講者65名、

2) 同日午後3時45分より 5時まで、筑波大学「総合科目、音声学の世界」

受講者52名、

3) 5月18日午前10時10分より 11時25分まで同大学「総合科目、音声学」

受講者25名

以上の 3つの学習集団である。

5. 3. 3実験の方法

最初にオリエンテーションを行い、被験者に対して、日本語を苺語と

して使用している者はその音声体系と異なる英語の音声体系を習得する

にはかなり大きな意識の変革が必要であること、ただし、こちらの説明

することをよく聞き、こちらの言う通りに発音器官を動かせば、この時

間の終わりには全員の発音が英語らしくなるばかりでなく、自信をもっ

て英語を発音できるようになること、という趣旨を話し、被験者から協

力を得る態勢を作った。

実験の実施には二つの方法をとった。一つは、箪者の説明と被験者の

演習を行った後、挙手またはアンケートによって、被験者の感想を聞く

やり方、もう一つははじめに被験者の発音をテープに取り、 1時間の説明
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と演習が終わった後、同じ被験者の発音をテープに取り比較し、有意な

向上が見られるかどうかを測定する方法である。

5. 4 仮説

実験の仮説を次のように設定する。

「日本語使用者は 33四辺形モデルを理解した後、カタカナを併用し

発音記号を用いながら、短時間で、英語音を弁別的に、また自信をもっ

て発音することができる。」

5. 5課題

5. 5. 1課題1.音素識別：

音素識別は本研究の第 2章で取り上げた日英語の音素体系の差のうち

からとくに次の項目を選んだ。

(a)/1/vs./r/ 

light--right 

load--road 

(b) dark 1 

milk, else 

(c) /th/ vs./s/ 

led--red 

loot--route 

He is sinking.--He is thinking. 

(d) /b/ vs. /v/ 

I have a boat.--1 have a vote. TB--TV 

5. 5. 2課題2.部分異音の識別

部分異音識別は本研究の第 3章で取り上げた特定の音声環境における

英語音素対立のうちから、代表的なものとして、 /i:/または/u:/の前で
の子音音素対立を実験項目に選んだ。この区別は日本語使用者にとって

は単なる音素対立よりはむずかしいことが推測される。

(a) she--sea 

(b) G--Z 

(c) juice--deuce--Zeus 
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5. 5. 3課題3.音声変化と音のつながり

音声変化と音のつながりは本研究の第4章で取り上げたが、日本語使

用者にとって、習得しづらいのは、 2語にわたる音声変化と連続である。

つまり、子音同士が連続すると、特に閉鎖音同士が連続すると、はじめ

の閉鎖音が不完全に発音されたり、または脱落したりすることがある。

実験には頻度の高い挨拶の言葉を取り上げた。

(a) Good morning. 

(b) Good afternoon. 

(c) Good evening. 

(d) Good night. 

また、日本語使用者は音連続が一般に苦手である。つまり、 2語にわ

たる場合、最初の語の末尾が子音で、後の語の頭が母音の時は、英語と

しては自然にCVの連続となるのが自然な談話の流れであるが、文字配列

のイメージが影響するせいもあり、 2語を独立して発音する傾向がある。

本実験では、頻度の高い、 /n/で終わる語の次が母音で始まる語との音連
続を取り上げた1)。

(e) one another 
、一(f) when I was young 
ヽ

5. 5. 4課題4.リズムと音調

英語の個々の発音がたとえ英語らしくなっても、全体としての流れが

よくないと英語には聞こえず、単に「英語に似た外国語」としか聞き取

られないこともある。そこで例として次の語句を課題に選び、強弱を区

別して発音しているかまた音調の中心となっている部分を十分卓立させ

て発音しているかどうか、またその指導効果を調べることとした。

(a) We.lcome to Japan 

(b) Jack and Betty 

(c) Take i t ea sy. 

(d) Hello. 

(e) How do you do? 

(f) Ladies and gentlemen 
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5. 5. 5課題5. 子音連結

日本語では子音連結がないため、英語の子音連結をcvcvのように
母音を介入する條向がある。課題として次の問題を取り上げ、果して近

似カナ表記が効果があるものかどうかを実験で調べることとした。

(a) Trick or treat 

(b) distribute 

(c) contribute 

(d) electricity 

(e) Don't drink and drive. 

以上の課題を成し遂げるためにそれぞれ次項に述べるような音素体系

の説明と学習上の手がかりを与え、その効果を検討することとした。

5. 6課題達成の手段の提供

5. 6. 0概念設定

音体系の説明は次のように行った。

(1)日本語も英語も人間が使うという意味で共通面が多い。日本語は決し

て特殊な言葉ではなく、言語の普遍的特徴をいくつも備えている。

(2)子音はその調音点を最も簡潔に前後関係で捉えると、唇に関する音、

舌先に関する音、それ以外の音の 3種類に分類することができる。これ

はどの言語も同じである。

(3)子音は上顎のある部分と下顎の部分との接触、摩擦、接近のいずれか

である。つまり、狭めの距離は 0、 1、 2のいずれかであり、これを距

離理論ということもできる。この距離理論によれば母音は距離が 3とい

うことになる 2)。

(4)子音の分類は、調音点から前後の3区分と調音法から上下の3区分の
組合わせによって明確にできる。

(5)舌の先を用いて発音する閉鎖音（距離0)、摩擦音（距離1)、接近

音（距離 2) は、それぞれ、 In; t , d : t I. d 3/、/8, o ; s. z ; I. 3/、 /1; r/ 
とし、前後関係を明らかにする。

(6)接近音のうち、円唇を伴う/w/は、母音の/u:/ともっとも近いところ
に位置づけ、 (w)と示し、唇音を第一義的とする立場から、 wを唇音のと
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ころに示す。

同様に/j/は前後関係では/w/と同じく 3の中に入れ、 /i:/ともっとも
近いところに位置づけた。

(7)母音の 33四辺形を子音分類表と/j/と/w/に近いところに結合する。
母音表には第 5章で示したものを解説し、子音と母音とを統合したモデ

ルを板書する 3)。

(8)強弱とリズムについては、線と点で、また太字と細字で示す。強勢を

伴う音節は呼気圧が強くなり、その結果、その部分の調音が相対的に長

くなることを線で示し、また太字で示す。

(9)音調の高低変化は強く発音される音節で生じる。その部分は音調曲線

で示す。

(10)誰でも日本語を話しているものは、日本語の音素体系を少し変更す

るだけで英語音に近づけることができる。英語音を客観的に観察するこ

とができるようになれば英語音の方言差も自由に駆使できるという趣旨

の話をし、カタカナを活用しながら、自信をもって発音するように励ま

す。

5. 6. 1課題1.音素識別：

(a)/1/vs./r/ 

light[ソライト］一right[りライト］

1 ed [ソレッド］―-red[ウレッド］

load [ンロウド］―-road[りロウド］

loot[ンルート］一一route[ウルート］

(b) dark l 

milk[メウク], else[エウス］

(c) /th/ vs./s/ 

He is sinking. [スインキン］］

He is thinking. [スインキンが］

(d) /b/ vs. /v/ 

I've a boat[ポウト].I'vea vote[ヴォウト］．

TB[テイビー］―-TV[テイヴイー］
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5. 6. 2課題2.部分異音の識別

(a) she[シュイー］―-sea[スイー］

(b) G [ヂー］―-Z[ズィー］

(c) juice[ヂュース］―-deuce[デゥース］――Zeus[ズウース］

5. 6. 3課題3.音声変化と音のつながり

(a) Good morning[グ・モー了ネィング］

(b) Good afternoon[グ・デアーフラヌー,]

(c) Good evening[グ・ディーヴネィンゲ］

(d) Good night. [グ・ナーイト］

(e) one another[ウ了ンナソナー州］
ヽ

(f) whei:i I was young[ホウェン・ナイリズ・ヤンゲ］
J 

5. 6. 4課題4.リズムと音調

(a) Welcome to Japan[ウェウクム タ fュ・ペアン］
[ ___ . 、]

(b) Jack and~et~y[ ヂェアックンベーリ］
[ ____ • ヽ~]

(c) Take it easy. [テーイケッリーズイ］[___ .、<IJ 
(d) Hello. [ハロウ、 ・＼］

(e) How do you do?[ハウ ダ 1 ドか一］

［＿＿＿．．＼］ 

(f) Ladies and gentlemen 

［ンレイディ・ス` ・ツ・ヂ1エントり・メン］

[ ---- . . "¥ .. ] 
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5. 6. 5課題5. 子音連結

(a) Trick or treat[チュイッカ・チュイート］

(b) distribute[ディス・チュイ。ビュート］

(c) contribute[加・チュイ・ビュート］

(d) electricity[イレり・チュイ・サティ］

(e) Don・t drink and drive. [ドウン・ヂュインク 'J• ヂュアイり］

5. 7実験の結果

5. 7. 1テープの比較

52名のクラスの27名について実験前の発音と実験後の発音と比較した。

被験者には初めには英語の正書法で書かれたものを見せて発音してもら

い、実験後に同じ被験者に同じ箇所をカナ表記で補充したものを見せて

発音してもらい、後で比較検討した。最初の段階では被験者のうち、正

確に発音できたのはGoodnightだけの 1名だけであとの26名はそれぞれ

日本語式に発音していた。

実験授業後、テープで確かめたところ、 route. thinking, TV. voteに

は依然日本語の特徴が見られたが、あとの全ての項目に向上が見られた。

しかし、この 4項目に関しても、最初の時に比べて、発音の仕方に元気

があり、カナ表記を使ってもう少し練習をすれば、ネイティヴの発音の

レベルに十分到達することができるように推測される。

課題 1(a)/1/vs. /r/ 

1 i gh t [ンライト］―-right[りライト］のようにカナ表記を加えて発音させる

と実に見事に 1/rを区別して発音できるようになった。

(b) dark 1 

milk[メウク］、 else[エウス］、 film[フェウム］のように表記を加えて発

音させると英語母語話者に変わらないように発音できた。発音した被

験者自身も驚くほどであった。

(c) /th/ vs./s/ 

thは依然強く発音する1項向があり、その癖をとるのにはもう少しの練
習が要る。

(d) /b/ vs. /v/ 
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boat[ポウト]/ vote[ヴォウト］、 TB[ティビー]/TV 

［ティヴィー］の区別はむずかしく Vがどうしても閉鎖音のようになりや

すい。

課題 2(a) she[シュイー］―-sea[スイー］では区別ができるようになった。

(b) G [ヂ―J--Z[ズィー］の区別は良くできるようになった。

(c) juice[ヂュース］―-deuce[デゥース］――Zeus[ズース］の区別も比較的

容易にできるようになっていた。

課題3. 音声変化と音のつながりは、初めの時は、 goodnightしかできな

かったが、カタカナを使わせた結果、みな自信をもって次の 4つを言え

るようになった。

(a) Good morning[グ・モー7ネィング］

(b) Good afternoon[グ・デアーフタヌーン］

(c) Good evening[グ・ディーヴネィンり．．］

(d) Good night. [グ・ナーイト］

特に顕著な伸びはつながりの自然さである。カナ表記に従って、音連

続を上手に言えるようになった。これはEFL学習者のうち日本語話者に多
くみられる現象で、 1時間の練習のうち、わずか数分で、 (a)"-'(f)のつ

ながり音が自然に出るようになったのは意外だった。

(e) one another[ウアンナンナー州］、
ノヽ

(f) whe~ ッ~was young[ホウェン・ナイリズ・ヤング］

課題4.リズムと音調

リズムの表記は色々あるが、このように示すことによって、より自然

に元気良く言えるようにさせることができた。リズムを覚えるのに強く

言う音節は線で、弱く言うところは点で示したがこれは日本語からのEF

L学習者によく役立つ。被験者はいきよいよく発音できることに歓びを感

じているようだった。特に音調核のところで特に際だって発音すること

が今までなかったらしく、新しい発見の喜びを感じたようだった。この
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ような簡単明瞭な表記は特に入門期において、英語発音の習慣づけのた

めにもっと採用されても良いのではなかろうか。今後はさらに音調曲線

がなくても英語らしくリズムと音調が言えるようになることが望ましい。

課題5. 子音連結

(a) Trick or treatは手助けがないと、どうしても「トリック オア

トリート」となりがちである。このように母音が入るのを防ぐために

は思い切った表記上の手助けを考える必要がある。箪者はこれを［チュ

イッカ・チュイート］、

(b)のdistributeを［ディス・チュイビュート］、

(c)のcontributeを［加・チュイビュート］などのようにしたが、被験者は

英語らしく発音できたことに驚いた。

そこで(d)のelectricityも［イレク・チュイ・サティ］のように、 (e)のD

on・t drink and drive. を［ドウン・ヂュインクン・ヂュアイヴ］として練

習させたところ、一様によくなったことに驚いた。テープでも見違える

ように聞こえたのには意外だった。この驚きは筆者ばかりでなく、実験

に参加した学生も同様に感じたのである。そのことは以下に示したアン

ケートで被験者の生の声を参照していただきたい。

5. 7. Z実験の結果報告

テープで実験前と実験後に同一学生に同じところを言わせ録音させ、

比較検討したことろ、ほとんど例外なく、英語として自然な発音の方向

に近づいたことが確認された。特に/r/を習得させるのに、はじめに、軽
く「り」をつけて唇を丸めるようにし、舌先を上につけないようにと言っ

ただけで、 /r/が英語らしくなったのはうれしい喜びであった。 /1/につ
いてはまだ説明上の工夫が必要であるが、中学・高校での実験を行い、

より効果的な説明と練習を課してみたい。

なお、以上の実験の結果を具体的に実証するために、第1回目の録音と

第2回目の録音結果をはじめは耳で聞いて確かめ、その差を0,+, ーで示し、

特に進歩したのは＋＋で示した。耳による判断が確かかどうか調べるため

に音声分析機器、サウンドスペクトログラフで確かめたが、耳による判
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断は狂っていなかったことが明らかだった。

表における略号については、 preーは説明以前、 postーは説明後を表わす。

数値の0は日本語式発音、 1は英語に近い発音に変化したことを示し、 2は

完全に習得したことを示す。 gainsは向上度を表わす。向上度の＋は向上

したことを示し、＋＋は特に向上したことを示す。実験の結果を表にする

と次のようになる。

preーは説明以前、 postーは説明後を表わす。数値の0は日本語式発音、

1は英語に近い発音に変化したことを示し、 2は完全に習得したことを示

す。 gainsは向上度を表わす。

向上度の＋は向上したことを示し、＋＋は特に向上したことまたは 2項目

とも向上したことを示す。

課題 1音素識別

pre- post- gains 

(a) 1/r 1. /1-r/ 0-0 1-1 ＋＋ 

2. /1-r/ 0-1 1-1 ＋ 

3. /1-r/ 0-1 0-2 ＋＋ 

4. /1-r/ 0-0 1-1 ＋＋ 

(b)-1 1. /11/ 

゜
1 ＋ 

2. /el/ 

゜
1 ＋ 

(c) s/th 1. /s-8/ 0-1 0-1 ＋ 

(d) b/v 1. /b-v / 1-0 1-0 ＋ 

2. /b-v/ 1-0 1-1 ＋ 

課題 2異音識別

(a) sh/s 1. / f-s/ 0-0 1-1 ＋ 

(b)G/Z 1. /d3-z/ 0-z 1-1 ＋ 

(c) j/d/zl. /d3-d-z/ 0-0-0 1-1-1 ＋ 

課題 3音声変化と音のつながり

(a)-d m-1. -C C-

゜
2 ＋＋ 

(b)-d a-2. -C V-

゜
1 ＋ 

(c)-d e-3. -C V-

゜
1 ＋ 

-137-



(d) -d n-4. -C C- 1 1 

(e)-n a-5. -C V- 0 2 

(f) -n I -6. -C V- 0 . 2 ++ 

課題 4 リズムと音調（強調文字は音調核のある音節）

(a) w w w S O 2 ++ 
(b) S w S w O 2 

(c) S w S w O 2 

(d)w S . 0 2 

(e)S w w S 1 0 

(f)S w w S w w O 2 

課題5子音連結

(a)tr- 1. 

(b)-str-2. 

(c)-ntr-3. 

(d)-ktr-4. 

(e)dr- 5. 

。＋＋ 

＋＋ 

＋＋ 

＋＋ 

＋＋ 

cc-
-CCC-

-CCC-

-CCC-

cc-

2

2

2

2

2

 

0

0

0

 
o
 o
 

＋＋ 

＋＋ 

＋＋ 

＋＋ 

＋＋ 

以上の数値から判断できることは、

る発音記号がよく活用されておらず、

まっていたことである。

しかし、カタカナや強弱（線と点） ・高低（音調曲線）の表示によっ

て、日本語使用者のほとんどは英語らしい発音を習得し得ることが明ら

かになった。特に1/rの区別、音変化、音のつながり、リズム、子音連結

に向上が見られた。中でも子音連結はカナ表記が極めて効果的であった。

1/rの区別については、前者には「ン」をつけて発音させ舌先及び舌葉

と歯茎との接触時間を長くして 1音につなげるやり方、後者には「り」を

つけて円唇運動から r音につなげるというやり方であるが、被験者はこ

のやり方に賛成した。 1名だけ l音につなげる場合には「ン」よりは

「イ」または「1」をつけたほうがよいという意見があり、箪者の担当し

ている「英語音声学概論」の学生に意見を聞いたところ、 23名が「ン」に

賛成し、 8名が「I」に賛成した。どちらをつけるにしても、要は両者を

区別できるようになることであり、やりやすい方法を学習者自ら探すべ

これまでは学習辞典や教科書にあ

英語の発音は日本語式のままに留
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きものであろう。

音変化に関しては、綴り字に影響を受け、実際は 1音なのに、 2音ま

たは 3音として発音していた被験者がおり、今回のカナ表記で実際の音

に開眼したものもいた。

音のつながりに関しては、頻度が多いのは、 an(d) I, when I. when 

(h) e, in it, on itなどである。被験者の発音は、日本語の「ン」の影

響を受けて、 /n/は舌先が歯茎にしっかりついておらず、 /n/は後続母音
とつながることすら知らなかったものが多かった。カナ表記でこのこと

を示したところ、全員が自然な英語音のつながりで発音することができ

た。

リズムについては、強弱を示すのに点と線がきわめて効果的で、被験

者はアクセントを単に強く発音しさえすればよいと考えているものが多

かった。アクセントのある音節は自動的に長くなることを伝えたところ

興味深く練習に励んだ。

子音連結については、被験者は日本語の影響で子音のあとに母音を入

れる傾向が強かったが、カナ表記の工夫によって介入母音を除去するこ

とに成功した。

反省として、説明によって発音が悪くなった項目に、 Howdo you do? 

がある。悪くなった理由は、被験者がカナ表記にこだわってかえってゆ

っくり発音したせいであろう。これを解決するには、カナ表記を「ハウ

・ダ・ 1・ドり一」とするのではなく、 「ハりヂュ・ドり一」とすれば良か

ったのではないかと思う。また、カナ表記を使わなかった場合、例えば、

... do you do ... の文字連鎖を見ると EFL学習者は、語と語との間に不必

要な切れ目を入れようとしたり、また、初めのdoと後のdoとの間に強勢

や音調の違いがあるのを無視して、どちらも同じように発音しがちであ

る。これを除去するためにカナ表記を使うわけであるが、例えば、 「・」

で切れ目を示すと学習者は実際に切れ目を置き、全体をゆっくり発音し

がちになるので注意が必要である。折角の発音を壊すことにならないよ

うにカナ表記は慎重にするべきであろう。

今回の被験者でGoodnight. とHowdo you do? が説明前で思いの外良く

できたのはどう説明すべきであろうか。おそらく被験者には馴染み深い

表現で、すでに局部的に定まっている、いわゆる idiomaticpronunciat 
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ionとなってしまっていると考えられる。一例か二例がよいからと言って

も一般化することはできない。以下において、耳による判断の確認とし

て、スペクトログラムを証拠として提出する。

且し
I ， 
J f'¥ I I'¥ 

~ 

図5-1. loot-rootのスペクトログラム。 1/rの区別がほとんどなく、ス

ペクトログラムでも差は認められない。
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図5-.. 4. (Don・t)drink and drive. の第2回目のスペクトログラム。介入母

音が無くなり、自然な英語発音になったことが認められる。

5. 7. 3アンケートの結果

東京女子大の実験群65名全員は次のような質問形式とした。 a)従来の

JonesやGirnsonなどの英語音声学がやはりよいと思うもの、 b)従来方式の

のJonesやGirnsonなどと 33四角形の中間言語モデルのどちらでもよいと

思うもの、 c)3 3四角形の中間モデルがよいと思うもの、の 3つに分け

て意見を聞いたところ、 a)またはb)がよいと答えた非験者は零で、全員

がc)がよいと答えた。その主な理由は、わかりやすい、すっきりしてい

る、日本語から入りやすいなどである 4)。
筑波大学では52名のクラスと 25名のクラスで実験を行い、実験終了後、

カードにそれぞれの意見・感想を書かせた。その結果、ここでもほとん

ど全員が 33四角形を用いた中間言語モデルをよいとする意見・感想が

集まった。また、これまで、非験者はどのようなところに発音の悩みを

もっていたかも明らかになった。以下において、アンケートの分類結果

を示す。便宜上、 52名クラスを (A) とし、 25名クラスを (B) とする。

5. 7. 3. 1近似カナ表記の利用について

英語の発音は難しいと思っていた。しかしコツをつかんで日本語をう
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まく利用すれば、それほど難しくなく発音できるのだとわかった。 (A-

1-2) 

中学校の英語の参考書などでよく、カタカナによるルビがふ ってあっ

たのを覚えているが、それに比べてこの表記法は、はるかに役立つもの

だと思う。将来この表記法が実用化されれば、よりネイティヴ・スピー

カーの発音に近づける人が多くなると思う (A-7-6)

英語と日本語とは別物でなく、カタカナでも英語の発音ができるもの

だと感心した (A-1-3)

今まで発音ができなかった音が発音できるようになって良かった (A-

8-3) 

日本語、特にカタカナも捨てたものではないという日本人としての立

場からの実感を強くもてた気がする。日本語は世界の中でも役だたずで

異端な存在なのではないか、と我々自身が思っている現在の状態の中で、

この論は一石を投じることになると言って過言ではないと感じる (A-3-

2) 

カタカナだと、わりとわかりやすくネイティヴの発音に近づけるなと

思った (A-2-6)

英語のカナ表記については目新しく面白いと思った (A-4-4)

カタカナ表記を利用することによって、よりネイティヴ・イングリッ

シュに近づけていける事が出来てびっくりした。自分が少しずつ、発音

を区別していけるようになるので、これなら海外へ行かなくても、国内

で、しかも自分で発音の勉強が出来ると思う (A-9-3)

カタカナ表記というと抵抗があったのだけれど、説明とうまくあいま

って、わかりやすく、発音ができたのには驚いた (A-3-3)

今日の授業を聞いて、日本人が英語に入っていくには、カタカナでい

った方がよいのではないかと思った (A-7-4)

最初カタカナで英語の発音が書けると聞いたときは信じられなかった

が、実際にその通りに発音してみると、普段よりもずっと英語らしい気

がした。ただ、音素識別以外はあまり、あまりにも煩雑で一般化されに

くい面があるのではないかというのが気になった (A-10-5)

カタカナと四角形を使って非常にわかりやすく発音法の説明はすばら

しかった (B-1-6)。特に受験英語でエレクトリシティと覚えていた私に
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とっては目を覚まされるような実習であった (B-1-6)

今までの発音では通じなかったと思う。この授業を機に「通じる英語」

の学習につとめたいと思った (B-3-3)

音声学ということで、もっとむずかしい話を想像していたが、分かり

やすく、また英語の基本的なことであるが、なかなか習得できなかった

発音について学ぶことができて大変よかった (B-4-1)

プリントのカタカナによる発音はとても面白かった。また、授業にお

ける発音の実行もよかったと思う (B-4-6)

英語の発音や聞き取りがなかなかできないのだが、今日やったことは

とても参考になりそうだ。課題の2(she--sea[ シュイー—ースイー］、 G-一

Z[ ヂー—ーズイー］など）や課題の 5 (Trick or treat[チュイッカ チュイー

ト］など）は今まで知らなかった。鋭い指摘である (B-4-7)

5.7.3.2 3 3四角形中間言語モデルについて

あの発音の表は英語を習う人は一度は見ておくべきものと思う (A-4-

1) 

母音をつけずに子音だけを発音するのは、気を付けていないと難しい。

1/r、n/り の違いも分からなかったけれど今日で完璧かも知れない
(A-6-4) 

音声が体系的に説明されていて、大変興味深かった (A-8-2)

マトリクスによる発音の分類もわかりやすく面白かった (A-10-7)

発音の際、口の中の 3つの部分で区別すること、声帯を使ったり使わ

なかったりすること、これらをフルに活用し、発音することがわかった

ことは大変多きな収穫であった (B-3-2)

5. 7. 3. 3距離理論について

距離理論とうのは初めて聞いたことで、とても興味深い (A-1-4)

唇、舌先、その他の部分が作る距離を程度として意識化して発音する

というのは良い方法だと思う (A-5-1)

英語の発音を今まで感覚的に考えてきたけれど、理論で考えた方が分

かりやすいと思った。距離理論での発音の区別が分かりやすいので、こ

れから使ってみようと思う (A-7-7)
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距離理論の表は音声学概論の授業で見たときはよく意図が理解できな

かったが、この時間でこうした分類の意図が分かった。英語の発音は苦

手で避けて通っていたが、理論面と実際の練習の両方から攻めていけば

なんとかなりそうだ (A-10-6)

音声が距離と位置によって生まれるというのは興味深い (B-3-1)

5. 7. 3. 4仮説について

この仮説は証明された。実に単純でわかりやすい。英語の見方が少し変

わってきそうである (A-2-2)

変化を認めた学生が50%だと効果零になるが、 75%は変化を認めたので、

危険率1%で有意差が認められ、仮説は実証された (B-2-2)

5. 7. 3. 5日本語と英語の共通性について

日本語の発音だけでは発音しきれない英語の発音があったけれど、そ

れらは日本語のものと、全く異なるものなのではなく、私たちも無意識

的に発音しているものもあることがわかった。そして、ほんのちょっと

したことによって、それらは区別されていたのだなと思った (A-7-2)

日本語と英語は全く使う音が違うと思い込んでいたので発音にはあき

らめを持っていたが、誰でも出すことができる音だとわかって安心した

(A-9-2) 

5. 7. 3. 6その他効果など

（効果が認められないという発言は 1名のみで、後の全員はプラスに

なったことを感想に書いている）。

結局のはなし、音声学は取っつきにくい (A-4-2)

実際に発音して体験により納得できるというのがとてもすばらしい

(A-8-4) 

テープ・ビデオ偏重をやめ、 「教えられる発音教師」をもっと採用し

てほしい (A-4埒）

自分の発音も少しはきれいになった (A-1-6)

おもしろいと思う (A-1-7)

今日の授業で英語がかなりうまくなったと思う (A-1-8) (A-2-7) 
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(A-2-8) 
実際的であったのがよかった。大学でこんな授業にあったのは始めて

である (A-2-1)

音に対してここまで実際的にアプローチしている授業を始めて見た（

A-2-3) 

私自身帰国子女であるが、卒業後、又米国に行こうと考えている私に

はとてもためになった (A-2-4)

今ひとつ英語の発音が分からなかったのが、この授業で少しではある

が、楽しいものだと感じた (A-Z-5)

けっこうおもしろかった。家に帰っても口ずさんでみようと思った

(A-2-6) 

英語を初めて習った段階でこういう教え方をしてもらえたらよかった

と思う。英語に片仮名は禁物と言われてきたので、そう信じてきたけど、

やればできるし、うまい事いくし、もともと覚えている日本語を使うか

ら、初めから新しくやるより早いと思った (A-4-1)

今まで何気なく発音していた言葉に深さが加わったような気がする

(A-5-3) 

カタカナで英語の発音を表記するのは斬新で効果的だと思うが、初学

者に対してどこまで有効なのか知りたいところ (A-7-1)

発音の仕方を理論的に解析することにより、未熟なりにも英語の発音

を体得し、実現し得て欣びを禁じ得ない (A-10-8)

今回の講義は非常に面白くまたためになった。今までの 6年間苦労し、

悩んできたことが、たった75分で全て分かってしまい、大変驚いている

(B-1-1) 

親しみやすく面白い授業だった。 1年のときの「音声学概論」のとき

は、とてもむずかしくていやになりそうだったが、今日はとても面白か

った (B-1-3)

私はリスニングが弱いので、今日の授業のように音声を理論的に解説

してもらって今まで聞き取れなかったものなどが聞き取れるようになる

といいと思った (B-1-4)

英語を実際使うことはあるかどうかわからないけれど、使う機会が訪

れた時には役立つと思った (B-1-5)
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発音について知らなかったことを知ってよかった (B-1-7)

当り前にしゃべっていた英語が発音からきちんとやるとけっこう難し

かった (B-1-8)

今まで不安だった発音の方法を矯正してもらえてよかった。音声学一

つ取ってみても、とても奥が深くて、なかなか面白かったと思う (B-2-

9) 

TAの発音はすばらしかった (B-2-3) (B-2-4) 

たった75分の間にずいぶん英語の発音の仕方が変わったような気がす

る。今まではあまり発音を気にしていなかったけれど、これを機会に勉

強したいと思う (B-2-6)

発音記号と発音との関係が今までよくわからなかったが、今日の授業

で大分わかるようになった。日本人には英語の発音はできないと言われ

るが、理論的なことを勉強すれば普段日本語で使わない音でも発音でき

ることが実感された (B-4-3)

今回の授業で発音に関して以前より自信が持てるようになった気がす

る (B-4-5)

5. 7. 3. 7特定項目に関する意見

5.7.3.7.1 1/rについて

「ソライト」は「イライト」とにしたほうがよいのでは (A-1-1)

1 i gh tとrightの違いはできたような気がする。島岡式カタカナで書い

たものを読むとネイティブみたいな発音ができるのでびっくりした

(A-1-5) 
ライトの説明が分かりやすかった (A-2-3)

rのときにウをつけるのはやっていましたが、 1は知らなかったので本

当に助かります (A-3-4)

「日本人は、 1とrの発音の区別ができない」と、決まり文句のよう

に言われている。しかし、 rにはゥを、 1にはンをつけるということは

大変参考になった。アメリカ人を相手に通じるかどうか試してみたい。マ

英語は堂々と発音するのが一番だと思った (A-5-2)

lとrという二大酷似音の区別が曲がりなりにもできるようになった

のは嬉しいかぎりである。 6年目にしてようやくわかったという感じで
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ある (A-6-1)

1/rは少し分かった気がする。これは今度の英語や他の言葉を話す

ときに役に立つと思う (A-4-3)

rightの前にウをつけるのはなんとなく分かっていたが、 1i gh tの前に

ンをつけるというのは意外な盲点で気付かなかったが、なるほどうまく

しヽく (A-8-1) 

今日の授業で (l/ rが）はっきり区別できた。もっとはやくこの授
業を受けたかった (A-8-5)

私は 1とrの発音が、うまく区別できなかったが、これでバッチリで
ある (B-2-2)

1/rの区別をはっきるさせるのに 1の場合は「y」をつけて舌先をつ

けやすくし、 rのときは「り」を言って唇を丸めやすくするのはとてもや
りやすく、聞きやすかった (B-2-5)

lとrは具体的にどこがどう違うのか良くわかり、ためになった (B-
3-2) 

5. 7. 3. 7. 2 1 i gh t 1とdarkIについて

ひとまずはlight lと dark lの区別ができるようになった気がする

(A-9-4) 

dark 1などは初めて知ったのでとておもおもしろいo自分は合唱をや

っていて、発音については非常に気にしているほうだが、このように体
系的に学ぶのは初めてだったのでとてもためになった (B-4-2)

5. 7. 3. 7. 3 /r/と／氾／について
こんどこの方法で/r/や／氾／を教えてみようと思う (A-3-1)

5. 7. 3. 7. 4 Gとzについて
この授業で得したことはGとzの違いが分かり、 7年間ずっと考えて
いた疑問に終止符が打てた (A-3-5)

5. 7. 3. 7. 5 tri-/driーについて

tri-/driはそれぞれチュイ／ヂュイとかtJd3ではlip-roundingを伴う
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など「コロンプスの卵」のように発音がうまくいく気がした (A-8-1)

trickは「チュイック」となっており、昔見た本は、それこそ「トリッ

ク」となっていた。小学生の頃のローマ字の勉強がマイナスになって、

アルファベットをローマ字読みしてしまいがちだが、正確な英語音とは

随分違う (B-2-1)

5. 7. 3. 7. 6 she/seaについて

sheという発音ができなくて外国人に理解されなかった経験があった。

今日の講義で教わったおかげで発音ができるようになった (B-4-4)

5.7.3.7.7母音域について

母音域の話は興味深かった (A-6-2)

5.7.3.7.8音のつながりなど

音のつながりという点ではカタカナ表記はいいと思う (A-9-2)

音のつながり、音調、子音連結をカタカナで表すことには興味がもて

た (A-10-7)

5.7.3.7.9 リズムと音調について

発音記号にとらわれていたため、リズムとか音調がこれまで違ってい

たことを知った (A-5-4)

同様のカタカナ表記の発音記号は英和の入門期用で見たことがあるが、

そのときは単語だけだったが、文にするとこうなるのだというのがよく

分かった (A-7-5)

5. 8まとめ

本章は、中間言語として英語の音声習得を促進するための実験報告で

ある。その内容をまとめると次のようになる。

1. カナ表記は英語の音声習得を促進するのに効果がある。

2. 3 3四角形モデルは日本語と英語との橋渡しをする有効な手段であ

る。また、距離理論はこれまで漠然として理解していた学習者に明
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確なイメージを与えることができる。

3. 学習者は特に 1/rの区別に意識が強く、 14名がその発音のことを
書いているが、そのうちのほとんど全員がこの実験授業を契機にし

て区別ができるようになったことを述べている。

4. カナ表記の工夫により英語としての自然な音にかなり近づけて発音

させることができる。

なお、アンケートのなかに「私は東北弁が強いため、英語でもその発

音がぬけなかった。だから、この発音の授業でもカタカナで書いてある

通りに東北弁で読んでしまうため全く進歩なく遅れてしまった気がする。

私の発音はなおらないでしょうか」 (A-7-3)のような意見があった。

これに対する答えは、日本語の 5つの母音を区別できることが第一で

ある。また、それぞれの母音を長短で区別するよりも母音33四角形図

を見ながら、音質で区別するように練習する。英語には円唇音が多いの

で、唇をよく丸めて発する音の練習をするのがよい。
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第 6章 音声習得の方法

日本の英語教育は日本語の読み書き教育の延長• 投影として行われて

きたことが多く、その結果、一般に英語の音声面の運用力が弱いとされ

ている。事実、国語科の教育では、音声面を強調していない。しかし、

これまで論じてきたように、日本語の音声体系を基とする中間言語を通

した、形成的な学習を行うことによって、英語の音声面の習得を効果的

に行うことができる。本章では、外国語学習者を指導する場合、音声習

得の原則とその具体的な方法をまとめてみることにする。また、本書で

提唱した 33四角形のモデルによって得た知見を活用し、近似カナ表記

で学習の容易さをはかることを試みる。

6. 1音声習得の原則

従来行われてきた音声指導では、音声習得の原則があまり明確でなか

った。外国語の学習というとすぐに文法・文型が最初に来たり、単語の

数を増やすことが必要以上に考えられたりして、肝心の外国語の音声面

の習得には十分な配慮がなかった。そこで、これまでの音声指導の 5つ

の原則をさらに充実するプログラムを提案したい。

1. 音声体系の比較と習得の手順

日英語の音声体系を 33四辺形を用い、日本語のアイウエオを修正・

発展させて目標言語の音声体系に至るプロセスを重視したプログラムを

作成する。従来はだだアウトプット同士を比較することは行われていた

が、中間言語としての考慮は払われていなかった。

2. 易から難への教育資源の配列。

比較研究の結果を実験的に実施し、難易度の測定・観察ができる。そ

れに基づいて、より適切な「易から難へ」の教材配列ができる。

3. 文字の媒体だけでなく、視聴覚教材の活用。

音声習得の際には、文字の導入はなるべく遅らせて、音形が確立した

段階で導入した方が効果があがる。

4. 発声前に聞き取り。

発声前に十分な聞き取りを行い、正確な音が定着するようにする。

発声は調音器官の動かし方を説明することが必要である。説明は複雑さ
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を避けるために、本研究で提案した 33四辺形のモデルを使うことも一

案であろう。

5. 目標を定めた反復練習。

反復練習を適宜加え、前音素段階、音素段階、異音段階、同化段階、

音声学的段階へと高めていく。ただ反復するのではなく、下位目標を設

定し、それぞれに応じた体系的練習を行う。学習者は何をねらって練習

しているのかを自覚しながら練習する。

以上の原則をもとにいくつかの具体案を提示する。

6. 2音声習得の具体案

6. 2. 1入門期の指導

ユネスコ事業参加計画として前東京教育大学付属小学校で 2年間にわ

たり実施した、 「発音指導に関するテープ授業と肉声授業の比較」の結

果に基づき、上記の原則の基に音声指導プログラムを作成した。 1972年

に初版を出したあと、部分的な修正と練習課題をつけ加えて現在に至っ

ている。また、入門期以上のプログラムは1988年に初版を出している。

これはその後改良を重ねて、次のようにカリキュラムができあがってい

る。その特徴は新しい学習対象となる音は常に既習の文脈でというとこ

ろにある。

この発音習得プログラムは日本語から自然に英語の音声を習得するよ

うに工夫してあるが、教材配列について中間言語の見地から新たに再解

釈を行い、かつ説明を加えておきたい。シラバスの内容をより明確にす

るため、課題方式で各課のねらいを述べる 1)0 

第 1課

1. 何から始めるか。

アルファベットから日本語の母音の「イー」と一番近いものは Eであ

り、まずEから始める。

2. Eの次に何を練習するか。

日本語は開音節が多いので、英語の開音節c+vを手がかりとして練
習する。
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3. 対立音の聞き分けで、何から始めるとよいか。

母音を共通の Eとして、その頭につく子音の無声／有声の対立を聞き

分ける。 P/Bの対立は日本語にもありそれほどむずかしくないが、

T/Dの区別は日本語ではチー／ヂーになりやすいので、発音のほう

も注意して練習をする。また、 PとTとの区別を単に有声と無声の対

立音とするのではなく、余剰的特徴である気息性の有無をp/b,t 
/dの対立の練習をさせる。
4. 発音と意味の関わりをどうするか。

アルファベットはそれ自体頭字語 (acronym) として重要な働きを持つ

ことが多いのでアルファベットを手がかりとして音の練習と意味とを

結び付ける。さらに、アルファベットと普通の単語との結び付きも考

慮する。

P-pea, B-bee, T-tea DDT, TBなど。

第 2課

5. 継続音と非継続音とをどの様に区別するか。

Gとzを使って、継続性／非継続性の対立を聞き分けると同時に発音
もできるようにする。

6. 高母音における口蓋音と非口蓋音との区別を設ける。

she/ C (=sea)の聞き分けと発音ができるようになる。学習を容易に

するために、近似カナ表記で、シュイー／スイーと示すことも手段の一

つと考えられる。

第 3課

7. 閉音節を理解させるには何から導入するとよいか。

日本語の継続子音/s/を活用し、 peaceを手がかりとする。

8. 音節末尾の/s/の次には？
/s/の次には/z/を導入し、 peas>peasを練習する。

9. 音節末尾の/t/をどうするか。
学習者にseatと言わせようとすると、日本語の性格から、 seatsとなっ

てしまう。そこで、 seat--seatsの対立を聞きとらせ、単数／複数の概

念を教えるとよい。また、 seed--seedsも関連して言えるようにする。

第 4課

10. 母音の質的差異を導入するには？
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第 1課で Eを学習したのであるから、 /I/と対比させるのが自然な学

習ステップである。 /I/はふつう閉音節 に表れるので、 shipを用いて

練習する。そしてsheepと母音の長さでなく、質で区別できるように

する。その際 33四辺形を用いて、舌の位置を示す。それと同時に、

shipの母音は舌の緊張が伴わないことを自覚させる。

¥ 

閉音節の最後は未開放破裂音になることが多いので、 s.hipを練習する。

第 5課

11./i:/,/I/の次にはどの母音を導入するか。
前母音を3項対立で学習させ、前母音の/1/,/e/, /~/がそれぞれ区別

ができるようにする。

12. 鼻音をどのように導入するか。

日本語では、母音の前では/mlと/n/の対立があるが、英語では、母音
の後でも/-m/,/-n/./—り／の対立がある。そこで、まず語頭鼻音をmitt

/knit, knit/net/Natなどの対立で音声練習をする。

第 6課

13. 英語の 2重母音性をまとめて練習する。

2重母音は最初の母音が強く長くはっきりと発音され、後の母音が弱

く短くあいまいに発音されるがその 特徴をまとめて次のような語を

用いて練習する： A, K I, gate, page, cow. (2重母音のうち、 boy

の/JI/は頻度も低くその上他の母音・ 2重母音との関連性が薄いので、

特に取り上げない）。また単語のレベルをできるだけ早く卒業して文

レベルで練習するために、 Isay ......., . の文型を用いて練習する。

第 7課、第 8課
14. 母音の後の鼻音対立をどのように取り扱うか。

語頭対立はすでに 5課で終えているので、 MINの聞き分けと発音上区
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別できるように練習をする。 /mlが唇音で/n/が舌先音 ([+coronal])

であることを自覚させ、慣れさせるために、 Myname's,..._,_の練習

を行う。次にton/tongue, dim/dingなどを使って、—m/-n/-D の 3 項対

立を練習する。

第 9課

15. 日本語にない長母音と 2重母音の区別をどう扱うか。

既習音の/s/,/b/,/t/を用いて、日本語にはない長母音と2重母音

との音素的対立を習得する。語彙は、 saw-sow, bought-boatとする。

第 10課

16. 円唇を伴う奥母音をどう扱うか。

英語の奥母音のうち、高母音での対立はpool/pull,Luke/lookなどが

あるが、常に既習の音声環境で、という観点では、まだ未習の/1/を
含めるわけにいかないので、 suit[su:t]/soot[sUt]の対立を導入に

使うこととする。

円唇を伴って奥母音を発音するようにするため、最も円唇が著しい

moon, zooを練習し、そのあとにbook, cookなどを練習する。

1 7. zooなど、始めに [z]があると、日本語使用者は、 [dz]になりがちで

あるがそれを防ぐ方法は？

まず、 [s]から始め、 suit>Sue>zooと進むとよい。

第 11課

18. 日本語の「ア」から英語の類似音にどのように結び付けて学習させ

るか。

日本語の「ア」ではなく英語のhot, hatの違いをまず舌の高くなる

場所の違いによって図示するとよい。

犯 ア a 
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対立語にはhat/hot, map/mop, cat/ cotを用いる。

第 12課

19. 日本語の「ア」から、英語の類似音をさらに加えるにはどうするか。

3項対立によって相違点をはっきりさせるようにする。 33四角形を

用い、日本語との大きな違いを認識させる。語彙には、 dock/duck,

cat/cut/cotを用いる。

f¥ 

氾 ア a 

第 13課、第 14課

20. 唇歯音と/h/、唇歯音と両唇音とを区別するには。

fat/hat, base/vaseの最少対立語を選んで区別する練習を行う。

日本語ではブとヴの違いがはっきりしないので、 33四角形を使い、

下記のような図を用い、両者の違いがはっきりわかるように工夫す

る。矢印は発音が行われる順序を示す。点はそれぞれの発音の位置

を示す。

距離0は接触の位置、距離 1は摩擦の位置、距離3は離れている位

置である。このように子音と母音を同一面に表示したことによって

調音運動が一層はっきりとするばかりでなく、学習者は自分自身の

発音を自由に駆使する有力な手がかりとなる。
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距離。

子

音
b
 

距離 1

＞
 
s
 

距離 2

母

音

距離 3

21. 母音の長短はどのような方法で学習させるか。

有声音の前の母音が無声音の前の母音よりも長いことを習得するた

めに、 safe-saveを用いて体得させる。これは余剰的な特徴であるが、

語末の子音が聞こえないときは母音の長さは有力な手がかりとなる。

第 15課、 16課

22. /1/と/r/をどう教えるとよいか。
まず、両者の違いを明らかにするために、最少対立語lake/rake,

lice/riceの識別ができるようにする。

また、母音の後の対立もbell/bear、tell/tearなどの対立語で練習

する。 dark1 (暗い l)を中心に練習する。 GAでは母音の前でも

dark 1を用いることが多い。

第 17課、第 18課

2 3. 長音の「アー」は英語では 2通り以上の音に分かれるが、どのよう

に工夫すればよいか。

まず、 starとそれに近いstoreを区別し、その後で、 stir, store, 
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starの3項対立が聞き取り、また区別して発音できるようにする。

近似カナ表記で「スター7」、 「ストー7」、 「ステ,...___.7」が手がかり。

第 19課、第 20課

24. thの音をどのように教えるか。

日本語にはこれに相当する音素がないので、 /s/や/z/で代用しがち
である。調音点だけに注意し、舌先をただ、歯間におくだけでは十

分でない。音実質を類似音の/s/や/z/と較べると、はるかに摩擦性
が弱く、生成音韻論でも[-strident]としている。学習者には音声

自体がもつ強弱に注目させたい。最少対立語としては、 zen/then,

sink/thinkなどを用いる。近似カナ表記を利用し、 「ズ1.、J」: 「ズ

ェッ」、 「スインク」 ：「スインり」のような表記で強弱に注目させる。

第 21課

2 5. 軟口蓋鼻音と軟口蓋閉鎖音との関係についてどうか。

1 ong, 1 ongerなどと、 sing, singerなどとでは、 [cig]を用いるのか、

それとも[IJ]を用いるのかはっきりしない。はっきりさせるためには

まず、 1og, long ; tug, tongueなどを用いて、両者の音素的な違い

を確認することが必要である。実感として、 tugの場合は決して鼻か

ら声が抜け出ないことに注目させたい。

第 22課

26. year/earの区別やwomanなどの日本語にないWUの連続をどう扱うか。

earは母音で始まるが、 yearは半母音の [j]で始まる。その違いは前

舌の高さにある。 33四角形で前舌の高さを確認するとともに、音

節の差に注目させ、 「イア」 ：「イイ 7」のように示す。

womanは現代日本語にない特徴である。ワ行音は「ワ」しか円唇母音

がないので、 wi:-, wu-, we-, woーのつなぎがむずかしい。 Y-0-

Uのような唇をよく動かす運動をまず普段から行い、円唇が抵抗な

くなることが必要である。 womanの発音をするとき予め円唇から発話

運動に移ることがよい。近似カナ表記で「りウマン」と示す。

第 23課

2 7 .. bees/beads,・seed s/s.eesの対立をどのように教えるか。

日本語では文字の上では、ヅとズと区別があるが、現代の日本語で

は、その区別がない。そこで両者の違いを明確にするには下記のよ
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うに距離理論の枠で示すのがよいのかもしれない。

ツ』
1距離。

子 dz k 

音
I 

1 口 距離 l

距離 2
I 

r 

第 24課

2 8. 子音連結の中で1/rの区別をすることも大事である。 play/pray,

bloom/broomのような最少対立を用いて識別練習を行う。また、発音

する場合、途中に母音を入れないようにするために注意する。その

ためには、 play, prayでは無声音の/p/が1,rに影響し、一部無声化

することを知らせるとよい。また、近似カナ表記を用いて、 prayを

「7゚ エイ」のように表わすと 1とrの違いが明らかになる。

第 25課

2 9. その他の音をどう取り扱うか。

合成語アクセントには「クリスマスプレゼント」とChristmaspres 

entを比較して教える。近似カナ表記を用いて、 「7゚ エズント」と示

し、 rを 1と区別しやすくする。母音の後に生じる子音連結をap-

pleを用いて練習する。また、 garageを用いて/3/を練習する。

実際の課はほぼ 5章毎に復習の課を入れ、全体で 30課としている。
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また復習の課では、単に語彙の発音の復習でなく、文の中で練習するよ

うにし、音調やリズムが自然に身につくように考えられなければならな

い。文のほうが定着性がよいし、またそのほうが実際に使えるからであ

る。

前頁の音声習得プログラムを基にしてさらに上級のプログラムに改め

たのが以下のカリキュラムである。第 1課は Eよりも B/Pを先に取り

上げ、 Eはhe, sheと結び付ける方がよいと思われる。本文で述べたよ

うに、 /h/は後続母音を無声化するだけでよいことであり、学習上困難で
はない。また、 sheとC(=sea)と対照させるよりも、意味的なことも考慮

して、 he/sheと対照させる方が自然である。

さらに頻度のことも考慮して、 B/V、S/F、L/bell、R/carなどの基本的

な音対立はなるべく早く持っていき、 pool/pullなどの対立が活用でき、

前回のsuit/sootのような頻度の低い語彙を使わなくてもよいように工夫

した。

また、折角発音の練習をしていても文字を見るとその文字にとらわれ

てしまって、発音が崩れるので、やはり文字と発音との関係 (grapho-

phonemic relation)を取り上げるべきであると思う。さらに、リズムの

練習を発音練習のプログラムに入れ、特に強勢移動 (stress-shift)の

問題も入れるべきである。そのわけは、すでに英語の入門期で次のよう

な強勢移動を伴う文が用いられているからである。
／ 

N涵 Y6rk→ N6w Y3rk City 

泊an~se → J~pan芯e t6a 
扇pan~se → J{pa藷sest《dent
st《dent → hイghschool student 

これからの英語教育は、オーラルコミュニケーション重視が課題であ

る。文法や語彙の習得はもちろん大事であるが、基本的な音声基盤を作

りがないがしろにされないようなシラバスをつくることが必要である。
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1. ([i:], 気音，歯茎音，有声／無声） E; PI B, TI D 

2. (継続性／非継続性，口蓋化／非口蓋化） GI Z; she IC 

3. (子音で終る音節，単数／複数） peace / peas, seat / seats 

4. (はり母音／ゆるみ母音，未解放破裂） sheep/ ship 

5. (前母音3項対立，鼻音） knit / net / Nat, mitt / knit 

6. (2重母音性） I say ,....,. ; K, gate, page, H, I, cow 

7. (鼻音対立） MI N, My name's ,,...,, . 

8. (鼻音 3項対立） dim / ding, ton I tongue 

9. (2重母音／長母音） saw I sow, bought I boat 

10. (円唇母音，末尾子音） suit / soot, moon, zoo, book, cook 

11. (「ア」の 2項対立） cat I cot, map / mop, hat I hot 

12. (「ア」の 3項対立） cat / cut / cot, dock / duck 

13. (唇歯音） hat If at, fan / van 

14. (母音の長短，継続性／非継続性） safe / save, vase / base 

15. (流音における側音／非側音） lake / rake, lice / rice 

16. (末尾における側音／非側音） bell I bear, tell/ tear (v.) 

17. (円唇／非円唇） star / store, far / four 

18. (母音 3項対立） star I store I stir, far / four I fur 

19. (強摩擦音／弱摩擦音） zen / then, sink / think 

20. (末尾摩擦音の対立） size / scythe, pass / path 

21. (軟口蓋鼻音／破裂音） tug / tongue, log / long 

22. (口蓋音，円唇音） ear / year, woods, woman 

23. (末尾継続音対立） beas / beads, sees / seeds 

24. (子音連結） play I pray, bloom I broom 

25. (合成名詞アクセント他） Christmas tree, apple, garage 
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6. 2, 2発音矯正のプログラム

発音矯正を行なう場合はまず診断 (diagnosis) が必要である。面接法

が一番相手の特徴がつかめるのであるが、それができない場合でも、診

断用の文章 (diagnosticpassage) を用意して、それを音読させて、発

音矯正のポイントを探すことも可能である。

学習者の発音を診断するには、診断されているという意識を与えない

で、なるべく自然に文章を音読させ、その中にいくつかのチェックボイ

ントを設けておくという矯正プログラムを作っておくことが望ましい。

筆者の使っている診断用の文章及びそれに含まれているチェックポイン

トは次の通りである。

There are 1four seasons in a 2yearー，8spring,,.summer, ,,.fall and'winter. 

Each'season has three months; March,・April and May are spring months. 

In spring 5plants and 5trees wake up from a long winter's sleep. In 

6April the 7cherry-trees are in 8full 9bloom. 10Parks are filled . with 

people enjoying the warmth of the season. 

In 9June the rainy season begins. The sky is overcast and we 11have 

very few 7sunny days for 12nearly a whole month. 

Then 13summer 13comes with 1'hot days and occasional showers. Boys 

and 15girls go 16swimming or mountain-climbing. The lakes near Mt. 

Fuji 17attract many campers. 18There 1咄 eyenjoy the cool air and the 
beat1ty around t~em. 

In September typhoons hit, 19causing damage to buildings and crops. 

Yet, 20fali is one of the~est seasons of the year—with its clear blue sky 

and fine cool days. The trees in the 21w~Qds are colorful.indeed. Here 

and there 22over the mountain 22slopes 23reddish 24maple以leavesare seen 

even in the 25distance. 

In December, the last 26month of the year, it gradually gets colder. But 

winter Hholidays are welco_me. 27Hou,sewives s丘rtt? prepare for New 
Year's Day .. In the New Ye~r Season families go to shrine;, visit their 

relatives and excha~·ge greetings・with 28one another. 

Winter seems 29long, but when winter comes, can spring be far 30be ,,.hind? 

以上の発音上の問題点を整理すると次のようになる．
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1 /f/ in (four〉

2 /jt-/ in (year〉

3 ,'in (spring ... winter〉

4 /si:/ in (season〉

5 CC- in (plants~nd trees〉

6 /et/ in (April) 

7''in (cherryぷ ees,sunny 

品ys〉

8 /u/ in (full) 
9 /u/ !n <bloom, June〉

10 /a:r/ in (parka〉

11 ___ /v/ in (have, very〉

12 /nt/ in〈nearly〉

13 /1,./ in〈summer,comes〉
14 /o/o/ in〈hot〉

15 /3:r/ in〈girls〉

1. 個々の音について

1. 1 母音

16 /wl/ in (swimming〉

17 /記/ in (attract〉

18 /t,/ in (there, they〉

19 /z/ in〈causing〉

20 /:>:/ in〈fall〉
21 /wu/ in〈woods〉

22 /o・u/ in (over, slope〉

23 /r / in (reddish〉

24 /1/ in (maple, leaves〉

25 /1/ in (distance) 
26 /8/ in (month) 
27 /-CC/in (housewives) 

28 /-n/ in (one another〉

29 /1)/ in (long〉

30 上昇関 in(behind? 〉

測定・評価

(8) /U / .............................. 1 2 3 4 5 

(9) /u:/. ............................. 1 2 3 4 5 
(10)/ct:r/ ............................. 1 2 3 4 5 

(13)/A/ in <summer, comes> ............ 1 2 3 4 5 

(14)/ct(:)/ in <hot> ................... 1 2 3 4 5 

(15)/a:r/ in <girls> .................. 1 2 3 4 5 

(17)/氾/in <attract> ..... . ............ 12345 

(18)/o/ in <there, they> .............. 1 2 3 4 5 

(19)/z/ in <causing〉..................12345 

(20)/:):/ in <fall> .................... 1 2 3 4 5 

(25)/I/ in <distance> ................. 1 2 3 4 5 

1. 2 2重母音

(6) /el/ in <April> ................... 1 2 3 4 5 

(22)/oU/ in <over, slope> ............. 1 2・3 4 5 

1. 3 子音

(1) /f/ in <four> .................... 1 2 3 4 5 

(11)/v/ in <have, very> ............... 1 2 3 4 5 

(23)/r/ in <reddish> .................. 1 2 3 4 5 
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(24)/1/ in <maple, leaves> ............ 1 2 3 4 5 

(26)/8/ in <month> ・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 2 3 4 5 
(2 9) / IJ/ i n < 1 on g >. . .... , . . . . . . . . . . . . 1 2 3 4 5 
2. 特殊異音

(4) /si :/ in <season> ................. 1 2 3 4 5 

3. 分布（子音連結について）

3. 1語頭連結

(5) CC-i n < p 1 an t s and t r e es > . . . . . . . . 1 2 3 4 5 

3. 2語末連結

(27)-CC in <housewives> ............... 1 2 3 4 5 

4. 音声的（音の連続）

(2) /j I/ in <year> .................... 1 2 3 4 5 
(12)/nl/ in <nearly> .................. 1 2 3 4 5 

(16)/wl/ in <swimming〉................12345 

(21)/wU/ in <woods> ................... 1 2 3 4 5 

(28)/-n/ in <one another> ............. 1 2 3 4 5 

5. 強勢

(7)合成語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12345
6. 音調

(3)列挙の音調 in<spring,. and winter>l 2 3 4 5 

(30)上昇調 in < ... behind?> ........ 1 2 3 4 5 
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6. 2. 3発音潜在能力判断のプログラム

発音の正確度を測るには面接法（ケンブリッジ英験など）のほかに、

ある事物や絵を見せてそれに当たる単語や文を言わせて、試験官がその

テープを聞いて評価する方法がある (R. Huxley & E. Ingram (eds.), 

1971, p. 285)。しかし、これらの方法では多くの試験官と膨大な時間が

かかり、実行するにはかなりの手間などがかかる。そこで、書面で発音

の正確度を評価することはできないかどうかという可能性を検討する。

発音の指令を発するのは脳の言語中枢である。そこではまず音声に対

する判断が行われるわけであるから、この判断が不正確だと、具体音と

なる場合も不正確となる。そこで、正確な判断をしているかどうかを判

定する問題を提示し、それに答えさせることによって、果してどの程度

の正確さと自信をもって発音するかがわかるのではないかと考えたので

ある。 1991年にその 1部を発表したが、それはランダムに配列してある

ので、全体像が掴みにくく、ここで整理した形で、修正・加筆を加え掲

載することにしたい。命題として正否がはっきりするように、 2項対立

の方法をとることとした。

選択の可能性が二つしかないことについては、反論がある。それはで

たらめにつけても正答率は50%であるという議論である。もう一つはスピ

ーキングはペーパーでは測れないという議論である。

始めの議論に対する反論は、偶然の正解を排除する定式を適用すれば

偶然性を排除できるということになる。

（正答数一偶然正答数(=Q/2) X 1/100 

しかし、一方にはでたらめに解答する学習者はほとんどいないので、 2

者選択でよいとする意見もある。この意見はテストの専門家Pimsleurに

よる。さらに、測定・評価を形成的な (formative) ものとするならば、

2者選択のほうがボイントがはっきりしてガイダンスがやりやすいとい

う意見もある。さらに、人間の思考は「 2者選択の組合せである」とい

うことを前提とすれば、この方式で発音の正確度をかなり測ることがで

きそうである。

6. 2. 4発音・リズム定着プログラム

6. 2. 4. 1発音器官のウオームアップ
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英語の音構造が日本語の音構造とかなり異なっているため、日本語使

用者がなるべく英語の発音がスムーズに出るようにいくつかの工夫を紹

介する。

(1)円唇のため： Y O U の練習

youではなく、 [wal, oU, ju:] と唇を十分丸めて言う。

(2)舌先の運動： Tの練習

次の 3語を舌先を歯茎につけたり離したりして繰り返す。

T Ten T e n n 1 s 

(3) 1 / rの区別練習

次の単語を 1とrを区別しながら繰り返す。

Turn Left right Turn left. /Turn right. 

また、早口言葉 (tonguetwisters) によって調音器官を円滑に動かせる

ような練習も必要である。例えば、 K. Parkin'sのAnthologyof Brit-

ish Tongue-Twisters (1960)が豊富な例を載せている。

-166-



6. 2. 4. 2 英語のリズム練習と弁別的特性との結合

英語の音素を 33四角形の枠でリズムをつけて自然にまた体系的に覚

えるように工夫したのが「ラップによる英語のリズム練習」である。

日本語は音節拍の言語であるため、どうしても強弱のリズムが出にく

い。リズムパタンには、強（弱）強（弱）強（弱）強、つまり、マザー

グースのうちのTwinkle, Twinkle Starをベースとするのが口調がよいこ

とがわかった。これにラップのリズムをつけて覚えると、全ての音素が

身につけやすい。ここではその一例をかかげる。

1の段：●e nice walking along 

2の段： pea tea . cheese and cake 

3の段： bee dive jump on the grass 

4の段： feet think sun and shine 

5の段： vote this zebra and garage 

6の段： light right yard and冒alk

7の段： beech ship cook and school 

8の段： stage event bird and bud 

boat la冒na boat on the la冒n

9の段： hat high house and hot 

my . house toys in my house 

現段階では、まだ本格的な実験を行っていないが、低年齢層の学習者

は音形に敏感なので、このようなリズムで弁別的特徴を自然に覚えると

英語発音習得に役立つ。

6. 3アルファベットを英語発音習得の出発点として

6. 3. 1. 英語のアルファベット

6.3.1.1 アルファベット 26文字とその発音

発音と文字とを結びつけて学習する手段としてアルファベットを活用

する。また、文字と発音とのずれを埋めるために、発音記号と近似カナ

表記を用いた一覧表を設ける。左欄は正書法で書かれた大文字と小文字、

真ん中の欄は音節構造を明らかにした発音記号、右欄は発音記号と近似

カナ表記である。発音指導をする際、発音記号と近似カナ表記を手がか

りとし、また音節構造を理解させながらアルファベット文字を覚えるよ
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うにしたい。覚える手がかりが多い方が学習者にとっては便利である。

1

2

3

 

字文

A

B

C

I

J

K

L

M

N

o

p

Q

R

S

 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

T
u
v
w
x
y
z
 

0

1

2

3

4

5

6

 

2

2

2

2

2

2

2

 

a

b

 
c
 d

e

f

 
g

h

i

j

k

l

 

D

E

F

G

H

 

m

n

o

p

q

r

s

t

u

v

w

x

y

z

 

子音

―
―
―
 

b

s

d

 

d3-

d3-

k-

p-

k-

音

ー
：
＇
▲

9

^

:

:

I

I

I

I

u

:

:

:

B~eiiiieieaeeeeeoiua 

.
J
 

子音

-f 

-tJ 

-1 

-m 

-n 

-r 

-s 

t-

―
―
 

v

d

 

亨

△

可

△

9

ム

e

i

u

i

 

.
J
 

w-

z-

―

-

9

止

A
e
a
.
1
 

-bl (ju:) 

-ks 

発音記号＋近似カナ表記

[el エイ］

[bi : ビー] (=bee) 

[ s i : スイー](=sea) 

[di : ディー］

[ i : イー］

[ef エフ］

[d3 i: ヂー］

[ e I t Jエイチュ］
[al アイ] (= I) 

[d3e Iヂェイ］

[ke Iケイ］

[el エり］

[em エム］

[en エ：} ] 

[oU ォり](=oh) 

[pi : ピー] (=pea) 

[kj u: キュー] (=queue) 

[a:rアー1]

[es エス］

[ti: ティー] (=tea) 

[ju: ユー] (=you) 

[Vi ! ヴィー］

[d/¥blju: ダブり・リュー］

[ek sエッタス］

[ wa Iりワイ］

[z i : ズィー］

6.3.1.2 アルファベット音とそれ以外の音との組合せ

アルファベットには日本語のアイウエオと関連させることができる母
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音 5種 (A, E, I, 0, U) と、後続音によって 2種に分かれる子音 (C,

G) とがある。それらをリストにすると次のようになる。

1 A [ e I] a in game. [g e Imゲイム］

［田］ a in map. [m氾p メアップ］

3 C [s] c in cent. [sentセント］

[k] C in COW. [kaU 力り］

5 E [ i : J e in pea. [pi : ピー］

[e] e in egg. [eg エッグ］

7 G [d3-] g in gym. [d 31 mヂk]

[g-] g in go. [goU ゴり］， [al] i in kite. [k a It カイト］

[ I J i in hit. [h It ヒット］

15 0 [oU] o in note. [noUt ノウト］

[J(:)] o in cross. [krJ(!)s 9オ（一）ス］
21 U [ /¥] u in cup. [ k,f¥p カップ］

[U] u in pull. [pUl プりウ］
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6.3.1.3英語のアルファベットにない音 (27,..._,52)

英語のアルファベットにない音素をアルファベットにある音素と関連

させて掲載したのが以下の表である。 リズミカルに音読できるよう配列

してある。

1 27 ［氾］ a in map. [m附p メアップ］

2 28 [0] th in bath. [b砂 ベアス］

3 29 [aU] ow in cow. [kaU カウ］

4 30 [ I 8r] eer in deer. [d l 8rディ 7]

5 31 [ear] ear in pear. [pe8rペア］

6 32 [a: J a in father. [fa:68r ファ州］

7 33 [g-] g in go. [goU ゴウ］

8 34 [h-] h in hen. [hen ヘン］， 35 [I J in hit. [h It ヒット］

10 36 [ J: J aw in jaw. [d3J: ヂヨー］

11 37 ［一り］ ng in king. [ k Iり キンが］

12 38 [ 1-J 1 in 1 i gh t. [l altンライト］

13 39 [rn-J min mitt. [m It ミット］

14 40 [n-J n in net. [net ネット］

15 41 [J(:)] o in cross. [krJ(!)s 9オ(-)ス］
16 42 [8] a in Japan. [d 38P約n ヂュ・ペアン］

17 43 [kw-] qu in queen. [kwi :n クりイーン］

18 44 [r-] r in right. [r a It りライト］

19 45 [J-J sh in she. [Ji: シー］

20 46 [Uar] our in tour. [tU8r ト?l]

21 47 [U] u in pull. [p U 1 プりウ］

21 48 [ 3] su in usual. [ju:3uc1l ユージュアウ］

22 49 [8:r] ur in curve. [k8:rv ケ～了ヴ］

23 50 [oJ th in with. [ w I 6 りイス．．］

24 51 [a(:)] o in box. [bO(!)ks バ（一）りス］

25 52 [j] y in yes. [ j es イエス］

25 53 [JI] oy in boy. [bJI Tオ（一）イ］
26 54 [u:] oo in zoo. [ z u: ズウー］
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6. 3. 2. wの読み方から ' 

6. 3. 2. 1その音節構造

アルファベット 26文字の呼び名はW 以外はすべて 1音節である。 wに

ついては次のようにリズムが構成される。

強弱弱

［ダ・プり・リュー］

弱弱の連続では終わりの弱にやや強さが加わり、強強強の連続（例：

BBC)では231の順番に強さのレベルが変化するという一般原則に従う。

w以外のアルファベットの呼び名では、日本語を母語とする英語学習

者は、音節内における子音連結の途中に母音を介入させたり、子音で終

わる閉音節にさらに母音を加えて開音節化したりする傾向がある。この

傾向を最初に直しておきたい。そのためにはまず、アルファベットの呼

び名を音節構造の観点から次のように整理することが必要である (N.

Francis(l959)の分析は、 V, S, Cの3種であり、音節構造の観点から

は不十分である）。

I. Vし）型 A[ei], E[i・:], I[aiJ, O[ou] 

II. SVu型 U[ju:]. W[(dAbl)ju:J, Y[wai] 

III. CSV型 q[kju:J(+U) 

IV. CVしJ 型 b[bi:](+E), c[si:] (+E), d[di:](E), g[d3i:](+E). 

j[d3ei](A). k[kei] (+A). p[pi:](+E), t[ti:](+E), 

v[vi :] (+E),. z[zi :] (E) 

V. V C型 f[ef], h[eitJJ(A+), l[el], m[em].n[enJ, s[es] 

VI. VS型 R[a:r]

VII.VCC型 x[eks] 

以上の型から発展させて音節に関して、音声指導を行う可能性は次の2つ

である。

1. VしJ 型より英語の 2重母音性を修得させる。

2. V C型とvcc型より英語の閉音節構造および語末子音連続
の特徴を修得させる。
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2重母音性の修得には、 2つの母音が同じ強さ同じ長さを持つ傾向が

ある日本語と、出だしの母音が強く長く、後の母音が短く弱いという英

語の特徴を対比して練習する。

「エー」 vs. [el] 

「イー」 vs. [ i:」

［アイ」 vs. [al] 

「アオイ〕 v.s. [bJI,] 

[1ウーJvs. [ju:] 
（注：小さい文字は母音でないことを示すものとする）

閉音節の練習には、発音記号だけでなく、近似カナ表記を併用して介

入母音がないように配慮する。

f [ef, エ7]. h[eitJ, エイチュ](A+) , 1 [ e 1, エり], m [em, エム], n [en, 

工メ], s[es, エス]; x [eks,. エりス］

語末子音連結については、 VCCC(asked、text)、VCCCC(texts, at-

tempts) などがある。子音同士が連続した場合の変化は、子音の性質、

アクセントの有無が関係し、いろいろな同化現象が生じる。

また、以上のほかに、 6以下で述べるようにwから2つの重要な音節特

徴も体得させることができ、また、リズムの指導も行えるのである。

6.3.2.2. wの呼称から導き出せる英語の音節構造
W を音韻的に記述すると、 /dAblju:/または、 [d1¥bl・ju:, ダブり・

リ1-] のようになる。つまり、 W の呼称を正しく音声化しているEFL学

習者は、第1に、 [-bal]の母音を脱落させ、 [b1]のように、 /1/を成節子
音 (syllabicconsonant) と解釈して発音していること、第 2に、 /1/と
/j/との結びつきは英語の音節内では起こらないのに関わらず、つないで
発音しているということである。つまり、成節子音とつなぎを実践して

いるということになる。第 3に強・弱・弱のリズムを体得しているとい

うことにもなる。これらを手がかりにシラバスを展開させれば英語の発

音修得で無駄な誤りをしなくてもすむことになるのである。

6. 3. 3. 発展的学習

6. 3. 3. 1成節子音への発展
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[-bl]を基にして、次の成節子音の練習にと発展させたい。

a)Cl: [-pl] (apple), [-tl] (bottle), [-dl] (candle), 

[-kl] (classical), [-gl] (jungle) 

b)Cm: [-pm] (happen), [-brn] (ribbon) 

c)Cn: [-tn] (Clinton), [-dn] (garden), [-sn] (lesson), [-zn] (dozen), 

[-tJn] (kitchen), [-d3n] (pagent), [-Jn] (station), [-3n] 

(vision) 

d)C[り］：［一kり](bacon), [ -gり](wagon) 

e)Cr: [-pr] (proper), [-tr] (letter), [-kr] (baker) 

[-or] (brother) [-sr] (answer) 

6. 3. 3. 2子音と母音・半母音とのつながりへの発展

アルファベットは開音節が多く、 26種のうちの18種類、つまり 69%強を

占める。日本語の音節は開音節であるから、上記のようなーC#V-、または、

-C#Sーの場合はそれぞれ、切れ目を無視し、—CV, -CSとつながるのはむし

ろ自然である。比較的よく生じるつながりを、 Wの呼称を手がかりにし

て、発展させてみよう。

-C#Vー型 ： in it, on ・im, isn・(t) it, when I 

did it, at it, with it, hand 1 e it 

-C#Sー型： can you, and you, an' yet, 

他にも例が多くあるが、圧倒的に多いのは、 Cが/n/の時である。

6. 3. 3. 3強弱弱のリズムからの発展

a)強弱： doubt it, doublet, study, write it 

b)強弱弱： alphabet, beautiful, step on it 

c)強弱・強弱： Jack'n Betty, Mickel Jackson 

d)強弱・強弱弱： give me some of it 

e) (欠）弱・強： a man, the son, some states 

f) (欠）弱・強弱： a mountain, the river 

g) (欠）弱弱・強： It's a pen. I've some coins 

6. 3. 4アルファベットの中の音韻的対立について
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アルファベットの中にある音韻的対立は、閉鎖対継続、有声対無声、

母音では名称音と基本音の対立という重要なものがあり、それらを発展

させることが可能である。

6. 3. 4. 1閉鎖音と継続摩擦音の対立とその発展

アルファベットには、 G/Zの対立、 B/Vの対立がある。この区別は日本

語にはないもので、特に若い世代では、日本語でも、ヂー／ ジーの区別

をせず、また、その違いに意識すらないことが多い。

日本語のザ行音とダ行音、さらにジャ行音、ヂャ行音は次のようにな

る。音体系は

ザジズゼゾ ジャジュジョ

ダヂヅゼゾ ヂャヂュヂョ

のようになっているが、上段と下段の音を区別するのに、前者は継続的

に発音されるもの、後者は一時調音器官で閉鎖するものと定義したい。

現代日本語では上段と下段との継続性に関して区別はあいまいだが、英

語では、日本語よりははるかにはっきりとした区別がある。その区別は

発音記号では、 /d3/と /3/とで区別される。英語のなかでは、 page,

age, cardsの語末の子音が前者の非継続音で、 garage, vision, carsの

語末の子音は後者である。そこで、やはりアルファベットにあるb/v,

d3/zの区別を徹底して覚えるようにしたい。

6. 3. 4. 2有声音と無性音の対立とその発展

アルファベットの中で有声／無声の対立があるのは、 b/p, c/z, t/d, 

h/g, h/j である。

6. 3. 4. 3名称音と基本音の対立

ァルファベットでは、母音文字Eを名称音の他に、 f, 1, m, n, sに見

られるように基本音としても用いいている。これを発展させて、ほかの

母音でも名称音と基本音の二つがあることを学習させたい。

名称音

A [e I] 
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6. 3. 4. 4両唇鼻音と歯茎鼻音の対立

アルファベットには/mlと/n/の対立がある。これを区別できるように
練習すれは、 sum/sun, rum/runなどの対立が区別できる素地が培われる。

6. 3. 5. アルファベットの限界

個々の音については、アルファベットにないものがあり、それらの練

習には第 2アルファベットとも言うべき音素リストを用意せねばならな

し'o
まず母音では、基本音以外では、 /a:r/,/a/, /u/, /J:/ 2重母音の
/au, Ji/、イギリス英語を含めるのであれば、 /J/,/i8, e8, u8/、子音

では、 ／り/,/8//6//J/ /3/、/h/である。音節の出だしか音節末かという
ことを考慮すると、 1とrはいずれも音節末で母音の前の対立例えば、

light/rightの識別はアルファベットの中にはない。そこで子音と母音全

体を含めた統合体系を頭に入れ、日本語との対立を鮮明にすることが必

要である。

6. 3. 6文字に表せない音調と音声変化

文字列には 26文字と語間の空間、句読点しかないため、文字への依

存は、コミュニケーションで大切な音調の上下変化、音調核、音声変化

が無視されがちである。学習段階として、教科書付随のテープを聞くこ

とでかなり実際の英語に近づけることができるが、テープを離れて、 EF

L学習者が音読すると、どうしても活字に引きずられる傾向が強く、語間

の切れ目で間を取ったり、音節の強弱差がなくなったり、音調や音声変

化が無視されたりする。

実際の英語に近く発音するためには、練習した音声パタンが活字を見

ても崩れなくなるまで十分音声練習が必要である。
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第 7章結語と展望

本研究には新しい概念や新しい研究内容がいくつか含まれているが、

それらをまとめると次のようになる。

序章では、中間言語という概念と範疇が、日本語の音声体系から英語

の音声体系に至る形成過程で有効に働くこと理論的づけ、近似カナ表記

システムが確立され活用される可能性を示唆した。それを受けて、第 1

章ではIoup-Weinberger(eds.)InterlanguagePhonology (1987) を契機

として、中間言語の存在と意義を論じ、日本語使用者が英語の音声を習

得するには、日本語を出発点として、英語の音体系に至る中間的な過程

における共通の枠組みの活用が有意義であることを具体的に述べた。

第 2章では、目標言語の音声体系を日本語と英語の共通の枠を用いて

行った。また、英語の習得には、 「カタカナ英語」ではなく、 IPAの音声

表記を活用できるまでの途中の段階として、実際の目標言語にもっとも

近いカナ表記を試み、これを「近似カナ表記」と名付けた。

また、学習しやすいように子音と母音を共通の枠として学習できる方

式をを提唱した。その際、基本母音図と子音表を別個に取り扱う伝統的

な英語音声学とは別に、 SweetやLadefogedの考えをさらに発展させて作

成した、 「33四辺形」という全く新しい枠組みを提示した。そこでは

「距離理論」を展開し、閉鎖音は調音器官が接触するので距離が 0、摩

擦音は調音器官が接触直前の状態なので距離が 1、接近音は近づくだけ

なので、距離が 2、母音は距離がさらに離れているので、距離が 3とし

た。また 3の中に高母音は 3・1、中位母音は 3・2、低母音は 3・3

とした。

また、日本語にはない英語の子音連結の表記を音節文字であるカタカ

ナを用いて表記するにはどのようにすべきかを検討し、例えば、中間的

な近似カナ表記では、 tryを「チュアイ」、 driveを「ヂュアイヴ」と表記

し、日本語にない音素対立である 1とrを、例えば、 1i gh tを「ソライト」、

rightを「りライト」などのように表記し、目標言語の発音に至る「踏台」

としての役割を与えた。

第 3章では、特定異音の問題を取り上げて論じた。学習者の母語では
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特定の音声環境だけで音素対立が失われるもの (/i:/の前の/s/とIIIな
どの対立は日本語ではどちらもlclになる）は一般の音素対立よりも習得
がむづかしいものとして部分異音という名称で別個に取り上げた。

第 4章では、現代英語にみられる音声上の変化、つまり、同化の問題

と語と語のつながりを近似カナ表記でどのように取り上げればよいかに

ついて検討し、具体例を示し、近似カナ表記が音声変化をかなりの程度

に実際の英語音に近く表記できることを示した。

第 5章では、筆者の提唱する中間言語の音声体系を表記する枠組みが

どれほど実際に効果があるのかを、実験しその効果が上がることを実証

した。また、被験者の率直なコメントでは、ほとんど例外なく、本書の

方法に賛同が得られた。もしこれが有効であるとなると、その意味する

ところは大きい。これまで広く使われてきたいわば子音・母音分離チャ

ートではなく、 1951年のIPAチャートの時のように子音と母音を関連さ

せたものとなり、日本語から入りやすい学習方式にに近くなり、 EFL学習

者が、発音がもっと自信をもって練習ができるようになろう。また、発

音に自信がつけば、音読をより自然に行うことができ、聞き取りの力も

向上することが期待できる。

第 6章では、これまで効果的に行われたと思われる具体的な音声指導

の実際をいくつか述べた。 文法的、ンラバスの中では音声指導が 2の次

になるということから、 E, P, B, T, Dから音声を習得していくや

り方、発音診断の具体的な方法、アルファベットの呼称を近似カナ表記

を併用して基礎的発音を定着するやりかたなど、人門期で効果的である

と考えられる具体的な指導法を指摘した。、外国語のモデルを聞いて真

似するという従来の方式では、 Selinker(1992, p. 262)の仮説にある

ように、 2方向性の波及原則 (multipleeffect principle)一ーシラバ

スが不十分なときは目標言語の音体系よりも母語の音声体系に引き戻る

ーーが働く傾向があるので、学習者が主体的にそれぞれの学習上の仮説

を立てやすくさせ、母語の音声体系にひきずられないように、学習 5段

階 (1.体系化以前、 2.音素段階、 3.異音段階、 4.母語話者段階、 5.表記

号の自由駆使段階）を突き進みやすくするのにも本書で提唱した枠組み

のモデルが生かされることになろう。

全体として、筆者が試みたのは、単に、日英語の音声体系のいわば出
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カ同士を比較するのではなく、日本語使用者が形成的に目標言語に近づ

く方策を探求させることにあり、途中の旅を中間言語という概念で捉え、

音素レベル、異音レベル、同化レベル、音声学レベルという段階を設け

て論を進めた。また、外国語の音声体系を習得するにはその手段として、

入門の段階では、 「近似カナ表記」を活用することを提唱し、高度の段

階では、音声表記の問題が関係するので、日本語使用者が英語を学習す

るための音声表記を、 Wells(1990)の方式を修正した表記法を用いて、

近似カナ表記を併用した。

本書に示された研究は実験的な裏付けを行ったが、対象が大学生であ

ったので、今後は入門期の英語学習者を対象に実験をしなければならな

い。すなわち、簡易表記を用いた場合と、近似カナ表記を併用した場合

との統計的有意差を調べること、また、イギリス音声学の伝統的な基本

母音図や子音分類表を用いて発音指導をした場合と、本研究で提案した、

子音・母音を含めた「 33四角形モデル」を用いて、発音指導をした場

合、さらに文字と発音との関係を規則にまとめたものを導入した場合と

自己発見的学習をさせた場合などとでは、果してどの面で有意差がある

かなどである。現段階の仮説では、日本語の音体系と無関係な基本母音

図を用いて、調音位置の正確さを目標とする伝統的なモデルよりは、多

少は正確さを犠牲にしても、母語の音声体系を土台として、それにいわ

ば、接ぎ木の方略 (graftingstrategy) (cf. Van Buren(1988)のgraf

tingtheory)を与えていくほうが、 EFL学習者に役に立つことが十分考え

られる。

最後に本研究で特に力点をおいたことをまとめると次のようになる。

1. 新しいVG言語学の枠組みの設定

これまでの支配的な言語観は「世界は個々の言語の集まり (aset of 

mono 1 i n g u a 1 1 an g u ages (L. S el inker (1 9 8 4 , p. 3 3 3))」であり、各言語

の個別的な研究が中心であり、 Jakobsonが半世紀前に行った"inter-

linguistics"の重要性を再認識すべき時が来ている。，

特に音声学の分野では、日英語の音体系の比較が表面的な違いに限定

されており、一つの「誤答」はその背後に学習者自身の仮説設定とそれ

に基づく学習者の解釈があること、これを正答にするには音声体系全体
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の再構築がなければならないことには十分配慮されてこなかった。本研

究で日英語の音声体系を共通のUG体系で記述することを可能になったの

は次の理由による。つまり、 「日本語のアイウエオの母音が決して日本

語独特のものでなく、 UG体系の DFで記述されるものであるという立場

に立ったこと、接近音の/j/と/w/がそれぞれ母音の/i:/と/u:/と音節性
のDFを除けば同じであること、さらに/h/は後続母音の無声音であるこ

と、鼻音は距離理論を導入することによって閉鎖音と同じ枠に入れると

いうことを統合したからである。

以上によって、学習者は、母語と目標言語の全体像がはっきりし、ま

ず音素レベルの確認ができることが考えられる。それによって、学習者

が発音の固定化、つまり化石化 (fossilization) や、母語への逆戻り

(backsliding) の現象を未然に防げるだけでなく、だれしも抱いている

母語に対する自信を目標言語についても抱くことができることが期待さ

れるのである。

2. 本研究では当然ながら、音声表記が問題になるが、 LPD(1990)の表記

体系はEFL学習者にはよく馴染まないおそれがあるので、筆者はその一部

修正を試みた。

LPD 修正案

RP: thought :): → o: 

GA: thought n: → J: 

RP: hot lJ→ 3 
GA: hot a: → a (:) 

筆者の修正案は簡易表記を使っていた多くの学習者にとっても違和感

がなく、また表記号が示すイメージも音実質に近いものと思う。ただし、

それだからと言って、 LPDの価値を低めるわけではない。 LPDの貢献はRP

とGAを表記するだけでなく、現地音 (localaccent) を取り入れたこと

である。日本語の「じ」と「ぢ」の区別は [(d)zi]とし、 [d-]を随意的と

して処理している（ただし、 /NIのあとでは [dz]となるとしている。おそ
らくこれは日本語の/NIの発音は舌と口蓋との接触が弱いためであると考
えられる。）
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3. 音韻論と形態論との壁を破る

これまでは、音声学と形態論とは必ずしも交流がよく行われていると

は言えなかった。本書ではJonesやGimsonの基本母音図に代わるものとし

て33四角形とし、英語に多い母音短縮化現象を説明できるようにした。

つまり、従来のモデルでは母音と 2重母音は別々に記載されており、

両者の関係は曖昧であった。そこで、 2重母音は中向き 2重母音を母音

+rとして 2重母音の枠から外し、また上向き 2重母音のうち、非生産
的な (unproductive)/JI/も除外して、母音と関係の深い/al, aU/を母
音図の中に組み込んだのである（例： decide-decision, south-south-

ern)。これによって母音・ 2重母音間の交流が一層よくなり、また学習

上も容易になる。現在の研究の対象は音声学の分野に限定しているが、

音声学研究で得た知見を基にして、今後は形態論、統語論の研究にすす

まねばならない。筆者の描く言語学の研究分野の諸関係をまとめると次

のようになる 1)0 

Phonetics (音声学）

Linguistics 

（言語学）

Syntax (統語論）

4. 文字と音声との関連を重視

英語の綴り字と発音との関係 (grapho-phonemicrelation)でもっと

もよく働いている規則の数は多いが、そのうちもっともよく活用される

綴りと発音の規則を他の音声規則に加えた。また、本書では音声表記を

活用できるようになる前に、日本語にあるカタカナを活用し、英語とし

て自然な発音に近づく可能性を追求した。 tryは「チュアイ」とすればい

わゆる「母音介入」を避けることができるばかりでなく、自信を持って

英語らしい発音ができると考えたのである。これを「カタカナ英語」と

区別するために、 「近似カナ表記」と名付けた。

これまでの学習辞典には発音記号とともにカタカナで読み方が付けて

あるが、 1/r, th/sなどの区別は、ひらがなとカタカナで区別し
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ることが多い。そこでカタカナで英語の音素をすべて区別できる方式を

本研究で追求し、現在その効果を検討しているところである。本研究の

近似カナ方式の効果が出てくれば、日本語のカタカナがEFL学習の有効な

学習手段としての新たな近似カナ表記システムが出来上がり、 EFL学習者

はそれを手がかりに自分自分の能力に応じて、音声面を含めた英語の自

学自習と自己啓発ができるのではないかと考えられる。

本書に提唱された「近似カナ表記システム」はこれで最終的な結論が

でたわけではない。もっと別な表記法がこれから現われることを期待し

たい。本書に初めて用いた英語の表記方式は、従来のものよりは学習者

にとって一層使いやすいものであろうと思われる。日本語母語話者が英

語を学習する際、本書の近似カナ表記法が、学習者が自信をもって英語

の発音を習得する有効な手段であることを顧っている。
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注

序章

1)中間言語 (Interlanguage)の歴史はまだ新しく、 Dav'ies, Criper 

and Howatt (eds.) によれば、最初はPit.Corderが IRAL(Interna-

tional Review of Applied Linguistics)に掲載した誤答分析 (error

analysis)に関する論文 (1967)であるとしている (1984p. xii)。

中間言語の研究は、現在までおよそ次のような経緯をたどってきたと

考えられる。

1960 

1970 

1980 

1990 

Corder(1967) 

Nickel (1971) 

Selinker(1972) 

Corder(1981) 

Kr ashen (198 2) 

Davies, Criper & Howatt(l984) 

Ioup & Weiberger(eds.) (1987) 

Odlin(1989) 

Selinker(1992) 

中間言語の研究において、音声の面に注目するようになったのは1980

年代後半で、 loup&Weinberger(l987)ほか、 James& Leather(1986)や

James (1988) などの研究がある。

2)英語音声学の伝統と 20世紀後半の発展をまとめるとおよそ次のよう

になる。
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1900 Sweet (1908) 

Jespersen(1913) 

Jones(l917) Kenyon(1924,..__,1960) 

1920 Abercrombie 

Palmer(l923"-') 

1940 

Kenyon-Knott (1944) 

1960 Gimson(l967,.....,1980) 

Lade fog ed (197 5 ----1980) 

Windsor Lewis(l972) 

o・Connor(l973) 

1980 Wells (1982) 

Cat ford (1986) 

1990 Wells(l990----) 

Roach (19 8 3 ,.._, 19 91) 

本書では、この英語音声学の流れから得られる多くの知見を中間言語

と噛み合わせる試みを行い、その結果、日本語使用者がEFLの学習をすす

める際の新しい枠組みの作成ににつながっている。

第 1章

1)太田 (1965)では、日英語の音声体系の比較を、 phonemic, allo-

phonic, distributional, phoneticの4つの角度から行い、日本語使用

者が英語を学習する場合の困難点を指摘している。この分類は困難点を

把握するには適切であるが、如何にして、またどのような順序で困難点

を克服するのかという途中のプロセスについては、その後の課題として

いる。本研究では日本語の音素から英語の音素を克服する手段として、

音声表記のほかに「近似カナ表記」を使うことを提案すると共に、日英

語が共有できる母音・子音図を提案し、特に音素段階での習得過程が円

滑に行われる方法を提案している。

2) Kiparsk.y-Menn (1977) は、 Jakobson(1968)の音素習得のみに焦点

を当てている母語習得モデルを批判している。すなわち、子供は言葉を

覚えていく過程は、決して音をそのまままねたり、覚えようとするので
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はなく、自分でまず仮説を立て、その仮説に基づいて音声を聞き取り、

発声に至るのであって、音素を聞いたまままねるのではないことを次の

ように述べている。

" ... phonology acquisition is a "problem-solving" activity 

from the earliest stages. The child has a goal--learning to talk 

, ... and a subgoal--saying recognizable words. This is a diffi-

cult task, and the child must discover ways to circumvent the 

difficulties. These discoveries are made through experimentation 

guided by the child's innate hypothesis-forming capacity." (p. 

3 3) 

なお、子供は大人の言葉をそのまままねるのは、いわば、 "phonologi

cal idioms"のようなもので、これは言語を駆使する潜在力とは別物であ

ると解釈している (p. 34)。

学習者自身が仮説を立てて、問題解決を積極的に取り組みながら、自

分の立てた仮説を試していく過程は、外固語習得にもあてはまるモデル

であると考えられる。

3)この実験は基本的には小学校で英語を教える場合の教師不足をテープ

でどこまで補えるかの実験を行う目的であったが、まず実態調査として、

小学生の識別能力を調査した結果、約 6割は 1とrの区別がわかること

が実証された。その方法は1ed-red-red, red-1 ed-redの3項目を聞いて、

それぞれ 2つが同じ音であることを答えさせるやり方である（それぞれ、

bとcが丸、 aとcが丸）。被験者は小学校 4年生と 6年生である。

誤答数／人数 正答率

4年 GroupA 14/40 65. 0% 

Group B 10/40 72. 5% 

6年 GroupA 19/40 52. 5% 

Group B 17/40 57. 5% 

60/160 62. 5% 

ただし、識別方法を全部同一音素（例： red-red-red)全部異なる音素

（例： red-led-wed)のようにすると、正答率はもっと下がることが予測

される。また、 fI ight-fright, bloom-broomなど子音連結内での音素対

立の識別では困難が予想される。
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4)この 2人の対談は原稿無しで自由に話し合っているので、英語の自然

な発音が観察される。引用した例はアルク発行のEnglishJournal (平成

3年12月号）のためのテープから取り上げている。

5)日本語から英語の音声に至る場合、日本語の固有名詞が英語ではどの

ように変化して発音するかを確認すると英語の発音がやりやすくなる。

学習者に英語では強勢があると音節が長くなり、強勢のない音節の母音

はあいまいになることを指摘する。

6)ザ行とダ行音を体系的に述べると次のようになる。

ザジズゼゾ

ダヂヅデド

ジャ ジュ ジョ

ヂャ ヂュ ヂョ

これらのうちのそれぞれの語頭子音をこれまでの音声学者がどう表記

しているかをエドワーズ (1969, pp. 266-67) によってまとめてみると

次のようになる （一部修正・加箪）。

神保大西佐久間ー Ed. 馬淵

高松

ザズゼゾdz

ジ d3

ダデド d 

ヂ d3

ヅ dz

z dz z z 

（ただしdzu)

3 d3 3 d3 

d d d d 

d3 3 3 d3 

dz z z dz 

ャ

ュ

ョ

ャ

ュ

ョ

ジ

ジ

ジ

ヂ

ヂ

ヂ

d3 l3 
-3 

5
 

d3 

d3 d3 d3 ズ
J d3 

注：参考文献は以下の通りである。
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神保格、 『国語音声学』 (1931)/大西雅雄『応用音声学』 (1934)

佐久間一高松『日本語ラ行子音の実験音声学的研究に対する貢献』

(1935) 

上例から明らかなことは、現代日本語の音声体系を反映して、 「ヂ」

と「ジ」を区別していない学者（神保、 Ed.) と区別を設けている学者

（大西、佐久間一高 松、馬淵）とに分けられる。英語には、 G[d3-]-

-Z/[z-],cards[-dz]--cars[-z], ledger[-d3-]--leisure[-3-]などのよ

うな区別が必要であり、 「近似カナ表記」には「ヂ」と「ジ」をこれら

の区別に活用したいのである。両者の違いを示すには、どのようにすれ

ばよいかを検討してみよう。

まず、全ての可能な表記をまとめると次のようになる。

「ヂ」 (1)[dzi] (2) [d3i] (3) [d3i] (4) [3i] (5) [di] 

「ジ」 (1)[ zi] (2) [ zi] (3) [ 3i] (4) [3i] (5) [d3i] 

(2), (3), (5)のように [d3]を用いると、 IPAの[d3]と区別がなくなると

いう問題がある。英語の表記で[d3]を用いると、それは円唇歯茎口蓋閉

鎖音 (round, palato-alveolar stop) を意味し、日英語の子音で音声比

較を行うときに、 「円唇」についてあいまいになるという問題が生じる。

一方、 (3)及び(4)の[3]は語頭音としては音声的に問題がある。つまり、

IPAでは[3]は円唇摩擦音として扱われており、音声的正確さ (phonetic

accuracy)から言えば、 Wellsが表記しているような[(d) z]が妥当であろ

う ((d)は斜体字を用いているが、ここでは（）で示す）。英語では[3]は

配列上、語頭音としては成立せず、語中、語末のみに成立するとしてい

る。 「同一記号は同一音を表す」という原則に基づいて論を進めなけれ

ば、言語の音声体系の比較・対象が成立しなくなるおそれがある。
(5)は音声的な表記でなく、音素的表記である。日英語を比較する場合、

音素レベルと音声レベルとを混同すべきでなく、以下の区分を明確にし

ておかなければならない。

ヂ ジ

音素レベル： /di/ /d3i/ (馬淵）

音声レベル： [(d)zi] [(d)zi] (Wells) 

「ジ」の語頭音はIPAの表記で[d 3]を用いると、それは、非継続性であ

ることを示すだけでなく、円唇性[+round]) という余剰的特徴 (redun
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dant feature)が伴っていることも示すことになる。そのような示差的

でない特徴も音声レベルでは重視すべきである。

一方、日本語の「ヂ」は円唇が伴わず、示差的特徴は非継続性のみで

ある。英語にも日本語にも、母音の前では、 [dz]と[d 3]の対立がないの

で、音素的立場を 取るのであれば、どちらの表記でもよいことになる。

ただ、日本語の場合は、 「ヂ」と「ジ」の区別を明確に捉えるために、

やはり、上記のWellsの方式がよいであろうが、どちらも [d]を随意的

(optional) としておくと、区別がつかないので、最終的には次のよう

にするのがよい。

ヂ [dが］
ジ［そiJ 

日本語と英語との違いを明確にするための音声表記は世界的に広く用

いられている IPAを用いると共に、その表記号がもつ解釈も共通とするこ

とが望ましい。

第 2章

1)英語の DFについてはJa k obs on et a 1. (1 9 5 2) に始まるが、その後、

Chomsky-Halle (1968) で大幅な変更になり、さらに、アフリカの諸言語

の研究などによってさらに DFに改良が加えられ、 Halle-Clements(19 

8 3)の20種の DFとなっている。リストにすると次のようになる。

1. syllabic/nonsyllabic: [+/-syllabic] 
2. consonantal/nonconsonantal: [ +/-cons] 
3 . son or an t /obs t rue n t : [ + / -son] 

4. coronal/noncoronal: [ +/-cor] 
5. anterior/posterior: [+/-ant] 
6. labial/nonlabial: [+/-lab] 

7. distributed/nondistributed: [+/-distr] 

8. high/nonhigh: [+/-high] 

9. back/nonback: [+/-back] 
10. low/nonlow: [+/-low] 

11. rounded/nonrounded: [+/-round] 
12. continuant/stop: [+/-cont] 

13. lateral/central: [+/-lat] 
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14. nasal/ oral: [ +/-nas] 

15. advanced/unadvanced tongue root:[+/-ATR] 

16. tense/lax: [+/-tense] 

17. strident/nonstrident: [+/-strict] 

18. spread/ nonspread glottis: [ +/-spread] 

19. constricted/nonconstricted: [+/-constr] 

20. voiced/voiceless: [+/-voice] 

このように音声を両極に分けるについては議論の分かれるところであ

る。プラスの評価は、このように分けることによって、体系がよく見え

てくるということがあげられる。マイナスの評価は音実質とかけ離れて

しまうこと、音声観察と記述の正確さを犠牲にするということがあげら

れる。しかし、上記のような記号化によって思考が促進されるという面

もあり、どちらを選ぶかは、どの様な目的でDFを用いるかということに

よって判断されるべきである。

2)基本母音図の作成にあたっては、人間の口腔内で、前舌が最も前にお

かれ、なおかつ最も高い位置におかれた点を人工的に[i : Jとし、その反
対に、奥舌が最も奥に後退し、最も低い位置を[a: Jとした。さらに、舌
の位置が最も高く、最も奥まるときの舌の位置を[u:]とし、その対角線

上に、つまり、最も前で最も低い舌の位置を [a:]とした。以上の過程で

出来上がった四辺形を水平に 3等分し、 8つの人工的な調音位置を設定

した。各言語の母音の位置を同 定しその舌の位置で発音できるように

練習を繰り返すことが不可欠とされていた。しかし音声体系の各メンバ

ーがそれぞれ互いに区別できるというのが第 1段階であるとするならば、

基本母音図を用いた練習は比較的高度な音声学上の訓練に位置づけられ

るのであって、日本語母語からEFL学習者には 33四角形のほうが有効で

ある。

3)有名なJackobson et al. の2項対立理論 (binaryopposition) は次の

文章に要約される。

"The inherent distinctive features which we detect in the lan-

guages of the world and which underlie their entire lexical and 

morphologoical stock amount to twelve binary oppositions: l)vo-

calic/ nonvocalic, 2) consonantal/non-consonantal, 3)interrupt 
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ed/continuant, 4) checked/unchecked, 5) strident/mellow, 6) 

voiced/unvoiced, 7) compact/diffuse, 8) grave/acute, 9)flat/ 

plain, 10) sharp/plain, 11) tense/lax, 12) nasal/oral" (1952, 

p. 40) . 

4)/h/については、 Jones, Gimsonなどは摩擦音に入れているが、 Lade-

fogedは後続母音の無声音という。日本語では/i/の前では口蓋化が起こ

るので、ハ行音のうち、 「ヒ」は [~i] となり、摩擦性が聞こえる。しか

し英語の場合は口蓋化は日本語ほど起こらず、調音位置は母音と同じく

するのがよいと思う。ここでは、随意的に摩擦性が起こるとし、 （ ） 

内に入れて摩擦音の中に含め、基本的にはやはり母音域に入れてある。

5) /w/は母音の/u:/にもっとも近い軟口蓋音として取り扱われるべきであ
るが、 /w/は英語の中で最も円唇を伴う発音であるので、音声的には円唇
が軟口蓋音よりも顕著である。 /w/は2重調音 (doublearticulation) 

であり、軟口蓋音を (w)で示し、両唇のところにwとして示す。一般に調

音器官は一つの運動がある時は常にその逆の動きがある。 /w/のように円
唇運動があると、その反動で、奥舌が軟口蓋に近づくのである。

6)Ladefogedの図は生成音韻論の DFによる分類と伝統的な調音音声学と

を結び付けた優れたものであるが、 /w/を唇音とし、軟口蓋としていない
点、 1とrとを同じ<denti-alveolarとしている点は筆者の見解とは異

なる。また、 Jakobsonet al. (1952) や生成音韻論などで使用してた、

[+/-strident]のDFを用いずに、調音上の用語である[+/-sibilant] 
を用いているが、なぜその変更が必要であるのか明かでない。また、

/j/と同じ</tJ/と /d3/をpalatalとしているのは誤解を与えやすい。
筆者はこの表は次のように改める方がよいと考えている。

表には/h/が入らないが、後続母音の無声音が/h/と考えられるので、
この子音表では入っていない。また、この表は、筆者の子音の分類法で

ある、調音位置の前後 3分割、調音器官の距離 3分割のモデルに合致す

るものである。
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labial denti-

alveolar 

[ +nas] m n 

[-strict] 

[-nas] p/b t/d 

[+strict] 

s/z 

palato- palato-

alvelar velar 

゜ stop 

k/g 

tJ/d3 

J/3 

fr i C. 

[-strid] f/v 8/6 

[+lat] 

[-lat] w 

[-cor] 

[+ant] 

r
 

[ +cor] 

[+ant] 

[+cor] 

[-ant] 

(w) appro. 

[ -cor] [-cor] 

[-ant] [-ant] 

以上の分類で問題になっているのは、 central/lateralの区別を有意な

分類とするため、 Ir/を歯茎口蓋音とせず、 /1/と同じ歯茎音とする傾向
がある (Ladefoged(1982) 、Halle-Clements(1983)、Durand(1990) 、

Roach (1991)など）。筆者は舌先の位置を重視する立場、及び日本語か

ら英語に至る習得過程の重視の立場から、やはり、伝統的な調音位置の

記述を守るのがよいと考えている。

7)調音位置の記述については、基本的には、その背景に調音器官とその

各名称が理解されていなければならない。筆者は、上顎の型をとり、そ

の実物大をもとに、一部修正を加えたのが以下の口腔図である。上顎の

型を取るのに筑波大学保険センター歯科の方々にお世話になったことに

お礼申し上げたい。
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2

3

4

5

6

 

上唇 (upperlip) 

上歯 (upperteeth) 

歯茎 (alveolarridge) 

硬口釜 (hardpalate) 

軟口蓋 (softpalate) 

鼻腔 (nasalcavity) 

1_-a 

2-a 

2-b 

3-b 

7
 

両唇 (bilabial)音

歯唇 (labia-dental)音

歯間 (alveo-dental)音

歯茎 (alveolar)音

3, 4 の境—b (palato-alveolar)音

4-c 硬口蓋 (palatal)音

5-d 軟口釜 (velar)音

6 鼻 (nasal)音

声帯 (glottal)音

c

d

 e
 

下唇 (lowerlip) 

舌先 (tonguetip) 

前舌 (tonguefront) 

奥舌 (tongueback) 

声帯 (vocalcords) 

第 3章

1)この表記法は太田 (1956) による。音素表記は斜線 (i.e. / /)で囲

み、音声表記は鍵括弧 (i.e. [ ])で囲むが、音声表記で示される音実

質が特定の音素に属しているとき、その音声を示す表記を［］で囲み、そ

の属する音素の枠内に挿入する。

第 4章

1)無声化よりも「軟化」の表現が音実質の現れ方にぴったりするという

実験に裏付けられた三浦の論文 (1993) がある。ここでは、 /v/→ [f]と
定式で表しているが、 halfとtoの前のhaveと表記上同じになるのは問題

である。やはり、 [f]ではなく、 [v]を用いるほうがよい。

第 5章

1)語と語がつながって発音されることが英語母語話者にとって自然なと
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ころはスラー (slur) を用いて、 (e), (f)の例のように示した。島岡一

鳥飼 (1993) には、例文をすべて近似カナ表記で示し、つながりのある

ところをすべてスラーを用いた。

2)子音音素について細かく分けると次のようになる。ただし、学習モデ

ルととしては複雑なので、本文に述べているように、唇／舌先／その他

（前舌、奥舌）のように 3分割で十分でる。

m n 

虚
り

p b 1 怜
P e s) 
V ; 乙 3

1 
w r j cw: 
GA.RPの子音

3)子音も母音と同じ枠に捉えている理由は、分かりやすく中間言語を通

して、音声習得するモデルを活用するためである。

距離。

距離 1

距離 2

距離 3

1. 唇 2. 舌先 3.その他

閉鎖音

摩擦音 （子音）

接近音
'""'"""''"""" "''''''"'''" ""'"''"" "" ,,''""" 

（母音）
I I I I 

注：距離 0とは調音器官が接触していることを示す。

母音の調音位置は硬口蓋から軟口蓋までの枠であることに

注目。子音よりははるかに調音位置は狭い。

これまでの母音・子音のモデルでは両者を別々な取り扱いをしていた
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ので、母音は子音とどんな関係になっているのかあいまいであった。

母音の記述は、従来は基本母音図を基としており、例えば、 /i:/を記
述するのに、 high, front, spread, tenseとしているが、それは次のよ

うな記述を簡素化したものである。

"The front of the tongue is raised toward the hard palate to 

a position a 1 i ttle lower than that required for the Cardinal 

Vowel No. 1. The 1 ips are spread and the muscular state of the 

tongue is tense ... 

しかし、基本母音図の代わりに 33四角形を用いるとなると、高くな

る舌の位置をその四角形のなかに、各母音の発音に関与する舌の位置を

対立的に示し、それで当面は十分であるとする。なお、 33四角形は米

音と英音の母音の差と共通点を明らかにすることができる。

u: 

u
 

沢

1f 

w 

GAの母音 RPの母音

4) 3 3四角形モデルの効果について、学習者は言語的な実感を得やすい

という点にまず注目したい。特に日本語使用者は子音＋母音という開音

節構造に慣れており、従来からの子音表と母音表を別々に表示されると、

なかなか言語的な実感がわかない。 被験者の多くの意見に見られるよ

うに、このモデルにより日英語の音声体系に開眼したという報告が多く

寄せられている。言語学的には次のような価値がある。 (1)子音と母音と

の結合距離理論と音声的類似性 (/w/と/u:/、/j/と/i/、/h/とその後続
母音）によって、母音と子音と結合したモデルができており、 Jakobson

et al. (1952)がマトリックスで試みたことを英語音声学の枠組みに修

正を若干加えて実現できた。

(2)円唇を伴う子音の明示
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/tJ/、/d3/、III、/3/、Jr/を縦軸に並べることによって円唇を伴う
子音を明示できた。

(3)denti-alveolarの単位

従来の音声学のモデルでは、舌先に関する子音を次のように 3つに

分類していた。

interdental alveolar alveolo-palatal 

(or palato-alveolar) 

この分け方だと生成音韻論の舌頂性([+coronal])との関わりが明らか

ではない。 3 3四角形モデルではdenti-alveolar、alveolar、alveo-

lo-palatalとし、すべて舌頂性にまとめることができた。 denti-alvo-

larはほかの二つとは粗擦性 ([-strident])で区別し、また、 alveolo-

palatalは非前方性([-anterior])で区別する。

(4)介入子音 (epentheticconsonant)の説明

子音連結に母音介入ということはよく説明されているが、介入子音の

必然性についての説明はこれまでなかったようである。 33四角形では、

3つの前後の区分にはそれぞれ/m/,/n/./Q/が最上位に位置づけられてい
るので、 /n/から/s/に至る例えば、 pencilの調音運動は当然途中に/t/を

通ることになり、そのため介入子音の [t]が関わる。同様に、 lengthの介

入子音の [k], Michiganderの[d]なども説明が可能となる。

第 6章

1)英語学習の一般的なシラバスは文法・文型事項が中心となるため、と

かく音声上の難易順が2の次にされがちである。そこで、日本語母語話

者のための発音習得手順を易しいものからむずかしいものへ配列したの

がこの案である。 this, like, haveなどのth, i, l, Vはいずれも日本語

母語話者にはむずかしい発音なので、アルファベットの Eの発音から始

めている。

第 7章

1)研究分野のまとめでは、まず、音声学と音韻論とのインターフェイス

があり、音実質とその体系化がはかられる。次に音声学・音韻論と形態

素とのインターフェイスが出てくるが、本書では母音体系内に形態素的

に生産性が高い音素として/aU/と/al/を含め、形態音素が円滑に生まれ
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る構想を具体化している。そのために、生産性の低い/JI/を母音体系の
中から外したわけである。統語論は音声学・音韻論・形態素とのインタ

ーフェイスのもとに行われるということになる。変形生成文法の枠組み

では、最初に統語部門があり、それから生まれる最終端末記号列を音韻

部門に送り、そこで最終的な音声的実現 (phoneticrepresentation)が

なされることになるが、本書では、 ILモデルの立場から、目標言語の音

声体系の習得を第一の目標において論を展開している。
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